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巻頭感　2017年度年頭にあたって

図書館長　新　井　泰　彦　

　桜のトンネルをくぐるように晴れやかに未来に歩む新入生を迎えて千里山での関西大学入学式
は例年行われている。本年は、四月を迎えたと言うのに肌寒い日が続く、季節がゆっくりと動く
のを感じるまるで早春かと見まがうばかりの桜の足音をはるか遠くに聞きながらの入学式であっ
た。とはいえ関西大学図書館も入学式とともに新たな一年を踏み出した。

　本学図書館は、ここ数年電子ジャーナルの高騰化に翻弄されつつも、大学構成員のアイディア、
英断・努力に基づく力強いご支援のもとに図書館規程第二条に記す大学図書館としての目的を遂
げることがかなっている。ご理解、ご支援に深く感謝いたす次第である。

　さて、図書館の活動は、書籍に親しみ、書籍に囲まれ埋もれ、文字と日夜格闘する研究のイメ
ージが多くの方の脳裏には深く刻まれているのかもしれない。その意味において、私のようなガ
サツなものにはこの職は務まらないと、大変なことになるものと覚悟をしたのは昨年 9月のこと
であった。しかし、いざ実務に就くと深い教養が求められる以前に、図書館が社会の荒波に洗わ
れ、さらわれないように踏ん張ることがまず求められていることを思い知らされた。そのために
館長には、そろばん勘定、厚かましさ（それも「ど」が付くほどの厚かましさ）、鈍感さが求め
られていることを知るに至った。幸か不幸か厚顔無恥ゆえの無教養ぶりが不思議なことに、皆様
のお力添えのもとにというか、幾分哀れみをもってのご支援を賜って、何とか業務に踏みとどま
ることができているものと我ながら、皮肉にも自らのできの悪さに改めて感謝する今日この頃で
もある。
　しかし、図書館長としての初心に戻ると図書館が本来目指すものは、電子ジャーナルの問題だ
けではなく、関西大学の教育・研究活動の足元を支え、さらに、全学的な学術活動を結び付け、
融合させ、発展させるところにあるものと信じている私にとっては、まだ、何も手が付けられて
いないという忸怩たる思いに打ち拉がれている今日この頃でもある。

　海外の大学図書館との連携を通じた本学研究者の活動の場の広がり支援、本学図書館が所蔵す
る貴重な書籍・文献に立脚した研究活動の場の拡大、さらに、一昨年整備されたラーニングコモ
ンズを利用する学生の様々な学習・研究活動の促進、リポジトリーにも代表される情報発信など
についてしっかりと、対応していかなければならないものと強く意識している。書籍・電子ジャ
ーナルを管理することも大切な仕事であるものと認識しつつ、日々の管理運営に本来目指すべき
活動が埋没しないように取り組まなければならないものと肝に銘じている。
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　図書委員会が学内の様々な意見・情報交換・交渉の場として機能するだけではなく、関西大学
の学術の基礎を担い、未来に向かって大きく羽ばたくための議論の場となることを願っている。
本年はその活動の元年として、取り組んで参りたく思っている。

　その第一歩として、千里山の総合図書館での活動のみならず、定期的にご報告をいただいてい
るとは言え、高槻・高槻ミューズ・堺のそれぞれのキャンパスにおけるサテライト図書館の活動
状況をつぶさに知るために、 3キャンパス図書館をそれぞれに関連業務を持つ課員並びに委託業
者管理担当者とともに訪問した。

　関西大学図書館は、2000年より従来専任職員が担っていたカウンター業務をより図書館業務の
専門性の向上・高度化・活動の充実を目指して、資格を持つ本学専任職員と最新の図書運営技術
を有する専門集団とをネットワーク技術によって融合した図書館管理システムを構築してきてい
る。この取り組みでは、大学設置基準第38条に抵触しないようにそれぞれのキャンパスサテライ
ト図書館の施設整備、他大学との協力・連携、さらに最新の情報機器を用いた千里山の総合図書
館を中核としたネットワークをもとにした高槻、高槻ミューズ、堺キャンパスの図書館をバーチ
ャルに一体化することによる図書業務の一体運営をはかる方針を打ち出し、それに則って活動し
ている。この方針の構築に当たっては、協力いただいている業者との間で大学図書館としてのサ
ービス向上の在り方に関して深く議論を繰り返し、大学図書館のカウンター業務が最新の情報・
運営方法のもとに利用者に可能な限り有益な情報提供、便宜がはかれるようにという視点で行わ
れている。

　この方針のもとで、膨大な図書情報を、大学全体の図書関連の活動を最新の情報インフラによ
って集約させ、整理させようとしている。従来幾分各館が孤立した観も否めなかった状況を連携・
統括することにより活性化させ、各館のサービスの均一化、利用者の利便性の向上はもとより、
社会に広いアンテナを巡らせている専門集団がもたらす他大学での優れた取り組みの導入も目指
し、さらに、各館が従来独自に実施している優れた取り組みを全学に波及させるなど、限られた
専任職員だけでの活動では捉えきれなかった利点を大学全体に展開しようとしている。

　今回の 3キャンパス図書館訪問の最大の目的は、現在、単独の業者にすべてのキャンパス図書
館業務を委ねていることもあり、大学全体の図書業務情報のサテライト図書館間における共有が
円滑になされているのかどうかの状況把握であった。業務委託というと「丸投げ」と言うイメー
ジでとらえられることもあり、経営の効率化のもとで大学全体のサービス低下につながるかのよ
うにさえ見られることもある。しかし、情報ネットワークを用いた適切なシステムを構築するこ
とによって専任職員のみで活動する以上に外部からの新しいかつ高度な生の情報がもたらされる
利点がある。今回このような利点の確認、特に円滑に図書館業務がキャンパス間で均一化されて
いることを確認することができた。情報ネットワークの持つ力の大きさに触れて改めてその偉大
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さに驚かされる次第でもあった。
　一方で、詳細な情報がシステムの伝達過程で消失していること、幾分縦割り行政による弊害も
確認することができた。もっとも大きな収穫は、各キャンパス図書館ならではの独自の図書情報
の大学構成員への周知に関する企画を確認することができたことであり、これらの活動の全学へ
の普及も無理なく大学全体の図書館としての組織的活動の中で可能であることを確認できたこと
である。

　今後は、さらに進化する情報ネットワーク・機器を用いた様々な大学図書館ゆえのありかたを
深化させ、本学においてその技術・システムを開発し、社会に提案、普及させることをひそかに
もくろんでいる。そして、それが新しい大学図書館の一つのスタンダードとなることを願ってい
る。
　ゆっくりと動くのは、春先の季節だけにして、可能な限り迅速に図書委員会の議論・協力のも
とに本来の大学図書館がなすべき活動へ邁進していかなければならないものと年頭に当たって強
く思っている。

 （あらい　やすひこ　システム理工学部教授）
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●●●台見書

世界図書館巡礼
―東西文化交渉の書籍を求めて（3）―バチカン図書館

内　田　慶　市

　筆者はこの10数年毎年夏はローマを中心にヨーロ
ッパの図書館を巡り、筆者の研究に関わる資料の蒐
集を行ってきているが、今回はバチカン図書館につ
いてここで紹介することとする。
　周知の如くカトリックの総本山のバチカン市国に
あるバチカン図書館は、ヨーロッパの文献はもちろ
んのこと、16世紀以降中国を中心とする東アジアで
のキリスト教の布教に努めた宣教師たちによって持
ち帰られた漢籍をはじめ、朝鮮語、日本語、ベトナ
ム語、満洲語、モンゴル語といった関係の文献資料
も多く収められている。
　この種の文献は実はバチカンではこの他、イエズ
ス会文書館（ARSI＝Archivum Romanum Sosieta-
tis Iesu、図1‒2）、プロパガンダフィーデ（Urbaniana 
University、図 3‒4）等にも収められている。いず
れもバチカン市国内にあるので、バチカン図書館に
行ったなら是非足を延ばしたい所である。

1．バチカン図書館入館への関門

　バチカン図書館は、礼拝堂のあるバチカン美術館
に行く途中の小さな門（図 5）から入るが、先ず、
ここが一つ目の関門となる。
　バチカン市民は身分証明書を見せればそこを通過
できるが、入館証を持っていない外部の利用者はこ
こではパスポートだけでは通れない場合もある。従
って予め図書館関係者に連絡をしてそこまで迎えに
出てもらうのがよい。

図 5

　そこを通過すると次に受付があるので、そこでパ
スポートを提示して用務を説明し入館のための臨時
の通行証を発行してもらい、図書館に向かう。しば
らくすると、図書館に入る門（図 6）があり、そこ
をくぐると中庭があり（図 7）、右に図書館の入口

（図 8‒9）が見えてくる。

図 3 図 4

図 1 図 2

図 6 図 7
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図 8 図 9

2．入館証の発行

　さて、以上のような「関門」を通り抜けて中に入
ったら、先ずは「入館証」（図10）の発行手続きだ。
奥の事務室で手続きを行うが、パスポートと研究者
を証明するものがあればほぼ問題はない。以前は、
外務省に前もって届けるとか必要であったらしいが
今はその必要はないようだ。ただ、念のために所属
大学図書館の「紹介状」は持参した方が無難ではあ
る。また、係の人の英語は必ずしもうまくないので、
その点も考慮した方がよい。なお、カードは 1 年間
有効だが、予め何回利用するかを申告、そのその回
数を超えたら再発行ということになる。期限内に再
発行の手続きをするが、夏休み明け（毎年9月中旬）、
の最初の 1 週間は非常に混み合うその期間は避けた
方がいいだろう。私の場合は、東洋部の主任と懇意
なので休み明け以前に特別に延長手続きをしてもら
っている。

図 10

3．閲覧

　さてバチカン図書館では所蔵されている資料はほ
ぼ閲覧が可能である（図11‒12）。日本や中国みたい
に貴重書やレアブックは「何日前に予約」とかいっ
たことは一切なく、当日、カタログ等で請求番号を
調べてカウンターに出して後は本が出てくるのを待

つだけである。ただ隣の人の請求した本や友人が見
ている本を横で見ることは許されない。のぞき込ん
だ途端、係の人が飛んできて注意される。この点だ
けは注意が必要である。

図 11 図 12

　資料の閲覧に疲れたら、中庭にあるBarで一休み。
洞窟のような素敵なカフェでエスプレッソもイタリ
アン的でなかなかおしゃれかも（図 13‒14）。

図 13 図 14

4．バチカン図書館所蔵アジア小語種デジタル化構想

　ところで、現在私たちはバチカン図書館、ローマ
大学、北京外国語大学との共同プロジェクトを計画
中である。その内容は、バチカン図書館に所蔵され
る中国と日本以外の朝鮮語、モンゴル語、ベトナム
語、チベット語、満洲語といったいわゆる「アジア
小語種」の文献のデジタル化である。
　2015 年の 9 月にバチカンで Ambrogio M. Piaz-
zoni バチカン図書館副館長、東洋部主任余東博士、
北京外国語大学張西平教授を交えて最初の打ち合わ
せが行われ、基本的な合意を得ている（図 15）。
　その後、2017 年 2 月にも筆者はバチカンを訪れ、
この関係の文献調査を行うと共に、館長ともお会い
し（図16）今後の協定締結に向けて前向きの回答を
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得ている。

図 15 図 16

5．バチカン図書館回廊ほか

　バチカン図書館閲覧室の上は実はバチカン美術館
であるが、美術館内にありミケランジェロの「最後
の審判」で有名な「システィーナ礼拝堂」と旧バチ
カン図書館回廊（図17）とは実は繋がっている。た

だ、一般公開はされていないが、そこの壁画には 4
人の大正訪欧使節団の姿（図18）も描かれいて、バ
チカンと日本との関係の深さを感じさせる。

図 17 図 18

 （うちだ　けいいち　外国語学部教授）
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●●●●し 抄ぼ虫

ロシア建築美術週報
―人工都市の総目録

近　藤　昌　夫

1．資料概要

　「建築美術週報」は、ロシア帝政末期にサンクト・
ペテルブルク（以下ペテルブルク）で刊行された、
予約購読制の学術雑誌である 1）。寸法は35.2×25.6
でほぼB4サイズ。編集発行は建築家・美術家協会。
1914年 4月の刊行以来、1917年 11月に第35号で終
刊するまで、合併号もあるが、毎年度52冊刊行され
ている（本資料は 1914 年第 5 号、第 6 号が欠落）。
創刊号の購読案内を見ると、「表紙、広告を除き 12
頁」とあるが、時に 4 頁や 16 頁の通常号もある。
　内容は以下の通り。
　1．建築及び関連する美術の芸術的・技術的諸問題
を対象とした論文（図版併載）、2．建築家・美術家
協会の活動や会議の報告、3．国内外の図版付き建
築・美術雑報、4．帝立美術アカデミーの活動報告、
5．政府・市・地方自治体その他公共機関の建築関連
事業の案内、6．美術および技術関連組織の活動報
告、7．批評、8．国内外の関連出版物の紹介、9．建
築家・美術家協会他、内外の各種コンペ情報（応募
要領、審査結果）、10．政府行政機関の関連する政
令、法令（建築基準法、各種入札・契約制度）等の
通知、11．読者通信欄。
　以上のように、建築物それ自体に対象を絞らず、
コンプライアンスやガバナンスまで視野に入れた「建
築美術週報」は、包括性・網羅性・実用性を特徴と
している。

2．建築家・美術家協会と本誌の刊行まで

　編集刊行母体である建築家・美術家協会は、帝立
美術アカデミー（現国立レーピン絵画彫刻建築大学）
内にオフィスを構えていた。
　協会は、美術アカデミーの教授及び卒業生らが発
起人となって、1903 年 10 月 15 日に発足した。趣旨
は卒業生への仕事の斡旋だった。

　中心人物はアカデミー教授 P.Y. スューザル。代
表作のひとつに、ネフスキー大通りに面し、現在「本
の家」として知られるシンガー社社屋がある。その
他発起人に、L.N. ベヌア、A.A. グルーべ、N. コ
ズロフ、G.I.コトフ、B.N.ニコラーエフ、A.N.ポ
メランンツェフ、M.T. プレオブラジェンスキー、
V.P. ツェイデレル等、当時第一線で活躍していた
建築家が名を連ねている。
　たとえば L.N. ベヌアは、古典主義、ネオ・ロシ
ア様式、バロック様式、折衷主義、アール・ヌーヴ
ォーと、短期間にめまぐるしく様式を変えた建築家
だが、個性の乏しさが指摘されるものの、高度な技
能を身につけた指導者として多くの弟子を育成し、
帝政末期からソビエト時代の建築界に寄与した。門
下には、ネオ・ロシア様式の A. シューセフ（代表
作、トレチャコフ美術館新館）、ネオ・ロシア様式か
ら構成主義に転じて活躍した V. シューコ（同、レ
ーニン図書館）、北方モダン様式の F. リドヴァリ

（同、アストリア・ホテル）、ネオ・ルネサンス様式
の M. ペレチャトコーヴィチ（同、通商産業省）等
がいる 2）。
　かれらが得意とした様式の多様性から、「建築美術
週報」の刊行期間が、世紀末から20世紀初頭にかけ
て、たとえば V. カシコーフのネオ・ビザンツ様式
が浸透し、構成主義等新たな前衛的様式が開花しは
じめる、胎動の時代と重なっていることがわかる。
トルケスタン地方の考古学論文の連載もプリミティ
ヴィズムの流行と無関係ではないだろう。
　そもそも職業斡旋を目的にはじまった協会の活動
は、建築を中心とした学問的研究及び美術との学際
的研究、実践的土木関連情報の提供等、様々な成果
の蓄積が進むにつれて文化財保護へと拡張し、建築
家・美術家協会はロシア初の建築遺産保護団体とな
った。
　具体的仕事内容は、主としてペテルブルクの 18‒
19世紀の歴史的建築物・記念碑の調査研究と保護で



図書館フォーラム第22号（2017）

8

ある。当時すでに多くの建物が、老朽化や火災によ
り撤去あるいは改築の対象になっていた。協会は過
去の貴重な建物の姿を、文化遺産として図面や写真
とともに記録しようと考えたのである。
　直ちに歴史的記念碑研究・記録専門委員会、「旧き
博物館」委員会、歴史建築展覧会委員会が設置され、
対象となる建物の測量が開始された。測量範囲は、
1905‒1907 年にかけ、市内から郊外のガッチナやパ
ーヴロフスクにも及んだ。
　そして1907年、協会は「旧きペテルブルク」の調
査研究及び記録を進める委員会を新たに発足させた。
　記録方法を図面から写真撮影に転換することで、
ペテルブルクの建築記念物の調査研究、記録、保存
が迅速化し、資料の蓄積も一段と進んだ。
　この活動によって 1909 年、「ペテルブルク歴史博
物館」が創設され、ピョートル大帝時代の草創期ペ
テルブルクから同時代に至るあらゆる資料が記録保
存されることとなった。建物全体の写真はもちろん
のこと、家具調度類、食器、彫像、格子、ファサー
ドの装飾、設計図、ドア、手すり、門扉、さらには
絵画作品、版画、塑像等も保存・記録の対象となっ
た。
　収蔵物の増加に伴い、博物館が協会の分室として
自立する。
　協会は広報・啓蒙活動を開始。その一環として「建
築家・美術家協会年報」（1906‒1916）と、この「建
築美術週報」（1914‒1917）が刊行されたのである 3）。
　建築家・美術家協会は創刊号につぎのような刊行
の辞を寄せている。

　建築家・美術家協会は、ここに週刊学術誌「建
築美術週報」を刊行する。「建築美術週報」は、協
会の活動を反映させながら、現代建築の現場を隈
無く解明することになるだろう。
　本協会は団体の利益を優先するものではない。
協会の仕事は、アートの広範な領域を対象とし、
多少なりとも建築に携わる者すべてに関与するも
のである。この十年間、本協会は、建築及び美術
の諸問題を対象にして事業プログラムを徐々に拡
張してきた。そしてその成果―美術と科学の体
系的研究、現代のアートな生活に直接コンタクト
しようという姿勢、美的生活の諸現象の考察と評
価、絶えず発生する諸問題の精査、現実的課題の
解決―が、本誌の一刻も早い出版を促したので
ある。

　雑誌の使命は、考古学、歴史学及び芸術哲学論
文、建築土木論文、国家・社会・個人建造物の論
文の掲載だが、それらは日常生活における建築上
の出来事の記録である。一般的テーマの論文はも
とより、一個の建築士に必要な実用的情報、文献、
参考資料、実生活に密着した建築関連知識等も、
この週報に満載されることになろう。
　新雑誌の創刊にあたり、建築家・美術家協会は、
この仕事がより多くの読者の資産になること、読
者の芸術的志向を支援する新たな力になることを
願うものである。

　この度蔵書となった「建築美術週報」は合本 4 分
冊で（第 1 巻［1914‒1915］、第 2 巻［1915］、第 3
巻［1916］、第 4 巻［1917］）、それぞれに目次がつ
いている。たとえば第 1 巻の目次は以下の通り。
　［歴史と考古学の問題］、［美術の諸問題］、［技術の
諸問題］、［その他の諸問題］、［現代の建築とプロジ
ェクト］、［記念碑・彫刻］、［都市環境整備］、［病院、
衛生及び保養関連事業］、［協会の活動］、［コンペテ
ィション］、［展覧会・協会の活動］、［追悼］、［関連
文献］、［読者より］、［雑報］。

　協会の趣旨を最も反映する項目［歴史と考古学の
問題］には、たとえばレブロン、クワレンギら往年
の巨匠を取りあげた作家論や、トヴェーリからツァ
リーツィンに到る教会建築の調査研究報告、木造農
家、遺跡調査等考古学的考察、火災による石造建物
の被害調査報告、墓地の管理保全、各地の教会の修
復調査等が掲載されているほか、協会設立趣旨を反
映して、卒業制作も公表されている。
　記述対象となる用途別建築物は、公衆トイレ、温
室、庭園、スタジアム、集合住宅、個人住宅、木造
農家、街灯、公園、教会、オベリスク、銀行建物、
劇場、コンサートホール等、実に様々である。
　地域もペテルブルクに限定せず、モスクワの赤の
広場にあるポクロフスキー大聖堂（聖ワシーリィ寺
院）の修復や海外の建築も随時取りあげられている。
　ペテルブルクに建築家・美術家協会が設立され、

「建築美術週報」が刊行されたのは、ペテルブルクが
単にロマノフ王朝の帝都だったからではない。遺産
保存という意識は、ペテルブルクという都市それ自
体の要請といっても過言ではないのである。
　以下に世界文化遺産に登録されているこの街の成
り立ちと特徴を、本誌の記事にも簡単に触れながら
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かいつまんで紹介しよう。

3．人工都市ペテルブルク

　ペテルブルクは、250 年に及ぶモンゴル支配の影
響を引きずるモスクワから脱却し、ロシアを西欧化
するために、ピョートル大帝が、18 世紀初頭に荒涼
たる沼沢地に造った人工都市である。バルト海経由
でヨーロッパへ出る「窓」をうがつため、内陸部の
モスクワと結ぶ重商主義の要衝が必要になった。
　アジア的なモスクワ・ロシアを思わせるものは極
力排除し、「ヨーロッパよりヨーロッパ的な都市」の
建設をゼロから目指したのである。
　一連の設計に携わったのはヨーロッパ各地で活躍
していた建築家たちだった。
　イタリアで建築を学んだスイス人 D. トレジーニ
は、ペトロ・パーヴロフスク聖堂やピョートル大帝
の夏宮殿等を設計し、ドイツ、オランダ風にアレン
ジしたイタリア・バロック様式をペテルブルグにも
たらした。ドイツ人建築家 A. シリューテルはキー
キン宮殿によって、G.マタルノービはクンストカー
メラによってドイツ・バロックをもたらした。イタ
リア人の N. ミケッティはローマ・バロックを、ま
た、ドレスデンで活躍していた G. キヤヴェリはサ
クソン・バロックを帝都にもたらした。ワシーリィ
島を首都にする奇抜なアイデアをピョートル大帝に
進言したフランス人 J. レブロンの仕事については、
V. クルバートフが「レブロンの理論的仕事」（1914
年、第 20 号及び第 21 号）で庭園設計を例に、その
特徴を明らかにしている。
　こうして、ネヴァ河口の沼地にローマとヴェルサ
イユが放り込まれ、攪拌されると、アムステルダム
にもヴェネツィアにもどこか似ていてどこか違う、
奇妙なヨーロッパ風の町が徐々に姿をあらわしはじ
めたのだった。
　ピョートルの時代にはまだ街並みと呼べる統一感
はなかった。ペテルブルグが、古代ローマを向こう
に回したオアシス都市に喩えられ、「北のパルミラ」
と呼ばれるようになるのは、大帝の遺志を継いだ女
帝たちの時代を待たなくてはならなかった。
　女帝たちの持ち前の美的センスが存分に発揮され、
ペテルブルグは華麗で知的に、と同時に荘厳にその
装いを整え、西欧近代都市の名に相応しい、気品あ
る均整のとれた帝都に成長していったのである。
　イワン 5 世の娘で、ピョートル大帝の姪にあたる

アンナが、嫁ぎ先のクールラント（ラトビア西部）
から呼び寄せられ、帝位に就くと、帝都の組織的開
発がはじまった。
　1736 年と翌 37 年の二度の大火をきっかけに、女
帝は「サンクト・ペテルブルグ建設委員会」を設置。
委員会は海軍省周辺を中心とした都市改造計画を立
案した。中心となったのが、ピョートル大帝の時代
にイタリアに留学した建築家 P. エロープキンだっ
た。街の開発・整備は急速に進み、「ネプチューンの
三又の槍」と呼ばれ、現在もこの街に個性的な表情
を与えている三本の幹線道路―ネフスキー大通り、
ヴォズネセンスキー大通り、中央通り（現ゴロホヴ
ァヤ通り）―が完成したほか、それら幹線道路と交
差するサドーワヤ通りが敷設され、ポクロフスカヤ
広場とセンナヤ広場が造られた。モイカ川とグリボ
エードフ運河の堤防整備もアンナ女帝の時代に着手
された。
　アンナの死後、クーデターによって帝位に就いた
ピョートルの実の娘エリザヴェータは、宮廷をヴェ
ルサイユに匹敵する文化とファッションの中心にし
ようと考えた。エリザヴェータ時代に活躍した建築
家は、「宮殿アンサンブルの巨匠」とうたわれたF.ラ
ストレリである。
　ラストレリは、女帝の父が好んだバロック様式を、
さらに壮麗で晴れがましいエリザヴェータ・バロッ
クとして開花させた。代表作にスモーリヌィ女子修
道院、ストロガノフ宮殿、エカチェリーナ宮殿、そ
して冬宮（エルミタージュ美術館）等がある。とり
わけ室内装飾が見事で、その特徴はエルミタージュ
美術館の大使の階段によくあらわれているが、空間
に「動き、きらめき、振動が満ちている」（B. ヴィ
ッペル）。
　この時代、ラストレリに次ぐ仕事を残したのがロ
シア人建築家 S. チェヴァキンスキーである。新オ
ランダの木材倉庫、聖ニコライ神現聖堂等を手がけ
た。そのほか、ヨーロッパの建築術を習得して活躍
しはじめたロシア人建築家に、海軍省を造った I.コ
ロボフや夏の庭園の造園に参加した M. ゼムツォフ
等がいる。
　次のエカチェリーナ2世は、その後34年にわたり
国政に辣腕を振るった。女帝でただひとりの大帝で
ある。
　百科全書派と親交のあった啓蒙専制君主エカチェ
リーナは、エリザヴェータとは対照的に地味な線を
好み、1762 年に設置された「ペテルブルグ・モスク
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ワ石造建築検討委員会」に古典主義への回帰を命じ、
堅牢・功利性・美の三つを兼ね備えた都市開発を方
針とした。
　それを受けて K. ロッシが冬宮の北ファサードに
花崗岩の宮殿河岸通りを敷設した。また、3 本の水
路―エカチェリーナ（現グリボエードフ）運河、モ
イカ川、フォンタンカ川―の河岸通りが整備され、
運河壁と運河沿いの建物のバルコニーの直線、船着
き場に降りる階段の曲線、石橋のフォルムが、建物
と落ち着いた調和を見せるようになり、街全体に見
事な統一感がうまれた。
　このように、ペテルブルグの都市建設は18世紀後
半になって巨大公共建築物と宮殿の建造を継続しつ
つ街全体の景観に配慮するようになったのである。
　女帝はフランス人の V. デラモートやイタリア人
のA.リナルディ、スコットランド出身のC.キャメ
ロンを徴用し、小エルミタージュ（V.デラモート）、
後に「建築家・美術家協会」が設置されることにな
る美術アカデミー（A. ココーリノフ、V. デラモー
ト）、タヴリーダ宮殿（I. スタローフ）、大理石宮殿

（A. リナルディ）等を次々と建設し、橋や花崗岩の
河岸通りを整備することで帝都の美しさに磨きをか
けた。
　エカチェリーナ亡き後、皇帝たちの時代がやって
くる。
　エカチェリーナの息子で狂王といわれたパーヴェ
ルは、エカチェリーナ 2 世から授けられた領地ガッ
チナで、プロイセン流の兵隊遊びにふける気儘な皇
帝だった。いつしか私設軍隊の駐屯地のようになっ
たガッチナの生活がそっくりペテルブルグに持ち込
まれ、近衛兵詰所や遮断機がエカチェリーナのペテ
ルブルグを陰に押しやり、街の様相を軍の駐屯地の
ように変えていった。パーヴェルが造らせたミハイ
ル城（V. ブレンナ）は、かつて要塞があった場所
に建造され、巨大な二本のオベリスクには戦勝記念
トロフィが飾られている。
　アレクサンドル 1 世の初期は、祖母エカチェリー
ナ女帝が愛した古典主義が主流で、クワァレンギが
近衛騎兵馬場（現中央展示ホール）、スモーリヌィ学
校を設計した。
　クワレンギは、エカチェリーナ女帝に招聘された
イギリス人建築家で、女帝の時代にはエルミタージ
ュ劇場やゴスチーヌィ・ドヴォールを設計している
が、本誌では V. クルバートフが「クワレンギ晩年
の作品」（1914 年、第 29 号）でアレクサンドル 1 世

時代の仕事を紹介している。
　時代の花形は壮麗な統一感を誇る巨大公共建築物
で、A. ヴォロニーヒンのペテルブルグ鉱山大学や
カザン聖堂、フランス人J.トマ・デュ・トモンによ
るワシーリィ島岬のストレルカ（砂嘴）が当時の雰
囲気を今に伝えている。
　巨匠トマ・デュ・トモンの仕事については、E.バ
ウムガルテンがその全体像を「トマ・デュ・トモン」

（1914 年、第 7 号）で明らかにしている。現在サン
クト・ペテルブルク音楽院のある場所に建っていた、
代表作のひとつボリショイ劇場の調査報告は貴重な
成果のひとつである。［図1］ボリショイ劇場は、マ
リインスキー劇場とともに、船員と外国人の居住区
だったコロムナ地区を芸術のメッカに転換する大き
なきっかけとなる象徴的建物となった。
　アレクサンドル 1 世の晩年とニコライ 1 世の治世
に活躍したのは、アンピール（皇帝）様式を得意と
する K. ロッシである。ロッシの発案によって、天
使像を戴くアレクサンドル円柱（O. モンフェラン）
の周囲を、旧参謀本部、冬宮、そして近衛連隊本部

（A. ブリュローフ）がゆったりと包み込む重厚な宮
殿広場が建設され、威風堂々とした新たな中心が帝
都に誕生した。
　1820‒30年代にはロシア人建築家V.スターソフが
活躍した。パヴロフスキー連隊近衛兵宿舎はマルス
広場に威厳を与え、聖三位一体教会と救世主変容教
会は巨大建築物のアンサンブルをなし、街の中心に
欠かせないアクセントとなった。
　ニコライ 1 世のこれ見よがしの壮麗さと晴れがま
しさは、宮殿広場の近衛学校（A. ブリュローフ）、
イサーク広場のマリインスキー宮殿（A. シタケン
シュナイダー）、新エルミタージュ（L・フォン・ク
レンツェ）等にあらわれている。ネオバロック風の

図 1
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ベロセルスキー・ベロゼールスキー公爵宮殿（A.シ
タケンシュナイダー）、ネオルネッサンス様式のモス
クワ駅（K. トン）等に見られるように、様式の芸
術的傾向あるいは装飾性が強まったことがこの時代
の特徴である。
　アレクサンドル 2 世とアレクサンドル 3 世の時代
の建築は、懐古趣味とナショナリズムを特徴として
いる。19世紀後半になると、人口増加、産業の振興、
鉄道等の大量輸送手段の普及によって、都市開発は
工場建設とともに郊外へと広がった。
　いまやロンドン、パリ、ベルリンに次ぐヨーロッ
パ第 4 の大都市に成長した百万都市ペテルブルグに
とって「西欧」もまた変容してゆく。
　先進的文明を象徴し、国力を誇示するモニュメン
タルな大型西欧建築が女帝時代の「西欧」であった
とすれば、「西欧」が日常化した皇帝たちの時代には、
駅、劇場、銀行、百貨店、博物館等の公共建築に「西
欧」が浸透していった。つまり憧憬だった「西欧」
が、デザインや装飾として日々の暮らしに溶け込み、
あるいは流通や産業構造、交通等のインフラとして
近代都市の共通基盤に広く根を張ったのである。
　こうして「西欧」が日常化すると、今度はナショ
ナリズムの涵養に意識が向けられるようになる。建
築は「ロシア様式」を模索しはじめ、国立歴史博物
館、トレチャコフ美術館等、ネオ・ロシア様式の建
物が古都モスクワに建てられるようになる。そうした
なか、ペテルブルグに建立されたのがスパース・ナ・
クラヴィー（血の救世主教会）と呼ばれるキリスト
復活聖堂（I. マカロフ、A. パルランド）だった。
　19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて建造されたこ
の教会は、モスクワの赤の広場にある聖ワシリー寺
院（濠の上のポクロフスキー大聖堂）のコピーであ
る。教会は、外観が中世ロシアへの回帰をアピール
しているだけでなく、内部を埋め尽くすモザイクも
平面への回帰を示している。ルネサンス以降、西欧
が 3 次元へ、つまり平面からの脱却を目指したこと
へのアンチ・テーゼであり、「西欧」を志向したペテ
ルブルグにあって、2 次元を異化した象徴的な建物
だといえるだろう 4）。
　述べたような街ゆえに、本誌「建築・美術週報」
が産み落とされたのである。

4．動乱期を反映する雑誌

　冒頭で 4 頁の号もあると書いたが、第 1 次世界大

戦の影響である。ロシアは7月31日に総動員令を発
令したが、翌月中旬から雑誌は10週に渡り4頁の紙
面構成が続く。12 頁に戻るのは 12 月に入ってから
である。第 30 号（10 月 22 日発行）で編集部は、紙
不足や同僚の出征等、困難な問題に直面し、規模の
縮小は避けがたいが、刊行は継続する、今後は当初
の分量を回復し、読者の期待に応えたいと書いてい
る。
　また、革命前夜の 1917 年になると 4 月以降第 35
号（終刊号）まで合併号が続く。第 10 ～ 14 合併号
の冒頭で O.R. ムンツ（代表作、ヴォルホフ水力発
電所）が、論文「自由の曙と永遠の芸術」で 2 月革
命後に成立した臨時政府を支持しているが、「建築美
術週報」は、10 月革命と同時に終刊を迎えたのだっ
た。
　「建築とは、歴史や民族文化を映す鏡である」（ム
ラギルディン）といわれるが、本誌それ自体が帝政
末期から社会主義革命に到る激動のロシアを映す資
料として文化学的にも興味深い視点を提供している。
　レニングラード包囲戦後の復興に本誌が果たした
役割は少なくなかっただろう。ペテルブルクとペテ
ルブルグっ子の結びつきの強さを垣間見る思いがす
る 5）。

注
小論執筆にあたり、T. Λaппa 氏より注 3）の資料提供を受

けた。記して謝意を表す。

1） 1914 年 8 月 31 日、ニコライ 2 世はドイツと敵対した

ため、ロシア風にペトログラードと改名したが、ここ

ではペテルブルクを用いる。

2） ムラギルディン『ロシア建築案内』TOTO出版、2002

年。

3） Петрова Л.И. Городской музей и власть. 1880‒е ‒ 

1930‒е годы. СПб. 2015.

4） 主に以下の文献を参照した。 Города России: энциклопедия. 
Гл. ред. Г.М. Лаппо. М., 1994. Shvidkovsky D. St. 

Petersburg. Abbeville Press Publishers, 1996.

5） 筆者の関心は、文学都市テクストに描かれた都市と人

間の関係にある（『散策探訪コロムナ　ペテルブルク文

学の源流』未知谷）。今回貴重な一次資料を収蔵してい

ただいたことに謝意を表するとともに、本資料が広く

利用されることを願う。

（小論はJSPS科研費JP17K02631の助成を受けたものである。）

 （こんどう　まさお　外国語学部教授）
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2016年度基本図書購入リスト

1　19世紀後期国際法学・国際私法学重要雑誌コレ
クション

（1）  JOURNAL DU DROIT INTERNATIONAL
（JOURNAL CULNET）. vol. 1‒41

（2）  REVUE DE DROIT INTERNATIONAL ET 
DE LÉGISLATION COMPARÉE.

　　　Series 1 vol. 1‒17
　　　Series 2 vol. 1‒15

［グローバルな自由貿易体制の発展と国際平和への関

心の高まりを背景として、国際法学・国際私法学が飛

躍的に発展した19世紀後期の専門雑誌のコレクション

である。関西大学図書館では、（1）のvol. 55－84（一

部欠号あり）および（2）のSeries 1 vol. 18－22, 24の

み所蔵していたが、今回の購入により、（1）はその大

部分を、（2）はその全てを所蔵することとなった。］

2　時事新報　大正期復刻版
［1882（明治15）年福澤諭吉によって創刊され、明治中

期から大正前期に日本の新聞界を牽引した日刊新聞

『時事新報』の復刻版である。関西大学図書館では、今

回の購入により明治期から大正期まで所蔵することと

なった。］

3　Index Islamicus　vol. 8 －30
［1906年以降に発表されたイスラム文化や歴史、宗教、

政治、言語、芸術に関する雑誌記事、書籍、研究論文、

書評のインデックス・抄録情報が収録されている。関

西大学図書館では、今回の購入により vol. 1－30まで

所蔵することとなった。］

4　通産政策史資料　オンライン版　第 2 回配本
「関係編纂資料」、第 3 回配本「一次史料」「関
係編纂史料」、第 4 回配本「一次史料」

［戦前・戦後における産業政策全般の多様な実相を記録

した一次史料と、関係機関による編纂資料を集成した

もの。関西大学図書館では、今回の購入により第1～3

回配本の「一次史料」「関係編纂史料」、第4回配本の

「一次史料」を所蔵することになった。］　

5　Asian Laws　－South East Asia
［1850年～1945年に刊行されたアジア法に関する書籍、

判例集、学位論文など精選して収録した資料である。

関西大学図書館では、すでにインドシナおよびタイの

資料を所蔵しており、今回の購入によって、現・ミャ

ンマー、ヴェトナム、一般 の資料も所蔵することとな

った。］
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自己点検・評価関係資料

1 　基礎データ（2016 年度）

⑴　入館者に関する統計
ａ　過去 5 年間の館別・月別開館日数

月
館 年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

総合図書館

2012 年度 30
（6）

31
（7）

29
（4）

31
（6）

19
（0）

25
（2）

31
（5）

26
（4）

25
（5）

25
（4）

16
（0）

20
（0）

308
（43）

2013 年度 30
（5）

31
（7）

30
（5）

31
（5）

19
（0）

25
（3）

31
（5）

26
（4）

25
（5）

26
（4）

16
（0）

20
（0）

310
（43）

2014 年度 30
（5）

31
（7）

30
（5）

31
（5）

17
（0）

27
（3）

30
（4）

26
（5）

26
（4）

26
（4）

17
（0）

19
（0）

310
（42）

2015 年度 30
（4）

31
（8）

30
（4）

31
（5）

17
（0）

27
（3）

31
（4）

26
（4）

25
（5）

24
（5）

23
（0）

23
（0）

318
（42）

2016 年度 30
（4）

31
（8）

29
（3）

31
（5）

16
（0）

25
（2）

31
（5）

26
（5）

24
（4）

24
（5）

16
（0）

21
（0）

304
（41）

高槻
キャンパス

図書館

2012 年度 24 24 25 25 17 20 26 22 20 21 16 20 260
2013 年度 25 24 25 26 15 21 26 22 20 22 16 20 262
2014 年度 25 24 25 26 13 21 26 21 22 22 17 19 261
2015 年度 25 23 26 27 13 20 27 22 21 20 23 23 270
2016 年度 26 23 26 26 16 20 26 22 20 20 22 22 269

ミューズ
大学図書館

2012 年度 24 24 25 25 17 20 26 22 20 21 16 20 260
2013 年度 25 24 25 26 15 21 26 22 20 22 16 20 262
2014 年度 25 24 25 26 13 21 26 21 22 22 17 19 261
2015 年度 25 23 26 27 13 20 27 22 21 20 23 23 270
2016 年度 26 23 26 26 10 16 26 22 20 20 22 22 259

⑴　入館者に関する統計
　a 過去 5 年間の館別・月別開館日数
　b 館別・所属別入館者数および 1 人当り平均入館回数
　c 館別・月別・資格別入館者数および 1 日当り平均入館回数
　d 時期別・時間帯別総入館者数および 1 日当り平均入館者数（総合図書館）
　e 過去5年間の地域市民の図書館利用申請者数（総合図書館・ミューズ大学図書館・堺キャンパス図書館）
⑵　図書資料の利用に関する統計
　a 館別・月別図書利用者数および利用冊数
　b 月別入庫検索者数（総合図書館）
　c グループ閲覧室、ラーニング・コモンズ利用状況（総合図書館）
　d 文献複写サービス
　e 図書館間相互利用件数
　f 参考業務（総合図書館）
　g 利用指導
　h 学内で閲覧利用できるオンラインジャーナル
　i 過去 5 年間の文献・情報データベース検索回数
　j キャンパス間相互利用件数（予約取寄せ）
　k 利用者用パソコン設置台数
⑶　蔵書に関する統計
　①　収書状況
　　a 図書資料の所蔵数（2016 年度末現在）
　　b 過去 5 年間の図書の受入数
　　c 図書資料異動状況
　　d 雑誌・新聞受入種類数
　②　分類別所蔵図書冊数（日本十進分類法による）
　③　分類別所蔵雑誌種類数（日本十進分類法による）
　④　図書費執行額 5 年間の推移
⑷　その他関連統計等
　①　過去 5 年間の図書館職員
　②　学生の閲覧座席数（2017 年 4 月 1 日現在）
　③　10 年間の展示会テーマと会期
　④　資料の出陳・放映（学外からの依頼分）

⑴
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⑵

堺キャンパス
図書館

2012 年度 24 24 25 25 17 20 26 22 20 21 16 20 260
2013 年度 25 24 25 26 15 21 26 22 20 22 16 20 262
2014 年度 25 24 25 26 13 21 26 21 22 22 17 19 261
2015 年度 25 23 26 27 13 20 27 22 21 20 23 23 270
2016 年度 26 23 26 26 16 20 26 22 20 20 22 22 269

注 1　 総合図書館の下段（　）は内数で、授業期間中の日曜・祝日開館日数を示す。高槻・ミューズ・堺の各図書館は日曜 ･ 祝日は休
館。

注 2　夏季一斉休業期間中の休館　8月 11日～ 8月 20日
注 3　学園祭による臨時休館　11月 1日～ 4日
注 4　冬季一斉休業期間中の休館　12月 26日～ 1月 6日
注 5　入学試験等による休館　1月 31日～ 2月 8日、3月 2日～ 3月 4日
注 6　年度末休館　3月 29日～ 3月 31日

ｂ　館別・所属別入館者数および 1 人当り平均入館回数
館所属 総合図書館 高槻キャンパス図書館ミューズ大学図書館堺キャンパス図書館

学　

部　

学　

生

法 学 部 入 館 者 数 105,365 14 363 102 
平均入館回数 33.4 0.0 0.1 0.0 

文 学 部 入 館 者 数 102,719 7 167 79 
平均入館回数 30.8 0.0 0.1 0.0 

経 済 学 部 入 館 者 数 94,391 7 118 77 
平均入館回数 29.9 0.0 0.0 0.0 

商 学 部 入 館 者 数 74,654 0 66 50 
平均入館回数 24.0 0.0 0.0 0.0 

社 会 学 部 入 館 者 数 75,499 2 225 168 
平均入館回数 22.0 0.0 0.1 0.0 

政 策 創 造 学 部 入 館 者 数 43,708 1 89 18 
平均入館回数 27.3 0.0 0.1 0.0 

外 国 語 学 部 入 館 者 数 15,042 0 19 1 
平均入館回数 21.2 0.0 0.0 0.0 

人 間 健 康 学 部 入 館 者 数 2,504 22 8 26,393 
平均入館回数 1.8 0.0 0.0 18.1 

総 合 情 報 学 部 入 館 者 数 1,340 27,226 1,174 30 
平均入館回数 0.6 12.2 0.5 0.0 

社 会 安 全 学 部 入 館 者 数 1,369 0 16,476 7 
平均入館回数 1.1 0.0 14.1 0.0 

システム理工学部 入 館 者 数 62,316 2 27 7 
平均入館回数 27.8 0.0 0.0 0.0 

環境都市工学部 入 館 者 数 35,845 3 25 6 
平均入館回数 24.2 0.0 0.0 0.0 

化学生命工学部 入 館 者 数 44,362 0 83 34 
平均入館回数 29.5 0.0 0.1 0.0 

学 部 合 計 入 館 者 数 659,114 27,284 18,840 26,972 
平均入館回数 22.9 1.0 0.7 0.9 

大学院学生 入 館 者 数 35,473 892 1,253 329 
平均入館回数 19.9 0.5 0.7 0.2 

専
任
教
職
員

大 学 教 員 入 館 者 数 6,007 328 610 198 
平均入館回数 8.0 0.4 0.8 0.3 

高 中 幼 教 諭 入 館 者 数 43 0 30 0 
平均入館回数 0.2 0.0 0.1 0.0 

事 務 職 員 入 館 者 数 1,414 17 36 49 
平均入館回数 2.8 0.0 0.1 0.1 

上記を除く教職員 入 館 者 数 9,456 320 304 127 
校　　　友 入 館 者 数 14,729 32 1,299 544 
そ　の　他 入 館 者 数 21,024 326 4,747 352 
合　　　計 入 館 者 数 747,260 29,199 27,119 28,571 

注 1　平均入館回数は、入館者数を利用対象者数（2015年 5月 1日現在）で除した1人当たりの数値である。
注 2　「その他」は地域市民、科目等履修生、聴講生、留学生別科、協定大学の専任教員・大学院学生、他機関からの利用者。
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⑶

ｃ　館別・月別・資格別入館者数および 1 日当り平均入館回数

館・ 総　　合　　図　　書　　館
資格

月 学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 71,756 4,725 2,169 1,151 1,985 81,786 3,085.0 394.0
5 74,047 3,958 1,861 1,539 2,050 83,455 3,476.9 435.8
6 76,595 4,107 1,824 1,505 2,269 86,300 3,274.8 384.7
7 117,560 3,825 1,656 1,599 2,102 126,742 4,503.5 1,029.4
8 8,653 1,366 701 842 891 12,453 778.3 －
9 24,027 2,344 1,236 1,178 1,586 30,371 1,285.6 401.5
10 64,268 3,886 1,810 1,780 2,677 74,421 2,687.8 370.0
11 62,007 3,202 1,568 1,255 2,209 70,241 3,118.6 326.4
12 52,300 2,932 1,400 1,209 1,753 59,594 2,892.5 436.0
1 88,050 2,976 1,203 1,139 1,736 95,104 4,748.7 975.8
2 10,003 1,022 666 657 777 13,125 820.3 －
3 9,848 1,130 826 875 989 13,668 683.4 －

合　計 659,114 35,473 16,920 14,729 21,024 747,260 2,735.8 543.2

館・ 高　槻　キ　ャ　ン　パ　ス　図　書　館
資格

月 学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 3,872 83 96 5 21 4,077 156.8 －
5 3,331 89 57 4 41 3,522 153.1 －
6 3,472 92 78 9 51 3,702 142.4 －
7 5,163 101 83 0 54 5,401 200.0 －
8 44 40 25 3 4 116 8.9 －
9 1,097 79 32 0 11 1,219 61.0 －
10 2,683 122 77 4 37 2,923 112.4 －
11 2,433 99 85 0 41 2,658 120.8 －
12 1,754 64 57 0 26 1,901 95.1 －
1 3,331 73 45 2 23 3,474 173.7 －
2 61 28 10 5 4 108 4.9 －
3 43 22 20 0 13 98 4.5 －

合　計 27,284 892 665 32 326 29,199 108.5 －

館・ ミ　ュ　ー　ズ　大　学　図　書　館
資格

月 学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 2,233 147 93 176 615 3,264 125.5 －
5 2,286 122 133 134 536 3,211 139.6 －
6 2,247 135 83 140 486 3,091 118.9 －
7 3,543 161 85 115 490 4,394 162.7 －
8 135 40 35 33 164 407 40.7 －
9 719 70 81 47 361 1,278 63.9 －
10 1,439 107 100 87 372 2,105 81.0 －
11 1,587 122 86 133 347 2,275 103.4 －
12 1,347 91 82 72 376 1,968 98.4 －
1 2,575 136 81 102 315 3,209 160.5 －
2 396 55 63 120 357 991 45.0 －
3 333 67 58 140 328 926 42.1 －

合　計 18,840 1,253 980 1,299 4,747 27,119 109.2 －
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⑷

館・ 堺　キ　ャ　ン　パ　ス　図　書　館
資格

月 学部学生 大学院学生 教職員 校　友 その他 合　計 日 平 均
月～土曜日

日 平 均
日曜・祝日

4 2,468 38 45 25 66 2,642 101.6 －
5 2,476 41 38 34 42 2,631 114.4 －
6 2,743 29 43 31 30 2,876 110.6 －
7 4,748 37 54 30 32 4,901 181.5 －
8 148 5 13 24 15 205 15.8 －
9 914 14 28 47 19 1,022 51.1 －
10 2,766 28 41 76 41 2,952 113.5 －
11 2,899 34 27 71 28 3,059 139.0 －
12 2,527 42 29 46 14 2,658 132.9 －
1 4,656 41 27 57 32 4,813 240.7 －
2 344 10 15 58 20 447 20.3 －
3 283 10 14 45 13 365 16.6 －

合　計 26,972 329 374 544 352 28,571 106.2 －
注 1　「その他」は地域市民、科目等履修生、聴講生、留学生別科、協定大学の専任教員・大学院学生、他機関からの利用者。

d　時期別・時間帯別総入館者数および 1 日当り平均入館者数（総合図書館）
区　分 時間帯 9～10 10～11 11～12 12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18～19 19～20 20～21 21～22 合　計

春　
　

学　
　

期

授業期間
総入館者 14,300 32,189 19,964 48,179 29,438 48,836 19,740 35,473 18,805 12,906 7,414 3,871 1,454 292,569
1 日平均 170.2 383.2 237.7 573.6 350.5 581.4 235.0 422.3 223.9 153.6 88.3 46.1 17.3 3,483.0 

試験期間
総入館者 4,481 6,535 6,312 9,703 7,944 10,472 6,166 6,615 4,650 3,388 2,603 1,404 377 70,650
1 日平均 320.1 466.8 450.9 693.1 567.4 748.0 440.4 472.5 332.1 242.0 185.9 100.3 26.9 5,046.4 

休暇期間
総入館者 3,485 2,170 3,022 3,606 3,207 2,911 3,041 1,941 1,009 410 24,802
1 日平均 96.8 60.3 83.9 100.2 89.1 80.9 84.5 53.9 28.0 11.4 1,771.6 

小　　計
総入館者 18,781 42,209 28,446 60,904 40,988 62,515 28,817 45,129 25,396 17,303 10,427 5,275 1,831 388,021
1 日平均 140.2 315.0 212.3 454.5 305.9 466.5 215.1 336.8 189.5 129.1 77.8 39.4 13.7 2,895.7 

秋　
　

学　
　

期

授業期間
総入館者 12,378 25,218 17,111 40,823 26,867 38,135 17,696 30,954 16,339 10,516 6,056 3,170 1,303 246,566
1 日平均 145.6 296.7 201.3 480.3 316.1 448.6 208.2 364.2 192.2 123.7 71.2 37.3 15.3 2,900.8 

試験期間
総入館者 3,621 5,537 5,556 8,696 7,144 9,373 5,825 6,594 4,724 3,365 2,595 1,511 332 64,873
1 日平均 278.5 425.9 427.4 668.9 549.5 721.0 448.1 507.2 363.4 258.8 199.6 116.2 25.5 4,990.2 

休暇期間
総入館者 2,706 2,185 3,157 3,746 3,694 3,548 3,662 2,469 1,186 440 26,793
1 日平均 60.1 48.6 70.2 83.2 82.1 78.8 81.4 54.9 26.4 9.8 595.4 

小　　計
総入館者 15,999 33,461 24,852 52,676 37,757 51,202 27,069 41,210 23,532 15,067 9,091 4,681 1,635 338,232
1 日平均 111.9 234.0 173.8 368.4 264.0 358.1 189.3 288.2 164.6 105.4 63.6 32.7 11.4 2,365.3 

日祝開館
総入館者 2,785 2,211 2,883 3,743 3,429 2,862 2,067 1,027 21,007
1 日平均 75.3 59.8 77.9 101.2 92.7 77.4 55.9 27.8 567.8 

年度合計
総入館者 34,780 78,455 55,509 116,463 82,488 117,146 58,748 88,406 49,955 32,370 19,518 9,956 3,466 747,260
1 日平均 110.8 249.9 176.8 370.9 262.7 373.1 187.1 281.5 159.1 103.1 62.2 31.7 11.0 2,379.8 

注 1　春学期　授業期間：4月 5日～ 7月 21日　 試験期間：7月 15日～ 7月 30日　休暇期間：4月 1日～ 4月 4日、8月 1日～ 9月 20日
　　  秋学期　授業期間： 9月 21日～ 12月 24日、1月 7日～ 1月 21日　試験期間：1月 16日～ 1月 31日　休暇期間：12月 25日～ 1月

6日、2月 1日～ 3月 31日
注 2  授業期間とは、学年暦による授業期間を示す。
注 3  試験期間とは、図書資料の貸出期間を 3日間に短縮した日から試験終了日（予備日含む）までを示す。
注 4  各期間の入館者数には、日祝開館に係る数値を含まない。
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e　過去 5 年間の地域市民の図書館利用申請者数（総合図書館・ミューズ大学図書館・堺キャンパス図書館）

総合図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2012 年度 66 89 155 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2013 年度 52 101 153 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2014 年度 54 99 153 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2015 年度 50 101 151 吹田市・池田市・八尾市の在住者
2016 年度 45 101 146 吹田市・池田市・八尾市の在住者

注 1　2016年度の登録者 (146名 ) の内訳は、吹田市 141名、池田市 5名、八尾市 0名。

ミューズ大学図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2012 年度 68 28 96 高槻市在住者
2013 年度 37 57 94 高槻市在住者
2014 年度 27 64 91 高槻市在住者
2015 年度 18 62 80 高槻市在住者
2016 年度 31 56 87 高槻市在住者

堺キャンパス図書館 新　規 再登録 合　計 対　象
2012 年度 10 0 10 堺市在住者
2013 年度 11 4 15 堺市在住者
2014 年度 6 7 13 堺市在住者
2015 年度 10 10 20 堺市在住者
2016 年度 4 5 9 堺市在住者

注 1　2012 年度から堺市民利用を開始した。

⑸
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⑵　図書資料の利用に関する統計
ａ　館別・月別図書利用者数および利用冊数

月
利用者区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合　計

総　
　
　

合　
　
　

図　
　
　

書　
　
　

館

館　

内　

閲　

覧

学部学生 354 478 467 401 76 285 628 591 555 446 48 40 4,369
500 707 696 582 102 444 917 872 851 677 74 76 6,498

大学院学生 79 90 116 85 66 60 122 105 75 74 37 30 939
153 123 177 133 108 104 196 154 115 124 56 44 1,487

教 職 員 42 68 57 48 29 48 62 38 52 49 17 18 528
70 115 109 78 53 77 96 61 69 66 23 26 843

そ の 他 197 283 182 258 139 132 328 250 180 301 139 225 2,614
390 541 320 608 275 271 612 559 358 650 292 487 5,363

計 672 919 822 792 310 525 1,140 984 862 870 241 313 8,450
1,113 1,486 1,302 1,401 538 896 1,821 1,646 1,393 1,517 445 633 14,191

館　

外　

貸　

出

学部学生 9,090 11,518 13,990 16,362 2,246 5,816 12,702 12,320 11,366 12,046 1,455 1,022 109,933
15,361 18,779 22,060 25,073 4,424 9,952 21,441 21,629 20,831 21,974 2,692 1,928 186,144

大学院学生 3,122 2,711 2,813 2,622 1,132 1,766 2,971 2,686 2,526 2,592 756 818 26,515
4,475 3,922 4,203 4,133 1,940 2,931 4,379 3,862 3,642 3,807 1,368 1,282 39,944

教 職 員 1,554 1,442 1,347 1,278 663 1,155 1,345 1,253 1,079 1,060 599 684 13,459
2,546 2,317 1,991 1,979 1,193 1,893 2,188 2,124 1,699 1,741 940 1,168 21,779

そ の 他 1,890 2,069 1,811 1,828 915 1,264 2,207 2,074 1,625 1,834 820 909 19,246
2,585 2,773 2,813 3,410 1,688 2,029 2,971 2,778 2,446 2,445 1,401 1,682 29,021

計 15,656 17,740 19,961 22,090 4,956 10,001 19,225 18,333 16,596 17,532 3,630 3,433 169,153
24,967 27,791 31,067 34,595 9,245 16,805 30,979 30,393 28,618 29,967 6,401 6,060 276,888

合　　計 16,328 18,659 20,783 22,882 5,266 10,526 20,365 19,317 17,458 18,402 3,871 3,746 177,603
26,080 29,277 32,369 35,996 9,783 17,701 32,800 32,039 30,011 31,484 6,846 6,693 291,079

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 541 484 545 495 23 143 436 330 274 283 21 17 3,592
891 654 735 756 65 238 663 349 421 511 50 44 5,377

大学院学生 38 46 58 68 19 38 56 56 43 32 21 6 481
69 75 94 103 36 79 117 93 73 75 48 10 872

教 職 員 50 28 36 44 13 13 38 41 19 21 9 10 322
122 62 89 72 18 34 87 103 42 54 14 14 711

そ の 他 24 29 52 37 20 25 34 106 42 26 12 12 419
34 48 73 47 29 29 92 379 69 35 18 12 865

計 653 587 691 644 75 219 564 533 378 362 63 45 4,814
1,116 839 991 978 148 380 959 924 605 675 130 80 7,825

ミ
ュ
ー
ズ
大
学
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 301 312 455 502 46 135 312 331 297 494 83 31 3,299
471 488 724 863 91 256 501 516 498 878 163 67 5,516

大学院学生 53 44 56 87 16 40 68 55 52 75 22 35 603
87 56 115 151 35 72 106 87 86 138 52 73 1,058

教 職 員 20 41 26 25 10 32 28 36 29 29 31 28 335
35 69 38 36 13 62 44 54 50 45 57 41 544

そ の 他 122 134 139 96 42 71 103 98 109 86 93 114 1,207
201 186 198 152 78 120 170 153 153 129 145 175 1,860

計 496 531 676 710 114 278 511 520 487 684 229 208 5,444
794 799 1,075 1,202 217 510 821 810 787 1,190 417 356 8,978

堺
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

館
内
閲
覧
・
館
外
貸
出

学部学生 217 249 293 483 34 123 397 373 428 655 58 14 3,324
295 369 424 754 92 223 613 595 709 961 122 24 5,181

大学院学生 17 17 16 19 6 7 21 32 26 28 7 6 202
38 21 23 31 12 24 48 54 45 39 11 14 360

教 職 員 31 16 40 45 10 18 30 27 20 17 15 14 283
62 32 77 108 22 29 68 39 35 30 35 36 573

そ の 他 50 58 70 53 39 46 105 80 59 46 36 40 682
72 75 87 81 57 71 163 133 74 75 52 58 998

計 315 340 419 600 89 194 553 512 533 746 116 74 4,491
467 497 611 974 183 347 892 821 863 1,105 220 132 7,112

注 1　館内閲覧・館外貸出ともに上段は利用者数、下段は利用冊数を示す。
注 2　総合図書館の館内閲覧は、書庫図書の出納・取り寄せによる館内閲覧手続を行なったものを示す。

⑹
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ｂ　月別入庫検索者数（総合図書館）
月

利用区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合　計

総
合
図
書
館

入
庫
検
索

学部学生 591 736 879 781 219 514 1,122 1,089 1,124 682 93 63 7,893
大学院学生 771 730 844 755 350 553 837 763 677 671 258 249 7,458
教 職 員 758 647 642 642 347 539 593 518 474 466 292 322 6,240
そ の 他 54 76 64 69 35 64 69 48 57 48 32 55 671

計 2,174 2,189 2,429 2,247 951 1,670 2,621 2,418 2,332 1,867 675 689 22,262
注 1　入庫検索とは、図書館利用規程第 13 条による書庫図書の利用をいう。
注 2　「その他」とは、特別の事由により入庫を許可された研究員等を示す。

ｃ-1　グループ閲覧室利用状況（総合図書館）
月別

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均
（日・祝日を除く）

利用コマ数 47 44 49 34 9 23 36 38 29 21 23 9 362 30.1
利用者数 824 767 715 365 86 290 588 496 406 282 215 87 5,121 426.7

注 1　授業時間 90 分をコマ単位としている。

ｃ-2　ラーニング・コモンズ利用状況（総合図書館）
ワーキング・エリア利用状況

月別
区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用件数 390 571 692 781 191 217 660 799 540 499 33 44 5,417
利用者数 1,750 2,452 3,248 3,181 1,038 998 3,057 3,978 2,192 1,876 161 102 24,033

一日あたり
の利用者数 70.0 106.6 124.9 122.3 64.9 49.9 117.6 159.1 109.6 98.7 11.5 6.0 93.5

ワークショップ・エリア利用状況
月別

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用件数 38 39 22 5 1 0 27 13 12 5 0 0 162
利用者数 918 600 563 233 8 0 443 482 572 290 0 0 4,109

注 1　ラーニング・コモンズは 2015 年 4 月開設。

ｄ　文献複写サービス
区　分

種別・月別 総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館 小　計

電
子
式
複
写

枚　
　
　

数

モノクロ 1,017,810 4,736 6,235 2,188 1,030,969
カラー 22,523 1,075 193 29 23,820

マイクロ 4,094 0 0 0 4,094
合　計 1,044,427 5,811 6,428 2,217 1,058,883

注 1　「モノクロ」はモノクロ複写とモノクロプリントアウトの合計枚数
注 2　「カラー」はカラー複写とカラープリントアウトの合計枚数

ｅ　図書館間相互利用件数
種別

月別

国　　　　　　内 国　　　　　　外
提　　供 依　　頼 提　　供 依　　頼

閲覧 貸出 複写 合計 閲覧 借用 複写 合計 閲覧 貸出 複写 合計 閲覧 借用 複写 合計
4 月 30 56 221 307 5 46 102 153 0 0 3 3 0 0 6 6
5 月 30 60 247 337 7 41 168 216 0 0 2 2 0 0 4 4
6 月 42 59 273 374 13 53 151 217 0 0 2 2 0 0 0 0
7 月 46 61 218 325 7 55 146 208 0 0 3 3 0 0 8 8
8 月 27 61 213 301 4 16 117 137 0 0 1 1 7 0 1 8
9 月 19 45 247 311 5 46 105 156 0 3 0 3 0 0 2 2
10 月 45 73 303 421 14 26 200 240 0 1 0 1 1 0 9 10
11 月 41 84 215 340 4 72 22 98 0 0 0 0 2 2 8 12
12 月 28 62 265 355 9 66 158 233 0 0 0 0 0 0 5 5
1 月 35 48 178 261 5 25 188 218 0 0 0 0 0 0 5 5
2 月 50 46 138 234 2 21 57 80 0 0 0 0 0 0 4 4
3 月 28 62 180 270 5 33 76 114 0 0 0 0 0 0 5 1

合　計 421 717 2,698 3,836 80 500 1,490 2,070 0 4 11 15 10 2 57 65
注 1　提供の貸出と複写、依頼の借用と複写の件数にはキャンセル件数を含む。

⑺
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ｆ　参考業務（総合図書館） （件数）

区　　分 学　内　利　用　者 学　外　利　用　者 合　計教職員 大学院学生 学部学生 その他 校　友 諸機関 その他
調　

　

査

所　　　蔵 17 27 20 2 2 0 0 68
事　　　項 12 8 9 0 2 0 0 31
そ　の　他 0 0 0 0 0 0 0 0

計 29 35 29 2 4 0 0 99
注 1　総合図書館における申込書の提出により処理した件数。
注 2　学内利用者中の「その他」には、学内他部署からの業務上の問い合わせのほか、科目等履修生、聴講生、留学生別科を含む。

ｇ　利用指導
区　　分

種　　　　別
総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館

件数 クラス 人数 件数 クラス 人数 件数 クラス 人数 件数 クラス 人数
① 入門ガイダンス「蔵書検索を学ぼう」 107 107 2,332 13 13 253 10 10 296 19 18 329

② 活用ガイダンス「文献のさがし方
を学ぼう」 137 137 1,814 10 10 135 18 18 368 5 5 56

③ 上位年次生のための入庫ガイダンス 386 177 2,262 0 0 0 2 0 2 0 0 0
注 1　件数は実施回数、クラス数は参加したクラス数、人数は参加者延べ数である。
注 2  ①②はクラス・ゼミ・研究室対象。
注 3　③は各図書館で実施した総合図書館地下書庫ガイダンスで、クラス単位と個人単位の総数。

ｈ　学内で閲覧利用できるオンラインジャーナル

種　　　類 タイトル数
（端数が不明のものは概数） 種　　　類 タイトル数

（端数が不明のものは概数）
ACS（American Chemical Society） 51 Oxford Journals 284
APS（American Physical Society） 9 RSC（Royal Society of Chemistry） 44
beck-online 199 Sage Premier 798
Cambridge Journals Online 384 OECD iLibrary 1,222 
CiNii 7,225 SpringerLINK 1,615
Elsevier ScienceDirect 2,285 Taylor & Francis 1,982 
Emerald Fulltext 120 Wiley Online Library 1,674
IEL（IEEE/IET Electronic Library） 491 日経 BP 記事検索サービス 41
JSTOR 179 その他 2,603

合　　　計 21,206
注 1　計数処理の都合により作業時点（2017 年 4 月）の数字となっている。

ｉ　過去 5 年間の文献・情報データベース検索回数
種　　　　　　別 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 備　考

1 AFP World Academic Archive ＊ ― ― 23（4‒12 月） 11 86 2014 年 4 月～
2 beck-online：プレミアム版（ドイツ法情報データベース）計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない
3 Bibliography of British and Irish History ＊ 12 5 9 26 14 2011 年 5 月～
4 Business Archives Online ― 100 183 248 147 2013 年 4 月～
5 Business Source Complete（ビジネス関連データベース）3,640（2‒12月） 4,989 7,200 8,466 7,568 2012 年 2 月～
6 CiNii（NII 論文情報ナビゲータ） 257,603 264,408 785,831 666,680 598,592 2005 年 4 月～
7 DBpia ― ― 805（4‒12月） 2,077 1,333 2014 年 4 月～
8 eBook Collection （EBSCOhost） 2,626 6,878 13,614 14,064 7,642 2011 年 7 月～
9 EconLit with Full Text 1,471（2‒12月） 3,138 5,091 6,777 1,495 2012 年 2 月～
10 The Economist Historical Archive 1843-2012 149（7‒12月） 95 60 127 88 2012 年 7 月～
11 Eighteenth Century Collections Online ― 1,229 760 326 79 2013 年 4 月～
12 英国王立国際問題研究所（チャタム・ハウス）オンライン・アーカイブ ― ― 134（4‒12 月） 48 24 2014 年 4 月～
13 Entertainment Industry Magazine Archive ― 496 ― ― ― 2013 年 4 月～
14 eol（有価証券報告書を含む企業情報データベース） 48,207 93,609 139,749 79,064 38,149 2006 年 4 月～
15 Factiva.com ― 1,481 1,974 2,592 3,053 2013 年 4 月～
16 Financial Times Historical Archive 1888-2009 149（4‒12 月） 51 54 25（1 ～ 3 月） ― 2012 年 4 月～

2015 年 3 月
17 Frantext 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 計数されていない 2007 年 10 月～
18 Global Trade Atlas ＊ ― ― 102（4‒12 月） 60 34 2014 年 4 月～
19 ゴールドスミス・クレス両文庫所蔵社会科学系学術図書データベース（MOMW I）&MOMW Ⅱ★ ― 6 91 3 9 2013 年 4 月～
20 新・判例解説 Watch ＊ 233 208 161 209 230 2011 年 7 月～
21 HeinOnline 計数されていない 492 758 567 740 2012 年～
22 法律文献総合 Index ＊ 478 295 231 260 344 2011 年 7 月～
23 法律判例文献情報 （法関連文献索引）＊ 1,283 2,549 2,953 2,699 2,721 2006 年 4 月～
24 18th Century House of Commons, Parliamentary Papers ★ ― 0 0（4‒12月） 0 0 2013 年 4 月～
25 19th & 20th Century House of Commons, Parliamentary Papers ★ 73 0 12（4‒12 月） 6 2 2009 年～
26 医中誌 Web ― ― 2,206（4‒12月） 5,609 3,566 2014 年 4 月～
27 ICPSR ★ 31 129 17 337 108 2005 年 4 月～

⑻
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28 The Illustrated London News Historical Archive 1842-2003 ― 41 75 89 93 2013 年 4 月～
29 Integrum ★ ― 666 96 284 194 2013 年 4 月～
30 International Index to Music Periodicals ― 470 ― ― ― 2013 年 4 月～
31 International Medieval Bibliography Online ＊ 22 10 4 20 14 2011 年 5 月～
32 ジャパンナレッジLib （百科事典データベース） 2,197 2,587 3,507 34,114 39,082 2005 年 4 月～
33 The Japan Times Archives ― ― ― 98（4月～） 69 2015 年 4 月～
34 JCIF （国際金融情報センターオンラインサービス） 48 18 8 187 17 2006 年 4 月～
35 JDream Ⅲ （科学技術情報索引） 42,954 15,593 41,426 32,691 20,805
36 Journal Citation Reports 347 3,677 102（1月‒3月） 903 526 2010 年 4 月～
37 JURIS Online ★（独国法律情報データベース） 1,101 1,980 1,548 2,924 2,028 2004 年 10 月～
38 化学書資料館（国内で発行された化学書データベース） 4,595 1,780 2,139 3,626 3,228 2007 年 4 月～
39 官報情報データベース ▲ 2 34 13 19 6 2006 年 4 月～
40 聞蔵Ⅱビジュアル （朝日新聞記事索引）＊ 11,928 15,845 20,752 20,858 40,380 2006 年 10 月～
41 KISS △ 6,694 10,712 6,267 5,666 3,850 2008 年 8 月～
42 公的判例集データベース＊ 515 511 408 371 387 2011 年 7 月～
43 Kuselit Online ― ― 計数されていない 計数されていない 計数されていない 2014 年 4 月～
44 教保文庫スカラー ― ― 395（4‒12 月） 800 328 2014 年 4 月～
45 LearnTechLib ― ― ― 計数されていない 計数されていない 2015 年～
46 LEX/DB インターネット（法律情報データベース）＊ 5,720 5,098 5,683 5,548 5,483 2003 年 4 月～
47 Lexis.com （法情報索引） 2,190 2,532 2,704 4,047 2,198 
48 Magazine Plus （和雑誌記事索引） 15,682 14,566 15,499 14,875 21,913 
49 毎索　（毎日新聞記事索引） 3,331 3,041 26,498 9,187 6,321 2005 年 4 月～
50 MathSciNet （数学文献データベース） 13,779 12,169 9,753 10,363 10,152 2006 年 11 月～
51 MLA International Bibliography ＊ 1,836（4‒12月） 498 ― ― ― 2011 年 4 月～
52 Mpac （マーケティング情報サービス） 9,962 6,360 1,219 1,101 1,081 2007 年 10 月～
53 日本文学 web 図書館＊ ― 598 569 158 236 2013 年 4 月～
54 日経NEEDS-Financial QUEST （社会・地域統計）★ 142 662 7,727 106,807 4,920 2002 年 7 月～
55 日経テレコン（日本経済新聞ビジネス情報データベース）☆ 1,497,617 1,157,022 1,426,705 1,555,369 1,512,327 2003 年 10 月～
56 19th Century U.S. Newspapers ― ― 143（4‒12 月） 340 138 2014 年 4 月～
57 Oxford English Dictionary ― ― 535（4‒12 月） 650 1,089 2014 年 4 月～
58 ProQuest Basic Search（専門分野型データベース） 5,545 8,543 5,542 3,397 2,142 2003 年 11 月～
59 ProQuest Congressional 計数されていない 28 112 91 32 
60 PsycARTICLES（心理学文献データベース） 項目なし 2,024（4‒12月） 3,872 2014 年 4 月～
61 PsycINFO（心理学雑誌記事・文献索引） 4,073 1,695 ― 2,066（4‒12月） 3,835 2006 年 4 月～
62 Regional Business News（地域ビジネス関連データベース）1,521（2‒12 月） 2,504 4,033 5,186 863 2012 年 2 月～
63 The Sankei Archives（産経新聞ニュース検索サービス）＊ ― ‒ 1,373（4‒12 月） 1,991 2,519 2014 年 4 月～
64 SciFinder Academic （化学情報データベース） 47,879 47,869 55,108 63,334 61,294 
65 Super 法令 web ＊ 314 163 127 145 95 2011 年 7 月～
66 The Times Digital Archive 1785-1985 635（7‒12月） 140 129 179 201 2012 年 7 月～
67 Translation Studies Bibliography ＊ 29（4‒12 月） 8 10 18 6 2012 年 4 月～
68 Web of Knowledge（引用・被引用論文索引）＊ 14,979 11,793 ― ― ― ～ 2013 年 12 月
69 Web of Science （引用・被引用論文索引） 45,332 10,007 22,498 31,653 34,908 2001 年 8 月～
70 Web OYA-bunko （大宅壮一文庫雑誌記事索引）＊ 401 527 332 297 225 2005 年 11 月～
71 Westlaw Next（法情報索引） 4,766 3,910 3,793 2,350 3,055 
72 World Bank e-Library ― ― 40（4‒12 月） 25 13 2014 年 4 月～
73 山一証券株式会社第一期・オンライン版 △ ― ― 42（4‒12 月） 32 9 2014 年 4 月～
74 ヨミダス歴史館 （読売新聞記事索引） 13,517 13,193 16,685 10,072 11,456 2005 年 4 月～
注 1　統計算出方法について
　（1） 各統計は、1 月～ 12 月までの検索回数の合計である。統計値については、データベース提供機関が独自の基準で計数した値をそのまま利用してい

るため、それぞれの統計値が必ずしも同じ算出方法であるとは限らない。
　（2） ＊はログイン回数、☆は結果表示件数、★はダウンロード件数、△はページビュー数、▲は利用申込者数を示す。
　（3） 表中の「－」は、当該年度が利用（統計計上）開始前または利用提供終了（提供方法変更）後であること、または別の統計に含まれていることを

示す。
注 2 　各データベースに係る注記
　 4 　Business Archives Online は、2014 年 4 月より有価証券報告書を含む。
　 6 　CiNii は、CiNii Articles のみの利用統計から、2014 年の統計より CiNii 全体の利用統計に計数の方法が変更になった。
　13　以降の統計は 58 に含まれる。
　19　 ゴールドスミス・クレス両文庫所蔵社会科学系学術図書データベース（MOMW Ⅰ）は、2014 年 4 月以降、The Making of the Modern World, 

Part Ⅱ :1851-1914（MOMW Ⅱ）を含む。2015 年よりプラットフォームの変更に伴い検索回数からダウンロード件数へ計数の方法が変更になった。
　21　 HeinOnlineは、World Constitutions Illustrated、U.S.Federal Agency Documents, Decisions, and Appeals、History of International Lawを含む。
　24 25　 18th Century、19 ＆ 20th Century House of Commons Parliamentary Papers （HCPP）は、2014 年 4 月よりプラットフォームの変更に伴い検

索回数からダウンロード件数へ計数の方法が変更になった。
　30　以降の統計は 58 に含まれる。
　32　ジャパンナレッジは、2015 年から計数方式を Counter 形式に改め、ログイン回数から検索回数に計数の方法が変更になった。
　36　 Journal Citation Reports は、2014 年 4 月からのプラットフォーム変更（JCR から Incites へ）に伴い 4 月から 12 月の利用統計が計数されていな

い。なお、2015 年は Visit 数を計数している。
　37　JURIS Online の統計値には、文書取出件数（文書〈全文・要約・抄録等〉の閲覧件数）を計上している。
　49　毎索は、2015 年 4 月に毎日ニュースパックからバージョンアップした。また 2014 年から 2015 年 3 月までの計数方法は、検索ログ件数である。
　51　以降の統計は 58 に含まれる。
　52　Mpac は、2014 年より計数の方法がアクセス総数から検索回数に変更になった。 
　58　 ProQuest Basic Search には、ERIC、LISA、LLBA、Worldwide Political Science Abstracts、Sociological Abstracts、PILOTS、Social　Services 

Abstracts、 Entertainment Industry Magazine Archive、 International Index to Music Periodicals(IIMP)、 MLA International Bibliography、
PsycARTICLES(2015年 3月まで )、2006年 4月からはPsycINFO(2015年 3月まで )が含まれる。また、2012年 10月からはProQuest Dissertations 
& Theses Full Text(2014 年 4 月より ProQuest Dissertations & Theses Global に変更 )、2014 年 4 月からは ProQuest Historical Annual Reports
が含まれる。2014 年 4 月より計数の方法が変更になり、統計値には ProQuest が提供する ProQuest Congressional も含まれるようになった。

　60 61　PsycARTICLES、PsycINFO は提供プラットフォームの変更により 2015 年 4 月より計数できるようになった。
　68　Web of Knowledge は、2014 年 1 月より Web of Science に統合された。
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j　キャンパス間相互利用件数（予約取寄せ）

提供冊数（受付館）

総合図書館 高槻キャンパス
図書館

ミューズ大学
図書館

堺キャンパス
図書館 合　計

受入冊数
（依頼館）

総合図書館 1,492 809 1,715 4,016

高槻キャンパス図書館 1,161 133 134 1,428

ミューズ大学図書館 1,835 225 221 2,281

堺キャンパス図書館 845 173 93 1,111

合　計 3,841 1,890 1,035 2,070

k　利用者用パソコン設置台数

総合図書館 高槻キャンパス図書館 ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館 合　計

137 9 10 16 172

⑶　蔵書に関する統計
①　収書状況
ａ　図書資料の所蔵数（2016 年度末現在）

種　別
区　分

図書の冊数　（冊） 定期刊行物の種類数 視聴覚資料
の 所 蔵 数
（点数）

電子ジャー
ナルの種類
（点数）図書の冊数 開架図書の

冊数（内数） 内国書 外国書

総合図書館 2,143,182 226,129 15,072
(2,328)

8,780
(1,301) 121,502 21,206

高槻キャンパス図書館 53,863 53,863 270
(165)

243
(65) 387 -

ミューズ大学図書館 43,579 43,579 409
(146)

72
(19) 202 -

堺キャンパス図書館 45,445 45,445 174
(149)

44
(23) 82 -

法学部資料室 31,118 31,118 1,003
(391)

50
(15) 86 -

経商資料室 32,096 32,096 915
(474)

229
(34) 0 -

社会学部資料室 41,014 41,014 843
(290)

66
(9) 84 -

視聴覚資料関係
（LL資料室、メディアライブラリー1・2） 14,698 14,698 0 0 14,698 -

法科大学院ロー・ライブラリー 12,649 12,649 131
(77)

1
(0) 0 -

会計専門職大学院図書資料室 1,297 1,297 13
(12) 0 0 -

東西学術研究所 18,506 0 632
(226)

144
(30) 117 -

経済・政治研究所 19,770 0 84
(84)

1
(1) 0 -

法学研究所 16,133 0 10
(93)

18
(4) 438 -

人権問題研究室 26,325 26,325 111
(111)

1
(1) 824 -

計 2,499,675 528,213 19,667
(4,546)

9,649
(1,502) 138,420 21,206

注 1　図書の冊数には、製本した雑誌等逐次刊行物を含む。
注 2　 視聴覚資料は、マイクロフィルム、マイクロフィッシュが大半を占め、カセットテープ、ビデオテープおよび CD-ROM・DVD-ROM

等を含み、図書の冊数の内数である。
注 3　定期刊行物の種類数には電子ジャーナルの種類数は含んでいない。下段（　）は内数で、継続して受け入れている種類数。
注 4　電子ジャーナルの種類数は延べ数で、総合図書館で集中管理をしている。
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ｂ　過去 5 年間の図書の受入数 （単位：冊）
年度

館 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度

総合図書館 36,175 31,706 23,407 17,329 21,730

高槻キャンパス図書館 2,346 1,942 983 1,395 1,501

ミューズ大学図書館 2,944 1,659 916 1,094 1,450

堺キャンパス図書館 7,131 6,540 1,208 1,484 1,896

計 48,596 41,847 26,514 21,302 26,577
注 1　製本した雑誌等逐次刊行物を含む。

ｃ　図書資料異動状況 （単位：点）

種別
区分 和　書 洋　書

マイクロ資料
その他 合　計

フィルム フィッシュ

取
得
内
訳

購　入 15,482 4,142 0 17 0 19,641

受　贈 1,102 110 0 0 0 1,212

その他 3,000 2,620 72 0 32 5,724

合　計 19,584 6,872 72 17 32 26,577

除籍抹消 8,660 1,066 10 0 0 9,736

増減計 10,924 5,806 62 17 32 16,841

期末在高 1,346,735 813,669 95,510 24,149 6,006 2,286,069
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　種別の「その他」は AV 資料、CD‒ROM、DVD‒ROM 等の資料を含む。

ｄ　雑誌・新聞受入種類数

種別
区分

雑誌・新聞

和 洋 合　計

取
得
内
訳

購　入 1,708 1,330 3,038

受　贈 1,020 51 1,071

その他 60 27 87

合　計 2,788 1,408 4,196
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
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分類 内　　訳 和 洋 合　計
000 総　記 14,249 11,535 25,784 
010 図書館 6,505 4,598 11,103 
020 図書 . 書誌学 16,681 14,521 31,202 
030 百科事典 3,532 3,965 7,497 
040 一般論文・講演集 17,534 1,530 19,064 
050 逐次刊行物 . 年鑑 22,607 7,836 30,443 
060 学会 . 団体 . 調査機関 1,297 462 1,759 
070 ジャーナリズム . 新聞 16,588 7,377 23,965 
080 叢書 . 全集 55,610 18,483 74,093 
090 郷土資料 1,244 2,332 3,576 

総記・計 155,847 72,639 228,486 
100 哲　学 4,079 5,279 9,358 
110 哲学各論 2,423 3,796 6,219 
120 東洋思想 17,885 752 18,637 
130 西洋哲学 7,545 19,493 27,038 
140 心理学 12,963 15,584 28,547 
150 倫理学 3,722 1,394 5,116 
160 宗　教 5,615 4,067 9,682 
170 神　道 2,561 50 2,611 
180 仏　教 15,222 1,861 17,083 
190 キリスト教 6,320 8,725 15,045 

哲学 ･計 78,335 61,001 139,336 
200 歴　史 6,327 10,741 17,068 
210 日本史 50,978 1,201 52,179 
220 アジア史 . 東洋史 31,086 5,034 36,120 
230 ヨーロッパ史 . 西洋史 5,092 17,204 22,296 
240 アフリカ史 320 1,554 1,874 
250 北アメリカ史 722 2,742 3,464 
260 南アメリカ史 92 91 183 
270 オセアニア史 90 161 251 
280 伝　記 21,316 7,048 28,364 
290 地理 . 地誌 . 紀行 29,287 6,621 35,908 

歴史 ･計 145,310 52,397 197,707 
300 社会科学 12,880 8,141 21,021 
310 政　治 39,701 48,367 88,068 
320 法　律 60,634 87,060 147,694 
330 経　済 87,227 94,991 182,218 
340 財　政 7,641 6,686 14,327 
350 統　計 9,128 5,726 14,854 
360 社　会 60,532 52,117 112,649 
370 教　育 46,241 13,723 59,964 
380 風俗習慣 . 民俗学 17,029 4,357 21,386 
390 国防 . 軍事 3,708 1,399 5,107 

社会科学 ･計 344,721 322,567 667,288 
400 自然科学 7,449 8,872 16,321 
410 数　学 9,707 15,098 24,805 
420 物理学 5,842 16,304 22,146 
430 化　学 6,323 15,395 21,718 
440 天文学 . 宇宙科学 2,275 1,041 3,316 
450 地球科学 . 地学 . 地質学 7,043 4,481 11,524 
460 生物科学 . 一般生物学 6,204 9,087 15,291 
470 植物学 1,136 228 1,364 
480 動物学 2,165 481 2,646 
490 医学 . 薬学 23,385 10,629 34,014 

自然科学 ･計 71,529 81,616 153,145 
500 技術 . 工学 . 工業 15,550 22,619 38,169 
510 建設工学・土木工学 18,434 12,075 30,509 
520 建築学 15,491 6,392 21,883 
530 機械工学 . 原子力工学 10,217 8,980 19,197 
540 電気工学 . 電子工学 22,879 18,394 41,273 
550 海洋工学 . 船舶工学 . 兵器 1,457 375 1,832 
560 金属工学 . 鉱山工学 5,719 6,589 12,308 
570 化学工業 7,013 7,241 14,254 
580 製造工業 4,498 1,532 6,030 
590 家政学 . 生活科学 1,805 411 2,216 

技術 ･計 103,063 84,608 187,671 

②　分類別所蔵図書冊数（日本十進分類法による）
分類 内　　訳 和 洋 合　計
600 産　業 5,265 391 5,656 
610 農　業 12,305 4,403 16,708 
620 園芸 . 造園 1,214 218 1,432 
630 蚕糸業 227 1 228 
640 畜産業 . 獣医学 936 149 1,085 
650 林　業 1,351 235 1,586 
660 水産業 1,736 275 2,011 
670 商　業 16,898 14,554 31,452 
680 運輸 . 交通 9,133 6,983 16,116 
690 通信事業 3,401 2,410 5,811 

産業 ･計 52,466 29,619 82,085 
700 芸　術 13,686 6,496 20,182 
710 彫　刻 972 299 1,271 
720 絵画 . 書道 17,526 3,891 21,417 
730 版　画 830 364 1,194 
740 写真 . 印刷 2,039 506 2,545 
750 工　芸 4,212 1,362 5,574 
760 音楽 . 舞踏 6,495 1,630 8,125 
770 演劇 . 映画 14,054 3,257 17,311 
780 スポーツ . 体育 9,425 2,955 12,380 
790 諸芸 . 娯楽 1,705 215 1,920 

芸術 ･計 70,944 20,975 91,919 
800 言　語 4,731 14,739 19,470 
810 日本語 10,886 287 11,173 
820 中国語 . 東洋の諸言語 9,146 1,069 10,215 
830 英　語 6,496 8,762 15,258 
840 ドイツ語 1,082 4,411 5,493 
850 フランス語 1,047 3,099 4,146 
860 スペイン語 461 544 1,005 
870 イタリア語 137 401 538 
880 ロシア語 390 1,340 1,730 
890 その他の諸言語 404 934 1,338 

言語 ･計 34,780 35,586 70,366 
900 文　学 12,278 11,003 23,281 
910 日本文学 98,378 1,608 99,986 
920 中国文学 . 東洋文学 28,613 794 29,407 
930 英米文学 8,467 24,749 33,216 
940 ドイツ文学 3,327 13,467 16,794 
950 フランス文学 4,567 12,619 17,186 
960 スペイン文学 1,568 10,788 12,356 
970 イタリア文学 472 563 1,035 
980 ロシア文学 1,877 3,188 5,065 
990 その他の諸文学 500 1,415 1,915 

文学 ･計 160,047 80,194 240,241 
合 計 1,217,042 841,202 2,058,244 
その他 227,825 

図書館蔵書数 2,286,069 
注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　 2014 年度にミューズ大学図書館および堺キャンパス図書館の

資料の移管を受けた。
注 3　「その他」は、個人文庫などの未分類図書を表す。

③　分類別所蔵雑誌種類数（日本十進分類法による）
分類 内　　訳 和 洋 合　計
000 総　　　記 4,752 974 5,726 
100 哲　　　学 485 522 1,007 
200 歴　　　史 839 337 1,176 
300 社 会 科 学 4,002 3,526 7,528 
400 自 然 科 学 741 934 1,675 
500 技　　　術 1,713 1,608 3,321 
600 産　　　業 678 356 1,034 
700 芸　　　術 813 168 981 
800 言　　　語 262 265 527 
900 文　　　学 1,628 448 2,076 

その他 12 1 13 
合計 15,925 9,139 25,064 

注 1　 中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　 2014 年度にミューズ大学図書館および堺キャンパス図書館の

資料の移管を受けた。
注 3　重複するタイトルは、カウントしていない。
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④　図書費執行額 5 年間の推移 （単位：円）
2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度

図　書
和 82,509,765 89,904,697 88,473,660 61,906,256 90,865,375
洋 101,678,792 87,409,825 96,161,156 55,116,434 81,407,431

雑　誌
和 23,842,314 25,009,110 31,078,072 36,374,648 30,454,818
洋 229,285,579 241,258,144 295,852,763 334,227,263 365,449,403

電子媒体 6,907,986 61,616,606 2,891,499 5,259,807 629,996

マイクロ資料
和 25,962,701 4,269,195 3,696,387 1,213,056 629,856
洋 13,500,574 21,555,775 491,326 0 833,902

そ の 他 の 資 料 15,213,413 25,082,713 24,023,571 43,495,542 14,256,315
外部データベース 66,823,480 77,430,343 103,340,427 103,823,214 93,344,220

合　　　計 588,838,632 640,909,387 646,008,861 641,416,220 677,871,316
製　本　費 7,371,672 7,441,140 8,114,010 5,610,075 8,853,744

注 1　中国語・朝鮮語図書は、和書に含める。
注 2　「電子媒体」は CD‒ROM、DVD‒ROM 等を含む。 
注 3　「その他の資料」には、追録、ＡＶ資料を含む。
注 4　 2012 年度の執行額には、「日本経済再生に向けた緊急経済対策」により、2013 年度執行予定であった基本図書費を前倒しで含んでい

る。
注 5　2013 年度以降は、ミューズ大学図書館及び堺キャンパス図書館の図書費執行額を含む。

⑷　その他関連統計等
①　過去 5 年間の図書館職員

2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度
専 任 職 員
〔人　数〕 22（11） 21（11） 21（11） 21（11） 21（11）

定時職員
〔総勤務時間〕 10,680 10,754 13,922 11,680 11,680

備　　　考

収書担当業務に 2 名
の「派遣職員」を採
用。

収書担当業務に 2 名
の「派遣職員」を採
用。

収書担当業務に 2 名
の「派遣職員」を採
用。

収書担当業務に 2
名、サービス担当業
務に 2 名、計 4 名の

「派遣職員」を採用。

収書担当業務に 2
名、サービス担当業
務に 3 名、システム
担当業務に１名、計
6 名の「派遣職員」
を採用。

注 1　専任職員の（　）は内数で、女子の人数を示す。
注 2　定時職員は各人の勤務時間数が異なり、人数での比較が困難なため総予算時間数を記載した。

②　学生の閲覧座席数（2017 年４月１日現在） 

図書館の名称 学生閲覧室
座席数（Ａ）

学生収容定員
（Ｂ）

収容定員に対す
る座席数の割合
A/B*100（％）

その他の学習
室の座席数　

備　考
【学生収容定員内訳】

総 合 図 書 館 2,260 23,547 9.60 ―
（千里山キャンパス）
①　学部　　21,668 名
②　大学院　 1,879 名

高槻キャンパス図書館 235 2,274 10.33 ―
（高槻キャンパス）
①　学部　　2,090 名
②　大学院　  184 名

ミューズ大学図書館 134 1,145 11.70 ―
（高槻ミューズキャンパス）
①　学部　　1,100 名
②　大学院　　 45 名

堺キャンパス図書館 272 1,349 20.16 ―
（堺キャンパス）
①　学部　　1,320 名
②　大学院　　 29 名

計 2,901 28,315 10.25 ― ①　学部　　26,178 名
②　大学院　 2,137 名

⒀
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③　10 年間の展示会テーマと会期
年　　度 展示のテーマと講演会の演題 会　　期

2007 年度
春季特別 「子どもの遊びと絵本」 2007 年 4 月 1 日～ 5 月 20 日

秋季特別 「廣瀨文庫とチョーサーをめぐる本たち」
記念講演会　「廣瀨文庫とチョーサーをめぐる本たち」

2007 年 11 月 12 日～ 12 月 15 日
2007 年 11 月 29 日

2008 年度

春季特別 「百珍って何？―今に引き継ぐ江戸の食文化―」 2008 年 4 月 1 日～ 5 月 18 日
特別企画展「内藤湖南―近代日本の知の巨匠―」 2008 年 6 月 12 日～ 7 月 12 日

秋季特別 「目で見る江戸俳諧の真髄―芭蕉・蕪村、そして俳諧の美―」
記念講演会　「芭蕉と蕪村の「奧の細道」」

2008 年 10 月 27 日～ 12 月 13 日
2008 年 11 月 17 日

2009 年度
春季特別 「長谷川貞信―大阪の浮世絵師―」 2009 年 4 月１日～ 5 月 17 日

秋季特別 「伊勢物語の世界」
記念講演会　「『伊勢物語』の成立と享受―展示品を中心に―」

2009 年 10 月 1 日～ 10 月 31 日
2009 年 10 月 20 日

2010 年度 特別展 「資料に描かれた象―渡来象を中心に―」 2010 年 4 月１日～ 5 月 16 日

2011 年度
特別展 「大坂文人・学者の世界―江戸時代を中心に―」 2011 年 4 月１日～ 5 月 15 日

EUi 企画 日・EUフレンドシップウィーク展示「ヨーロッパのメガネ男子」 2011 年 5 月 20 日㈮～ 6 月 3 日㈮

2012 年度 EUi 企画 日・EUフレンドシップウィーク展示「LOVE LETTER from 
Europe」

2012 年 5 月 28 日㈪～ 6 月 11 日㈪
（6 月 5 日㈫除く）

2013 年度
特別展

「なにわユーモア画譜」展特別企画としての「プレ展覧会　春
爛漫コレクション」 2013 年 4 月 1 日㈪～ 4 月 8 日㈪

大正葵丑蘭亭会百周年（おおさか）記念行事 2013 年 4 月 1 日㈪～ 5 月 19 日㈰
（総合図書館第一会議室及び展示室）

EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示 ｢EU 諸国の言語に翻訳
された日本の小説 ｣ 2013 年 6 月 3 日㈪～ 6 月 14 日㈮

2014 年度

図書館・博物館
連携企画展

関西大学名品万華鏡　―館館選イチオシ！―
（於：関西大学博物館） 2014 年 4 月 1 日㈫～ 5 月 18 日㈰

関西大学図書館
創設100 周年

記念展示
関西大学図書館 100 年のあゆみ展 2014 年 4 月 1 日㈫～ 5 月 18 日㈰

EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「アナザー・ワールド」 2014 年 6 月 30 日㈪～ 7 月 14 日㈪
関西大学創立
130 周年記念

展示
科学と芸術―著名院士学者書法展― 2015 年 3 月 27 日㈮～ 4 月 23 日㈭

2015 年度 EUi 企画 日・EUフレンドシップウィーク展示「EUのMultilingualism」 2015 年 5 月 8 日㈮～ 5 月 24 日㈰

2016 年度 EUi 企画 日・EU フレンドシップウィーク展示「ヨーロッパのカフェと
文学」 2016 年 5 月 12 日㈭～ 5 月 26 日㈭

注 1　展示会のうち場所を示していない場合は、総合図書館展示室において開催した。講演会はすべて総合図書館のホールで行っている。

⒁
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④　資料の出陳・放映（学外からの依頼分）

依頼機関 展示会・番組等の名称 会期・放映日 掲載・借用依頼資料 請求記号
吹田市立博物館 「田園都市千里山―大正時代の理

想郷―」
2016年4月23日～
6 月 5 日

千里山住宅地平面圖 LO2*674.9**6

神戸女子大学古典芸能
研究センター

「食満南北著『大阪文藝談』刊行記
念講演会」

2016年5月10日～
6 月 15 日

芝居あくまで
歌舞伎十二月

C2*774*K1*1
LO2*K*5*14

㈱東阪企画 BS 日本「ぶらぶら美術・博物館」 2016 年 5 月 20 日 ［象之繪巻］ C*721.8*Z1*1
東京都江戸東京博物館
あべのハルカス美術館
読売新聞東京本社
読売新聞大阪本社

「大妖怪展 土偶から妖怪ウォッチ
まで」

2016 年 7 月 5 日～
8 月 28 日
2016年9月10日～
11 月 6 日

別世界巻 C2*721.8*M1*4

朝日放送㈱ 「生誕300年 若沖 ～祈りの絵師～」 2016 年 9 月 22 日 ［象之繪巻］ 
［象のかわら版］

C*721.8*Z1*1
C2*489.7**1

池田市立歴史民俗資料
館

「内国博で地域振興 !?―明治の夢、
大大阪を拓く―」

2016年10月7日～
11 月 27 日

地理教育鐵道唱歌 LO2*O*100*1

大阪商業大学商業史博
物館

「江戸時代のコメと納税―幕府領
年貢の江戸廻米と納庄屋―」

2016 年 10 月 20 日
～ 11 月 30 日

木曾路名所圖會 ,6 巻巻之 2
木曾路名所圖會 ,6 巻巻之 3
木曾路名所圖會 ,6 巻巻之 4
東海道名所図会巻之 2
東海道名所図会巻之 3
東海道名所図会巻之 4
江戸名所図会
東海道五十三次

LH2*2.06**45-3
LH2*2.06**45-4
LH2*2.06**45-5
*291.02*A1*2-2
*291.02*A1*2-3
*291.02*A1*2-4
*291.36*S5*1-16
L23**200*7428

㈱テレビ朝日 「クイズプレゼンバラエティーＱさ
ま !!」

2016 年 11 月 14 日 ［象之繪巻］ C*721.8*Z1*1

㈱エー・ビー・シーリ
ブラ

BS 朝日「ザ・ドキュメンタリー 
いのちの不思議を見つめた絵師 若
沖は生きている」

2016 年 12 月 22 日
2017 年 3 月 23 日

（再放送）

［象之繪巻］
［象のかわら版］

C*721.8*Z1*1
C2*489.7**1

⒂
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⒃

2 　2016 年度　図書館自己点検・評価委員会名簿
氏　　名 備　　考

規程第 5条 1号委員
内　田　慶　市 委員長・図書館長

任期：2016 年 4 月 1 日～ 2016 年 9 月 30 日

新　井　泰　彦 委員長・図書館長
任期：2016 年 10 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日

規程第 5条 2号委員

広　瀬　義　徳 図書委員会委員（文学部選出 )

西　川　知　亨 図書委員会委員（人間健康学部選出 )

元　吉　忠　寛 図書委員会委員（社会安全学部選出）

竹　中　俊　英　 図書委員会委員（化学生命工学部選出）

規程第 5条 3号委員 篠　塚　義　弘 学術情報事務局長

規程第 5条 4号委員 山　﨑　秀　樹 学術情報事務局次長（図書館担当）

規程第 5条 5号委員

重　石　治　久 図書館事務室

畠　山　勝　代 図書館事務室

井　内　晶　朗 図書館事務室

【事務局（図書館事務室）】　重石　治久
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3 　関西大学図書館
　　　　　自己点検・評価委員会規程
 制定　平成 6年 1月 28 日

　（趣　旨）
第 1 条　この規程は、関西大学図書館規程第 7 条第 2 項の
規定に基づき、関西大学図書館自己点検・評価委員会（以
下「委員会」という。）について必要な事項を定めるもの
とする。

　（任　務）
第 2 条　委員会は、図書館における教育研究の支援活動及
び管理運営の自己点検・評価の取り組みを行うため、次
の事項を行う。
　⑴　自己点検・評価の方針の策定並びに点検項目の設定

及び変更
　⑵　データの収集、分析及び検討
　⑶　報告書の作成
　⑷　その他自己点検・評価及び第三者評価に関する事項

　（各機関の協力）
第 3条　委員会は、前条第 2号に規定するデータ収集のため、
それに係わる各機関に対して協力を求めることができる。

　（報　告）
第 4 条　委員会は、自己点検・評価の結果を図書館長に報
告し、図書委員会の議を経て公表することができる。

　（構　成）
第 5条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　⑵　図書委員のうちから図書館長が指名する者若干名
　⑶　学術情報事務局長
　⑷　学術情報事務局次長（図書館担当）
　⑸　図書館事務職員から若干名
　 2　図書館長が必要と認めた場合、2名以内に限り、図書
委員会の議を経て大学内外の有識者に委員を委嘱する
ことができる。

　（委員長等）
第 6条　委員会に委員長及び副委員長を置く。
　 2　委員長は図書館長をもって充てる。副委員長は委員
の中から委員長が指名する。

　 3　委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代
行する。

　（委員の任期）
第 7条　第 5条第 2号及び第 5号に規定する委員の任期は 2
年とする。ただし、再任を妨げない。

　 2　前項の委員に欠員が生じたときは、補充しなければ
ならない。この場合において、後任者の任期は前任者
の残任期間とする。

　（運　営）
第 8条　委員会は、委員長が招集し、その議長となる。
　 2　委員会は、委員の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数
の場合は議長が決する。

　 3　委員会は、必要に応じて、委員以外の者に出席を求め、
その意見を聴くことができる。

　（事　務）
第 9条　委員会の事務は、図書館事務室が行う。

附　則
　この規程は、平成 6年 4月 1日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 8年 4月 1日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 13 年 10 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　 1　この規程（改正）は、平成15年 4月 1日から施行する。
　 2　この規程（改正）施行後最初に第 5条第 3号及び第 4
号の規定により選出された委員の任期は、第 7 条第 1
項本文の規定にかかわらず平成 16 年 3 月 31 日までと
する。

附　則
　この規程（改正）は、平成 18 年 10 月 12 日から施行し、
平成 18 年 8 月 1 日から適用する。

附　則
　この規程（改正）は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。
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上　田　夏　実

平成28年度　私立大学情報教育協会
大学職員情報化研究講習会　～基礎講習コース～

1　はじめに

　平成28年7月20日㈬～22日㈮に静岡県浜名湖ロ
イヤルホテルにて開催された、公益社団法人私立大
学情報教育協会主催「平成28年度大学職員情報化研
究講習会～基礎講習コース～」に参加させていただ
いた。
　本研修では、参加者が、ICT 活用の可能性や工夫
について基礎的な理解を深め、大学の管理運営や教
育活動の充実に向けて主体的に取り組む考察力を獲
得することを目的とする。具体的には、大学を取り
巻く現状や職員としての心構えについて講義を受け
た後、グループに分かれて「大学が抱えている課題
とその解決方法」について考察および議論を重ねた。

2　講義内容

⑴　講義①―「大学情報戦略と課題」
 （学校法人静岡英和学院　理事長　石井博文氏）
　講師は、情報化戦略が大学の経営戦略と表裏一体
であるとし、大学を取り巻く環境が激変する中、目
標とする姿を具現化するべく ICTをうまく取り入れ
る必要があると説いた。大学にとって大切なことは
①ディプロマポリシー②カリキュラムポリシー③ア
ドミッションポリシー、以上 3 つのポリシーを実現
することであり、そのためのPDCAサイクルを構築
する中で、ICT の有効活用が必須となる。情報を一
元的にクラウドへ蓄積することで情報利用の時間的
空間的な制約を排除することができる。また、ビッ
グデータから新たな統計データ等の取得が可能にな
り、その結果から、より実態に則したサービス提供
ができるようになる。しかし、その一方でセキュリ
ティに求められる水準も高くなり、組織のルール決
定や個人としての危機意識だけでなく、サイバー攻
撃への対応も不可避である。そうしたメリットとデ
メリットがある中で、今一度、大学のBCP（Business 
Continuity Plan）を明確にし、ICT の活用について

検討しなければならない。
　日々の業務では、自らも 3 つのポリシーの一端を
担っているという意識を持たないまま過ごしてしま
っていたが、学生にとっては学生生活すべてが成長
の場面であり、ささいな業務においても、それを忘
れてはならないと強く感じた。

⑵　講義②―「全学ポータル , 学修支援システム」
　　（明治大学情報メディア部メディア支援事務室
 筧直之氏）
　標題について、明治大学では「Oh ！‒o Meiji シ
ステム」という名前のシステムを導入しており、2013
年にそれを再構築した。講師はそのプロジェクトの
中心メンバーであり、プロジェクトおよびシステム
の概要を学んだ。本システムは操作性の悪さやパフ
ォーマンスの限界等といった問題を抱えており、そ
れを強く感じた職員から再構築の声が上がったとい
う。教員も巻き込み、4 年がかりで始まったプロジ
ェクトでは多額の投資が必要であるため、それに見
合う効果を出すべく学生・教員・職員へのアンケー
トを実施することで全ての利用者にとって利用しや
すいシステムとはどのようなものかを探った。その
結果、情報を一元化し、操作性にとことんこだわっ
たポータルサイトが誕生した。一方で、課題として
は、学生へはポートフォリオのページがまだまだ試
行錯誤の段階であること、教員へは利用率の向上が
挙げられていた。
　一番心に残ったことは、このプロジェクト終了時
点で本システムを継続向上するべく長期的な改善フ
ローが形成されていた点である。社会人として、常
に先々を見据えて計画・行動する姿勢を忘れてはい
けないことを学んだ。

3　グループディスカッション

　今回の参加者約 100 名が 6 つの班に分かれ、さら
にその中で 6 人程度の 3 グループに分かれて討議を
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行った。大学が現在抱えている課題について、ICT
を活用することを条件に最適なソリューションを提
案することを目的とする。
　筆者のグループは「Face to Face～デジタルとア
ナログの両立～」というテーマの下、生身の人間同
士の交流に重きを置いた提案を行った。

０　想定する大学
　本グループの受講生は、所属する大学の規模が
様々であり、話し合いの中でどのような大学を設定
すれば良いかという摺合せが難航した。
　最終的にはっきりと決めたわけではないが、共通
認識として中規模大学を想定して話を進めた。その
結果、提案の中では大規模大学では難しいような施
策も挙げられていることをご理解いただきたい。

⑴　大学の役割
　本グループでは、大学の役割として「社会に求め
られる学生の輩出」に着目した。前提として、大学
は「社会を発展させる役割」を担っていると考える。
その中で、研究や地域貢献もさることながら、社会
を動かす「人」にスポットを当てた。大学は最終学
歴となることが多く、卒業後に初めて社会と対面す
る卒業生が大半である。しかし、大学と社会では環
境が大きく異なるため、スムーズに適応することが
難しい。そのようなギャップを埋めることも大学の
役割であり、社会が求める力を学生に身に着けても
らうことを目的として議論を進めた。

⑵　現状
　まず、「社会に求められる学生」とは、主体性とコ
ミュニケーション力を持った学生であるとした。社
会で必要になる力は様々であるが、私たち職員が主
体となって活動することを想定したため、授業では
なかなか身に着けられないものを提供したいと考え
たからだ。
　よく言われることであるが、社会では受け身のま
まではなく自ら考えて行動する力が必要だ。そのた
め、大学でアクティブラーニングを取り入れた授業
を行ったり、ラーニングコモンズを設置したり、学
生が主体的に動ける取り組みが増加し、留学やボラ
ンティア等の多様な経験ができる場も既に用意され
ている。しかし、それに参加しようと思う学生は、
最初から主体性を備えている学生であるように感じ
る。

　また、主体性があったとしても、一人で何かを成
し遂げられるものはほとんどないことから、周りを
巻き込むコミュニケーション力も不可欠となる。け
れども、現状ではある程度決まったコミュニティで
しか行動しない学生が多いように見受けられる。
　よって、主体性とコミュニケーション力の二つを
大学のスタンダードとして、全学生に取得してもら
うことを目標とした。

⑶　問題点の深堀
　上記の 2 つは、人と人が直接対話をする中で養わ
れていくと考えられる。メールや電話といったツー
ルはあるものの、それらは直接対面できない際のも
のであり、ノンバーバルも含めたやりとりのできる
対話が一番信頼関係を築くことができる。そして、
人との出会いから新しい世界を知り、行動意欲が生
まれる。しかし、それには以下の課題が挙げられる。

【課題】
・ 行事や課外活動等に消極的な学生をどのように参

加させるか。
・ 大学側から働きかけて課外活動等に参加してもら

うだけでは、学生の主体性は養われないのではな
いか。

・ 学生・教員・職員の関わりが希薄であるため、そ
もそも教員や職員は本当に学生のニーズに沿った
イベントを行えているのか。

⑷　解決策の検討
　課題解決のために、学生の Face to Face の場を
創出する。具体的には以下の3つの方法を提案する。
さらに、これらの施策の実現のために、ツールとし
てアンケート、ピアサポーター登録、イベントの周
知等ができるシステムを活用することとした。

①　学生　対　学生……学生同士のOJT
②　学生　対　教職員……年1回の面談を義務化
③　学生　対　教員　対　職員

　　　……学生の興味に基づいたイベントを開催

⑸　「Face to Face ～デジタルとアナログの両立～」
①　学生同士の OJT
　2 年次生が 1 年次生の履修登録のアドバイスや学
生生活全般のサポートを行う。この活動により、新
入生が大学に入学して最初のイベントである履修登
録でのつまずき防止し、2 年次生が主体性を持って
行動するきっかけの提供を見込む。
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　そして、2 年次生のピアサポーター選出や、OJT
のフィードバックに ICT を活用する。具体的には、
ピアサポーター選出のため、ポータルサイト等のシ
ステム内に蓄積した学生情報や成績情報を利用し、
OJT 後に 2 年次生がポータルサイトに記録した振り
返りに対して教職員がフィードバックを行う。

②　年 1 回の面談を義務化
　全学生を対象とし、教職員と学生の三者面談を義
務化する。面談を行う職員は教学系の部署全体で選
出する。学生と教職員が顔を合わせる機会を作り出
し、学生の興味・関心やニーズを教職員が知ること
を目的とする。
　面談のための事前準備として、ポータルサイト上
に進路の希望や正課外活動等、どんな学生生活を送
りたいかなど様々な情報を登録する。ポータルサイ
トから出力した資料と、出席状況や成績等を合わせ
て面談をする。ICT を活用することで、情報の蓄積
と、教職員間での共有を効率的に行うことができる
と考える。また、蓄積したデータをもとに、学生の
傾向をプラスとマイナスの両面から知ることができ
る。それらの情報を活用し、留学を希望する学生に
対して、留学経験のある学生のロールモデルを提示
するなどして的確なアドバイスをすることができ、
反対に、出席率が低く単位取得状況が悪い等の状況
にある学生を早期発見し、退学者を抑制することが
できると考えた。

③　学生の興味に基づいたイベントを開催
　学生・教員・職員の三者が参加できるイベントを
開催する。決まったコミュニティにこもりがちな学
生に新たな出会いの機会を提供することと、学生、
教職員間の希薄な関わりを濃密なものにすることを
目的とし、職員が企画したイベントに学生を呼び込
んで開催する。面談やアンケートにより、学生が興
味を持っている話題をシステム上に蓄積し、イベン
トを企画、興味を持っている学生に向けて周知をし、
参加率の向上を図る。第二段階として、学生の主体
性を育成することも目的として、学生自身がイベン
ト等を企画できるようにする。

⑹　グループワークの結論
　これらの施策の目的は、大学生活で様々なコミュ
ニティの人と関わりを持ち、自分の世界を広げ、興
味を持ったものについて行動してもらうことである。

学生同士または教員・職員・学生間のFace to Face
の場を提供することで、自然と主体性・コミュニケ
ーション能力を伸ばすことができる。その結果、大
学は「社会に求められる学生の輩出」という役割を
果たすことができると考える。
　また、我々は ICTを本施策の補助ツールとして捉
えたが、システムの整備・活用により情報について
以下の 3 つが可能になる。

① 蓄積（学生情報、過去のイベント情報、ロール
モデル）

②共有（教職員間で蓄積した情報の共有）
③ 提供（学生の現状やニーズに合った情報を効率

よく提供）
　以上により、ICTを活用することでFace to Face
の場を効率的・効果的に学生へ提供し、学生の主体
性・コミュニケーション能力を伸ばす機会を与える
ことができると考えた。
　なお、私情協のホームページで他のグループの報
告を閲覧することができる（注）。

4　グループディスカッションの講評

　各チームがグループディスカッションの結果を発
表した後で、運営委員より講評を行っていただいた。
　まず、物事を考える上で、主語（主体）は誰なの
かということを念頭に置く必要がある。そこをしっ
かりと考えないままでは、ぼんやりとしたものが出
来てしまう。
　そして、今回のテーマである ICTの特性には次の
ものが挙げられる。

①劣化しないこと
②複製が簡単であること
③大量のデータを扱えること
④ポータビリティ

　上記の特性を理解し、以下のとおり情報の 3 ステ
ップを踏むことが、ICT の活用と言える。

①Date（処理）
②Information（構造化、Dateの組み合わせ）
③Intelligence
　（戦略的情報、収集・分析・評価された情報）

　また、言葉の意味をしっかり知って細かな使い分
けを行う必要がある、とのことだった。
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5　まとめ

　本研修は、「情報」という切り口であるものの「大
学とは何か、職員とは何か」を改めて見つめ直す内
容である。異なる地方・規模の大学の、さまざまな
部署の若手が集う貴重な場でこれからの大学を一緒
に考えることは、これまでに感じたことがないよう
な高揚感を抱いた体験だった。各人が熱中するあま
り、グループワークの内容がまとまりのないものに
なってしまったことは反省している。しかしながら、
大学の職員になりたいと思っていた就職活動時期の
感覚を思い出すことができた。

　また、研修委員の方々が力強くおっしゃっていた
のは「人的ネットワークを手に入れてほしい」とい
うことであった。これはまさに筆者のグループが取
り上げた課題であり、自分自身もコミュニケーショ
ンを大切にしていかねばならない。今回の研修で知
り合った人々との縁を大事にし、所属する組織の垣
根を越えて大学が抱える課題について考えていきた
い。

参考文献
（注）公益財団法人私立大学情報教育協会（JUCE）ホーム

ページ　http://www.juce.jp/

 （うえだ　なつみ　図書館事務室）
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大　上　良　樹

平成28年度大学図書館職員短期研修に参加して

1　はじめに

　大学図書館職員短期研修は、図書館勤務年数 2 年
以上10年以下のものを対象とした、京都大学附属図
書館および東京大学附属図書館主催、国立情報学研
究所共催の研修であり、大学図書館等の活動を活性
化するため、また、今後の図書館の企画・活動を担
う要員となる上で必要な基礎知識・最新知識を修得
することを目的として開催されるものである。
　今回、私は10月 4日㈫～7日㈮の4日間、京都会
場（京都大学附属図書館）にて上田夏実氏とともに
参加する機会を得た。研修の 4 日間のカリキュラム
については、以下の表 1 を参照願いたい 1）。

【表 1】
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　【表 1】のカリキュラムにあるとおり、本研修で
は、4 日間にわたり 11 の講義を拝聴した。また、講
義以外に43名の参加者が班別に分かれ、各班が選択
したテーマについてグループ討議とその報告を行っ
た。以下、本研修で特に印象深かった 3 つの講義と
グループ討議・報告会について述べる。

2　「大学図書館職員のスキルアップ法」

　講師は、‘関西学院大学神戸三田キャンパス図書メ
ディア館課長補佐　井上昌彦氏’ で、「つながろう、
気付こう、そして一歩踏み出そう！」というテーマ
の講義を拝聴した。
　講師の井上氏は、図書館業界では著名な方で私自
身も名前は聞いたことがあったが、実際に講義を聞
くことは初めてであった。冒頭、「全員に 10 を届け
るつもりはなく、分かる人に 100 を与えたい」とい
う話でまずは圧倒され、そのあとも今まで聞いた講
義とは一味も二味も違う内容であった。
　その中でも私が印象に残った言葉がある。それは、

「自分の成長は、社会の成長」である。自分自身が成
長することは、自身のためだけではなく図書館の成
長につながり、そのことがさらに大学の成長につな
がり、最終的には社会の成長にもつながるというお
話を伺ったときには、これが「目から鱗が落ちる」
ということかという感覚を覚えた。
　また、この言葉以外にも、「講義を受ける前に講師
のことを調べておく」「講義のあとは極力質問する」

「勉強会参加の意義」等、ここでは書ききれないほど
の、新たな気づきを与えていただいた言葉があった。
この講義を初日に拝聴したことで、このあとの講義
への取り組み方や意識が変わり、積極的に 4 日間の
研修に取り組むことができたと実感している。ちな
みに、当日の講義資料は、国立情報学研究所サイト
にて公開もされている。井上氏の講義を聞かれたこ
とのない方は、一度ご覧いただければと思う。
　最後に、ご参考として井上氏のブログ・Twitter
の URL を記載しておく。ブログは 100 万アクセス
を突破しているとのことであり、多くの方々に読ま
れているものである。こちらも、アクセスしてみて
はいかがだろうか。

・図書館ブログ「空手家図書館員の奮戦記」
　karatekalibrarian.blogspot.com/
・「井上昌彦＠空手家図書館員
　（＠karatelibrarian）Twitter」

　https://twitter.com/karatelibrarian?lang=ja

3　「電子コンテンツのいま」

　講師は、‘慶應義塾大学メディアセンター本部電子
情報環境担当　森嶋桃子氏’ で、電子コンテンツの
特徴から課題、今後についての講義を拝聴した。
　今年度、雑誌担当として冊子体雑誌に係る業務

（契約、発注、予算管理、支払処理、データ保守、利
用統計等）を担っており、電子担当者とも連携し契
約更新業務等を行っていたが、如何せん専門用語も
多くなかなか理解し難い部分が多くあった。そうし
た状況下でもあったことから、基本中の基本からわ
かりやすく説明いただく機会を得ることができ、非
常に有難かったと感じた。以下に、講義で学んだこ
とを中心に電子コンテンツの概要をまとめておく。

⑴　特徴
　提供されるのはアクセス権。また、冊子との主な
違いは以下のとおり。
　①保存スペース不要
　② 24 時間どこからでも利用可
　③利用統計取得可
⑵　契約モデル
　契約条件には、「同時アクセス数」「リモートアク
セス」「サイトの定義」等、様々な条件がある。ま
た、主な契約モデルは以下のとおり。
　①個別タイトル購読
　②パッケージ契約（Big Deal）
　③アグリゲータ
　④ PPV（Pay Per View）
　⑤買切
⑶　コンテンツ提供
　①電子ジャーナル
　②電子ブック
　③データベース
⑷　課題
　①価格の上昇
　　 →論文数増加、代替品が存在せず価格競争が成

立しない、出版社の寡占化、為替変動、税金（リ
バースチャージ）

　②図書費予算減による資料購入費減少
　③パッケージ契約における制約
　　 →購読タイトル（規模）維持、タイトル移管、

契約中止後のアクセス保証問題



平成28年度大学図書館職員短期研修に参加して

37

⑸　JUSTICE の活動
　JUSTICEとは、国立大学図書館協会（JANULコ
ンソーシアム）と公私立大学図書館コンソーシアム

（PULC）が、参加館数を増やし出版社との交渉力を
高めるため、2011 年に統合した「大学図書館コンソ
ーシアム連合」のことであり、主に以下の活動を行
っている。
　①出版社との交渉
　② バックファイル・人社系コンテンツの整備
　　→ NII‒REO との連携
　③電子リソース管理システムの共同利用
　④電子リソースのアクセス保証
　　→ CLOCKSS
　⑤職員の資質向上
　⑥広報や情報収集
⑹　今後の電子コンテンツ
　オープンアクセスが鍵
　①機関リポジトリ
　② APC（Article Processing Charge）/
　　オフセットモデル
　③ SCOAP3
　④ Open Access 2020

　また、森嶋氏の講義は、時折冗談やオフレコの話
等も交えながら行われ、プレゼンテーションの進め
方としても大変参考になる講義であった。

4　「効果的なグループ討議法」

　講師は、‘久留米大学外国語教育研究所長　岩田好
司氏’ で、カリキュラム中のグループ討議を行う前
に、「協同の観点から、効果的なグループ討議の仕
方、させ方（ファリシテーション）を学び、実践す
ることを趣旨とし、グループワークを交えて講義は
進められた。
　この講義とグループワークは約3時間であったが、
あっという間に時間が過ぎていった。というのも、
ファシリテーターとしての岩田先生の講義の進め方
はユーモアも溢れつつ、聞いている参加者を飽きさ
せない工夫が随所にちりばめられていたからである。
この講義を聞けたことで、グループ討議への不安は、
私だけでなく多くの研修参加者も和らいだものであ
ると思う。
　以下に、研修の詳細スケジュールと討議スキル・
工夫（技法）について記載する。

⑴　スケジュール
　①グループ討議の環境作り（30 分）
　②協同によるグループ討議（20 分）
　③協同による意思決定（25 分）
　④グループ討議の実践（50 分）
⑵　協同を促進する工夫（技法）
　①傾聴とミラリング
　②ラウンド＝ロビン（順番に話そう）
　③シンク＝ペア＝シェア
　④好きなだけ読み、いっしょ読み
　⑤コンセンサス法（納得法）
　⑥ TTT（質問タイム）
　⑦アフィニティ＝グルーピング

　また、2 の井上氏同様、当日の講義資料は、国立
情報学研究所サイトにて公開されているので、技法
の詳細等については、資料を確認願いたい。

5　グループ討議・報告会

　グループ討議は、事前に設定されたテーマごとに
班分けされており、そのメンバーで報告会に向けた
資料作成を行い最終日に発表を行うものであった。
今回の議題は、①海外調査研修計画を企画立案する。
②多様な学術情報の発見と活用を支援するツールを
考える。③図書館と学内他部門および教員との連携
による課題解決を考える（教育・学習支援）の 3 つ
であり、私は②を選択した。
　なお、効果的な討議を行うため、事前学習を行っ
た上での、発言要旨も研修前に提出しており、後日
所属する班のメンバーのものがメールで送付され、
事前に確認しておくという事前課題があったことも
補足しておく。
　討議は、最初にファシリテーター、記録者、発表
者を決めるところからスタートしたのだが、なかな
かファシリテーターが決まらなかったこともあり、
不慣れではあるが、これも経験と思い、私が立候補
し、他のメンバーにもスライド作成や書記、発表と
いった何かしらの役割をそれぞれにお願いすること
とした。
　グループ討議は、テーマも難しく時間内にまとめ
られるか不安が多かったが、班のメンバーの協力の
もと、岩田先生の講義を思い出しつつ取り組み、実
際に班のメンバーと討議し一つの成果物まで作成で
き、それなりの達成感も得ることができた。こうし
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た経験は日常の業務を行っているだけでは決してで
きない経験であり、研修の醍醐味の一つであろう。
　また、グループ討議報告では、他の班の発表を聞
くことで、自分や自分の班では思いつかなかったア
イデアや考えを知ることができた。さらに、今まで
のグループ発表と異なっていたのは、発表が 2 回あ
ったことである。これは、最終日の午前中に報告し
たあとそれぞれの班ごとに講師の先生方の講評をい
ただくのだが、そのことを踏まえ、再度修正し、午
後からその部分を中心にもう一度報告するというも
のである。通常であれば講評をいただいて終了のと
ころ、出された疑問点や改善点を再考することで、
自分たちの発表内容を深めることができたと実感し
ている。このプログラム構成は斬新なもので、今後
も継続されることが望ましいのではと考える。
　なお、今回の研修での各班の発表内容については、
京都大学学術情報リポジトリ「KURENAI 紅」で公
開（国立情報学研究所サイトの各班成果物 からリン
クあり）されているので、興味のある方は、ご覧い
ただきたい。

6　研修を終えて

　今回の研修に参加し、実に多くのことを学べたと
実感している。以下、箇条書きにて記載する。

⑴ 　図書館業務に関する知識を体系的に習得する
ことができた。

⑵ 　班ごとのグループ討議の中で、司会（ファシ
リテーター）を担当し、班内での意見をまとめ
る難しさを実感するとともに、限られた時間内
で一つの成果物を作り上げたという達成感を感
じることができた。

⑶ 　情報交換会やku‒librarians 勉強会、有志で開
催された懇親会に参加したことで、国立大学、
私立大学という枠組みを超えた他大学職員との
人的ネットワークを形成するきっかけづくりが
できた。

　こうした研修に参加することで得られるものは、
知識はもちろんのこと、上記⑶で述べたような人的
ネットワークの部分も大きいと感じた。特に、国立
大学の図書館員の方は比較的若い方が多く、意欲の
高い人が参加しており、少し年の離れた私にも積極
的に名刺交換にこられたことは印象深い。本学図書
館においても、若い世代の方には是非とも積極的に
本研修に参加し、多くのものを学んできてほしい。
　また、多くの参加者が業務多忙の中、各図書館が
抱えている課題に前向きに取り組み、勉強会をはじ
め業務外での自己研鑽に精力的に励んでいることを
知り、大いに刺激を受けた。
　現在、図書費予算のことをはじめ、国立私立問わ
ず、大学図書館が抱えている問題は少なくない。そ
うした中で、「どうすれば問題を解決できるか、何を
どこまでやるのか、やれるのか、やらねばならない
のか」を一人一人が考える必要があると実感してい
る。そして、チーム一丸となり問題解決に前向きに
取り組んでいく姿勢が大切ではないか。
　最後に、「大切なことは、たゆまず学ぶこと」「や
ると決めたことを、覚悟を決めて行うこと」という
九州大学附属図書館の林豊講師の言葉を胸に刻み、
読書や研修への参加をはじめとした自己研鑽を怠る
ことなく、日々の業務にも取り組んでいきたい。

 以　上

注
1）  国立情報学研究所サイト　平成 28 年度カリキュラム

 http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/librarian/h28/index.

html

参考文献
1 ．日本図書館情報学会研究委員会編『電子書籍と電子ジ

ャーナル』 勉誠出版 2014

 （おおがみ　よしき　図書館事務室）
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2016年度図書館活動報告
●●●●●●●館 活書図 告報動

1　図書委員会
第 1 回：2016 年 4 月 20 日㈬

・審議事項（平成 27 年度図書費決算について、平成
28 年度図書費予算について）

・報告事項（図書費予算改革検討推進専門部会事項に
ついて、平成27年度総合図書館ラーニング・コモン
ズの利用状況について、平成28年度市民利用の受付
結果について、学習用図書の選書協力について）

・その他（平成 28 年度図書委員会開催日程について）
第 2 回：2016 年 5 月 18 日㈬

・報告事項（図書費予算改革検討推進専門部会事項に
ついて、図書館ミニ・ガイダンスの実施について、
総合図書館ラーニング・コモンズ関係事項について、
総合図書館ウェブサイト（旧）の閉鎖について）

第 3 回：2016 年 6 月 15 日㈬
・審議事項（専門部会における検討のまとめ（今後の

図書費予算のあり方について）、逐次刊行物・データ
ベースの購入希望について）

・報告事項（図書館ミニ・ガイダンスの実施について）
第 4 回：2016 年 6 月 29 日㈬

・審議事項（図書費予算改革案についての各学部・研
究科等の検討状況について）

第 5 回：2016 年 7 月 20 日㈬
・審議事項（図書費予算改革案について）
・報告事項（高額図書資料の購入について、図書館ミ

ニ・ガイダンスの実施について（総合図書館：7月）、
ミューズ大学図書館書架増設工事に伴う休館につい
て、学認（学術認証フェデレーション）を利用した
学外からの利用について、蔵書検索システム
KOALA 等の停止について）

・その他（次回図書委員会の日程について）
第 6 回：2016 年 9 月 28 日㈬

・審議事項（平成 29 年度図書費の予算申請について）
・報告事項（冊子体雑誌及び電子ジャーナル（個別契

約）の契約解除について、電子ブックの試読サービ
スの導入について、学園祭期間中の図書館の休館に
ついて、図書館ミニ・ガイダンスの実施について、
総合図書館ラーニング・コモンズ関係事項について）

・その他（研究用図書の購入希望について、RSC（英国
化学学会）の特典について、「関西大学創立130 周年
記念展示会～関西大学のちから～」の開催について、
秋学期の図書委員会の開催日程（予定）について）

第 7 回：2016 年 10 月 19 日㈬

・審議事項（逐次刊行物・データベースの購入希望に
ついて）

・報告事項（冊子体雑誌及び電子ジャーナル（個別契
約）の契約解除について、図書館ミニ・ガイダンス
の実施について、総合図書館ラーニング・コモンズ
の利用状況について）

・その他（学園祭期間中の図書館の取り扱いについて）
第 8 回：2016 年 11 月 16 日㈬

・審議事項（逐次刊行物・データベースの購入希望に
ついて）

・報告事項（Maruzen eBook Library電子ブック試読
サービス実施結果について、図書館ミニ・ガイダン
スの実施について、2017（平成28）年度関西大学図
書館市民利用の募集について）

第 9 回：2016 年 12 月 21 日㈬
・審議事項（2017（平成29）年度図書館開館日程につ

いて、オンライン情報検索サービス半額補助の終了
について）

・報告事項（高額資料の購入について、2016 年度予算
の決算見込みについて、2017 年度学部一般入試期間
中の図書館の取り扱いについて、学認（学術認証フェ
デレーション）を利用した学外からの利用について）

・その他（図書館ウェブサイトの英文表記について）
・懇談事項（新規の逐次刊行物・データベース導入に

関する検討方法について、総合図書館狭隘化対策に
ついて）

第 10 回：2017 年 2 月 15 日㈬
・審議事項（総合図書館書庫狭隘化対策の骨子につい

て、電子ジャーナルパッケージのバックファイルの
購入について、新規の逐次刊行物、データベースの
購入について）

・報告事項（高額資料の購入について、2017年度図書
館ガイダンスについて、ラーニング・コモンズ利用
状況について、人間文化研究機構国文学研究資料館
と関西大学との「日本語の歴史的典籍の国際共同研
究ネットワーク構築計画」推進に関する協力協定書
の締結について）

第 11 回：2017 年 3 月 16 日㈭
・審議事項（総合図書館書庫狭隘化対策の実行施策
「電子資料の優先的提供」に係る作業対象タイトルに
ついて、新規の逐次刊行物、データベースの購入に
ついて、学部一般入学試験実施期間中の総合図書館
利用サービスについて）
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・報告事項（文献相互利用（ILL）における校費料金
等立替の運用変更について、大阪市立大学及び大阪
府立大学との PDF ファイルの送受信による相互利
用システムの運用開始について、小・中・高等学校
の教科書の購入について、リポジトリ運営委員会事
項について）

2　図書館自己点検・評価委員会
　2017 年度改善報告書および 2019 年度認証評価受審のた
めの2017年度自己点検・評価報告書パイロット版の作成に
ついて確認した。
第 1 回：2016 年 10 月 19 日㈬

・報告事項（関西大学図書館自己点検・評価委員会に
ついて、2018（平成30）年度認証評価受審のための
2016（平成28）年度自己点検・評価報告書パイロッ
ト版の作成について）

第 2 回：2016 年 11 月 16 日㈬
・審議事項（自己点検・評価報告書パイロット版（案）

について）
第 3 回：2016 年 12 月 21 日㈬

・審議事項（自己点検・評価報告書パイロット版（修
正案）について）

3　図書館会議
　図書委員会開催の前週水曜日と開催週月曜日に図書館長
と図書館職員で「図書館会議」を開催し、次回図書委員会
事項等を協議している。

4　関西四大学図書館長会議
・開催日：2016 年 9 月 30 日㈮
・場　所：関西学院大学（西宮上ケ原キャンパス）
　　　　　大学図書館　会議室
・出席者： 関西大学、関西学院大学、同志社大学、立命館

大学
⑴　報告事項
　① 関西四大学図書館連絡会（2016年 7月 8日開催）に

ついて
　② 関西四大学図書館相互利用担当者会（2016年9月30

日開催）について
　③ 関西四大学図書館職員研修会（2016年 11月 30日開

催）について
⑵　近況報告・情報交換
　①図書館の図書資料費予算
　②電子情報の利用および発信
　③利用者サービス
　④課題および将来計画
　⑤その他

5　第 37 回（2016 年度）EUi セミナーへの参加
・会期：2016 年 7 月 14 日㈭～ 15 日㈮
・会場：金沢大学附属図書館

6　セミナー・講習会等の開催
　図書館利用者教育の一環として、各種ガイダンスを実施
した。
○「入門ガイダンス」

　新入生のクラスを対象に図書館の使い方や蔵書検索方
法を説明した。
・実施期間：春学期　4 月 5 日㈫～ 6 月 30 日㈭
　　　　　　秋学期　9 月 21 日㈬～ 11 月 30 日㈬

○「活用ガイダンス（定型内容による実施）」
　レポートや論文作成に役立つ文献のさがし方および入
手までの流れについて説明した。
・実施期間：春学期　4 月 5 日㈫～ 6 月 30 日㈭
　　　　　　秋学期　9 月 21 日㈬～ 11 月 30 日㈬

○「活用ガイダンス（自由選択方式による実施）」
　前述の「定型内容」では取り上げない特定の専門分野
のデータベース（例：判例データベース、理工系学部向
けのデータベース等）についての21種類のガイダンス項
目を組み合わせて、内容をカスタマイズできるガイダン
スを実施した。
・実施期間：春学期　5 月 16 日㈪～ 6 月 30 日㈭
　　　　　　秋学期　9 月 21 日㈬～ 11 月 30 日㈬

○図書館ミニ・ガイダンス（自由参加型ガイダンス）
　毎月設けるテーマに沿って段階的に、図書館の施設案
内、利用方法、各種文献の入手の仕方などを説明するガ
イダンスを実施した。
・実施期間：春学期　5 月～ 7 月
　　　　　　秋学期　10 月～ 12 月

7　展示会
○ EUi 企画
「ヨーロッパのカフェと文学」
2016 年 5 月 12 日㈭～ 26 日㈭
於：総合図書館展示室

　毎年、EU創設記念日である5月9日の「ヨーロッパ・
デー」にあわせ、駐日欧州連合代表部の後援のもと、全
国の EU 情報センターで「日・EU フレンドシップウィ
ーク」がさまざまな催しを実施している。EU 情報セン
ターを設置している本学図書館では「ヨーロッパのカフ
ェと文学」をテーマに、カフェと文学にまつわる資料と
して『文学カフェ』や『ヨーロッパのカフェ文化』など
の書籍を紹介した。
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8　図書館の刊行物等
⑴　『図書館利用案内』2016 年版を編集発行
⑵　本誌第 21 号を発行し ､ 図書館ウェブサイトにて公開
　　（第 15 号より冊子による刊行は中止した）
⑶　関西大学図書館パンフレット 2016 年版を編集発行

「ヨーロッパのカフェと文学」展示（2016.5）
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徳　岡　久　実

図書費予算改革検討推進専門部会の取り組みについて
●●●●●●●館 活書図 告報動

○はじめに

　大学図書館にとって必須の資料のひとつである海
外の逐次刊行物の毎年の誌代の値上がりは、冊子体
雑誌の時代から長く続く業界の不文律であったが、
電子ジャーナルの時代となった現在でもこの常識は
継続したままである。雑誌担当者として出版社側の
関係者と話す機会があれば、私はこの値上がりにつ
いての疑問をいつもぶつけてきたが、出版社側の主
張によると投稿される論文量が年々世界的に増えて
いること、査読するためのコストも増大しているこ
と等、誌代を値上げしないと出版社としての存続も
継続維持できないと強固に主張されるのである。し
かし、このまま値上がりが続けば購読する大学側も
予算が尽きて、契約する逐次刊行物の抜本的な見直
しの実施、はては契約解除せざるをえなくなり、出
版社をますます苦しめる結果となるのではないか。
近年発表されている実践事例からも電子ジャーナル
の契約解除もしくは縮小契約に変更する大学が増え
ていることが分かる。
　本紙前号で濱生（2016）＊のとおり、本学におい
ても、現契約タイトルを維持していくだけで、いず
れは逐次刊行物費は枯渇すると頭の隅では分かって
いた。分かってはいたが、為替の恩恵を受けた時期
もあり、曲がりなりにも契約を継続できた結果、近
年までその問題に目を逸らしてきた。しかし2013年
頃から海外の逐次刊行物の高騰に加え、為替の円安
が進んだ結果、逐次刊行物費（冊子体雑誌と電子ジ
ャーナルの予算）と電算情報資料費（データベース
の予算）を支払うために、いわゆる狭義の意味での
図書資料を購入する図書費予算で補填することが難
しい状況となった。すなわち冊子体図書の購入経費
を逐次刊行物費に補填するため、教員の図書資料の
購入希望受付を年度途中に打ち切らなければならな
いなど、このままでは逐次刊行物費や電算情報資料
費が図書費を食い潰すという現実がようやく取り組
まなければならない喫緊の課題として目の当たりと

なったのである。本稿では、こうした状況に対して
どのように対処しようとしたのか、本学図書館が
2016年度に取り組んだ図書費予算改革の取り組みに
ついてまとめることとした。

○専門部会設置まで

　本学の図書費の構造については濱生（2016）が詳
しく述べているので詳細は割愛するが、2003 年度ま
では学部ごとに配分された図書費予算でそれぞれ図
書資料や逐次刊行物を購入してきた。2004年度から
学部ごとの予算管理を改め、いわゆる図書資料につ
いては分野ごとに管理する「学系別予算（人文・社
会・自然工学・総記）」へ変更し、「逐次刊行物費」
も学部別から一本化して冊子体雑誌と電子ジャーナ
ルの経費を執行することとし、同時にデータベース
等は新たに一本化した「電算情報資料費」として管
理することとなった。
　具体的な運用方法としては、まず図書館に配賦さ
れた図書費予算総額から、予め見積金額が予測でき
る「逐次刊行物費」とデータベースの「電算情報資
料費」の予算を確保して先に取り置き、残額を図書
資料購入費用にあてていた。しかし、最初に確保す
る「逐次刊行物費」と「電算情報資料費」が増大す
るにつれて、狭義の図書資料購入予算金額が年を追
うごとに減少していくこととなった。この状況をグ
ラフ化したものが「図1 2004～ 2016年度の決算比」
であり、図書資料購入予算金額の予算全体に占める
比率が減少していることが顕著に表れている。
　また、本学図書館の運営について審議する機関で
ある図書委員会においては、2014年頃から電子ジャ
ーナルの契約の特殊性や利用統計資料などの情報を
開示して、図書費の現況について説明してきた。そ
のうえで、2015 年 6 月開催の第 3 回図書委員会にお
いて図書館長提案として「図書費予算配分の抜本的
見直し」を提案した。提案の趣旨としては図書費総
額の多くを占めていた電子ジャーナルとデータベー
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スについては利用統計と契約金額から 1 アクセスあ
たりの利用コストを計算し、今後の契約金額が図書
費予算金額を超える場合は利用コストの高い商品か
ら契約を解除していくというものであった。しかし、
残念ながらこの提案は2015年 7月開催の第4回図書
委員会において強硬に否決され、契約中の電子ジャ
ーナルとデータベースについては全契約を引き続き
維持することが確認された。
　図書委員の先生方からは、「電子ジャーナルやデー
タベースは研究の生命線であり、いくら契約金額が
高くても不要だと判断できない」、「図書館だけで検
討するのではなく、大学執行部として検討をするべ
きだ」などの意見も多く出されたため、2015 年 9 月
の学長面談で事情を説明したところ、当時の学長か
ら「図書費の執行に関しては図書委員会にて責任を
持って決定すべきである」との指示があり、改めて
図書委員会の下に専門部会を設置し、検討すること
となった。
　これを受け、2015 年 11 月の図書委員会で、図書
委員会傘下に「図書費予算改革検討推進専門部会」
を設置することが了承された。メンバー構成につい
ては図書館長を座長として、学長補佐、研究推進副
学長、図書委員から 4 名、図書館情報学の教員等か
ら成り、事務職員は学術情報事務局長、研究推進部
次長、図書館次長に事務局3人の合計15人でスター
トした。専門部会が本格稼働する前には専門部会の
委員に向けて事前説明会を実施し、これまでの図書
委員会での検討の経緯や電子ジャーナル契約の特殊
性、他大学の取り組み事例などを説明した。専門部
会の検討期間は2015年 12月から2016年 6月で、定

例会は原則毎月 1 回開催することとなった。また、
専門部会での検討内容については随時図書委員会に
も報告し、情報共有を図った。

○専門部会の目的

　専門部会では以下の 3 つの目的を柱に検討を進め
た。
1 　 逐次刊行物費（電子ジャーナル及び冊子体雑誌）

と電算情報資料費（外部データベース）の予算
合計額と図書そのものを購入する予算との適正
な比率を設定する。

2 　 逐次刊行物費と電算情報資料費の契約額が設定
した比率（金額）内に収まるよう、契約見直し
ルールを策定する。

3 　 図書そのものを購入する予算（内訳・学系別図
書費、大学院生用図書費、学習用図書費、基本
図書費、特別資料充実費など）の実態に即した
配分ルールを策定する。

○専門部会の検討のなかで難しかったところ

　検討を進めるなかで専門部会委員の先生方の声と
して、図書を購入する費用がこんなに逼迫している
とは知らなかったという意見が多く寄せられた。冒
頭で述べた海外の逐次刊行物の誌代の値上がりにつ
いても、なかなか理解してもらえず、図書館が出版
社や代理店の言いなりになっているのではというご
意見もいただき、理解しづらい契約の特殊な仕組み
を説明することの難しさを痛感した。また、図書費

図 1　2004 ～ 2016 年度の決算比（2016 年は予算比）
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は研究を進めるための生命線なので、図書館は図書
費予算獲得のため法人に強く要求するべきという意
見が出る一方で、今後学生数が減少するのは事実で
あり、予算の増額にはおのずと限界があることを前
提とするのであれば改革は必要であるという反対意
見もあった。
　また、もっとも難航した目的 2 の契約見直しルー
ル策定について議論を深めるため、議論の材料とな
るデータを収集する必要があった。そのため教員の
現在の利用実態を把握するべく、教員向けアンケー
トを実施した。アンケートでは研究遂行上必須の「冊
子体雑誌タイトル」、「電子ジャーナルの個別タイト
ル」は何か（それぞれ 20 タイトルまで）、現在契約
中の「電子ジャーナルパッケージ」と「データベー
ス」について研究遂行上優先度の高いものに、教員
一人当たり50ポイントを上限としたポイントの配分
を尋ねることとした。図書館としては精いっぱい広
報に努めたが、アンケートの回収率は約 32％にとど
まった。集計の結果、傾向として理工系電子ジャー
ナルやデータベースのポイント数が圧倒的に高かっ
たため、「文系と理系では参考資料の利用方法が根本
的に違うのではないか」というご指摘や「逐次刊行
物やデータベースだけが守られるのはおかしい」、「昔
は電子資料が一切存在せず、図書費予算は全て狭義
の図書資料を購入できていたので、電子資料にお金
が必要ならば、受益者負担も考えてはどうか」とい
う意見もいただいた。受益者負担については、利用
者が利用に応じた経費を負担するという一見理にか
なったやり方のように見えるが、出版社側から誰が
どれだけ利用しているかの情報を開示していないた
め、負担額の公平な算出が難しいという課題があり、
一方で、学内のネットワークのログの分析により利
用実態を把握するには、莫大な開発費用が掛かるこ
とが容易に想像できた。

○「図書費予算改革案」策定に向けて

　専門部会では前述の図書館アンケート結果から、0
ポイントすなわち必須資料としての投票がなかった
冊子体雑誌と個別契約の電子ジャーナルについて、
契約の解除を図書委員会に諮り解除についての再確
認を経て経費のスリム化を図った。加えて、電子ジ
ャーナルパッケージとデータベースについては、昨
年度のダウンロード数と今年の契約金額から「1 回
あたりのダウンロードコスト」を算出し、「アンケー

トの総ポイント数」÷「1 回あたりのダウンロード
コスト」を評価点として、今後の契約維持の優先順
位を割り出した。これらの結果を基に、予算が不足
した場合には、評価点の低いタイトルから解除する
ことを前提としたシミュレーションを行い、以下の
通り図書委員会に改革案として提案した。

○改革案に示した 4つの基本方針

1 　 この改革案については 2017 年度から 2019 年度
までの 3 年間に適用する。

2 　 当初は図書そのものを購入する予算と逐次刊行
物費及び電算情報資料費の合計額との適正比率
を設定する方針であったが、最低限確保すべき
図書費の購入予算金額を設定し、3 年間固定す
ることとする。

3 　 図書購入予算については新たな予算区分及び実
態に即した学系別配分比率（人文・社会・自然
工学・総記）を設定する。

4 　 図書館へ配賦される図書費総額から最低限確保
すべき図書購入予算額を差し引いた額を逐次刊
行物費と電算情報資料費にあてることとし、そ
の予算額を超えた場合は、予算額の範囲内に収
めるための契約見直しルールを設定する。また、
契約中の電子ジャーナルパッケージとデータベ
ースについてはアンケートの結果をもとに優先
順位表を作成した。

　上記の改革案については、2016年度第 5回図書委
員会へ諮り、反対も含めた様々な意見が出されたも
のの賛成多数により承認を得た。ただし、図書館と
して今後も辛抱強く出版社への値引き交渉や法人へ
の予算獲得への働きかけを継続することも確認した。

○今後の課題

　2016年秋の円高のおかげで最低限確保すべき図書
購入予算額を確保しても、契約中の電子ジャーナル
パッケージとデータベースについては 1 件も解約す
ることなく2017年契約を維持することが可能となっ
た。しかしながら、逆に今後円安になる可能性も十
分考えられるため、関係部局とは今後 3 年間の予算
申請にあっては、為替レートを固定し、誌代の値上
がりと為替変動の影響を分離することとし、協力し
て為替変動のリスクを最小限に抑えていくことを確
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認した。
　このように2017年度の契約についてはすでに契約
中のタイトルを維持できる見込みとなった一方で、
新規タイトルの導入やタイトル同士の入れ替えにつ
いてのルールを策定するには至らなかった。そのた
め、新規の逐次刊行物・データベースの希望につい
ては、ここ 2年間全く新たに導入できていない状況
にある。限られた予算のなかで現在の契約を維持し
つつ新たな分野の資料の導入に関するルールを策定
することは難しいが、2018年 2月頃には一定の結論
を出せるように議論を開始したところである。
　新規資料の導入に関して明確なルールの策定がで
きるのかどうか、課題は山積しているが、本学図書
館における電子資料を巡る改革は 3年間という時限
的な改革の端緒にあわせて、新たな段階を迎えつつ
あると考えている。

引用文献（＊）
・ 濱生快彦「電子ジャーナルがキャンセルできない理由～

関西大学図書館の場合～」関西大学図書館フォーラム

21, 2016

参考文献
・ 上田修一「学術情報の電子化は何をもたらしか」情報の

科学と技術 65（6）, 2015

　　　　　（とくおか　くみ
 高槻ミューズキャンパス事務グループ）

 執筆者の所属は、当フォーラムへご寄稿いただいた時点の

ものです。
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図書館出版物案内
●●●●●●●館 活書図 告報動

1 　冊子目録等
○細江文庫目録……450円 ※
　わが国英語学界の重鎮、故細江逸記の旧蔵書目録。

○大阪関係資料目録……650円 ※
　1960年 1 月 1 日現在所蔵の大阪府、市関係の図書・地図・

近世文書・堂島文書・芝居番付・明治中期広告の総合目録。

○生田文庫・頴原文庫目録……非売品 ※
　在野の万葉集研究家故生田耕一の旧蔵書の一部と、故

頴原退蔵旧蔵書の目録。

○吉田文庫目録……1,300円 ※
　元トルコ駐在特命全権大使であった故吉田伊三郎の旧

蔵書目録。

○岩崎美隆文庫・五弓雪窓文庫目録……1,500円 ※
　江戸時代末期の国学者岩崎美隆の旧蔵書目録と、幕末

の漢学者五弓雪窓の旧蔵書目録。

○増田渉文庫目録……6,000円 ※
　わが国魯迅研究の第一人者であった元文学部教授故増

田渉の旧蔵書目録。魯迅の全著作の初版本他。

○矢口文庫目録……2,700円 ※
　本学の元学長で、イギリス経済史学界の重鎮であった

故矢口孝次郎の旧蔵書目録。

○極東国際軍事裁判資料目録……非売品 ※
　極東国際軍事裁判における検察側及び弁護側提出の書

証と関係資料の目録。

○ 近世文書目録 ※
　その一……1,350円、その二……2,000円
　大阪周辺の庄屋文書を核に、ほぼ全国各地の近世文書

を加えたコレクション。

○大阪文芸資料目録……3,500円 ※

　明治以降の、大阪にゆかりのある作家・画家・芸能人

などの作品や大阪を題材とした作品などの本学所蔵コレ

クションの目録。

○内藤文庫漢籍古刊・古鈔目録……2,500円 ※
　内藤湖南・伯健父子旧蔵書の一部善本類の目録。

○ 内藤文庫リスト　№ 1～№ 5…非売品（ただし、№ 1
は品切） ※
○芝居番付目録……8,000円 ※
　大阪を中心とする宝暦から昭和に至る歌舞伎、浄瑠璃

等の芝居番付約6,500点の目録。

○摂津国嶋上郡高浜村西田家文書目録……非売品
○河内国丹北郡六反村谷川家文書目録……非売品
○ 摂津国住吉郡中喜連村佐々木家文書目録……非売
品
○和泉国大鳥郡豊田村小谷家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡岩室村中林家文書目録……非売品

2　CD‒ROM版
○内藤文庫目録　KUL-bijou……非売品

3　図書館出版図書
○おおさか文藝書画展　図録……2,000円
　1994年 9 月、図書館創設80周年記念・文学部創設70周

年記念として開催した「おおさか文藝書画展―近世から

近代へ―」の図録

 以上

注　※印のものは関西大学図書館ウェブサイトの特殊コレクションにて目録を公開しています。
　　（http://opac.lib.kansai-u.ac.jp/



『図書館フォーラム』投稿要項
　 　制定　平成 8 年 3 月 31 日　　

　『大学図書館研究』の原稿募集要項に準じて、概要を次の

ように定める。

⑴　原稿執筆者の範囲

　　原則として、依頼記事・寄稿記事いずれの場合も、本学

の教育職員並びに本学図書館所属の職員を執筆者とする。

⑵　原稿の内容

　　次のいずれかで、執筆者自身の未発表原稿とする。

　　　ア　研究論文・研究ノート

　　　イ　図書館に関する調査・意見

　　　ウ　本学所蔵資料の紹介

　　　エ　図書館職員のレポート

　　　オ　その他図書館に関する記事

⑶　収　載

　　寄稿原稿が予定の紙幅を超える件数があったときは、収

載順序を図書館長が決める。

⑷　謝　礼

　　依頼記事の執筆者（図書館職員は除く）には、若干の謝

礼を贈呈する。ただし、抜刷は提供しない。

⑸　投稿先

　　　関西大学図書館事務室（℡ 06 ‒ 6368 ‒ 1157）

　　　電子メール（ lib-ent@ml.kandai.jp）

⑹　執筆要領

　ア　本誌 1ページにつき 2,070 字相当とする。

　イ　原稿は横書き、電子メールまたはフロッピーでの提出

を原則とし、手書き原稿も可とする。

　ウ　電子メールまたはフロッピーで提出する場合は、プレ

インテキスト（ txt）形式もしくはワープロ（Word）形

式を原則とする。

　エ　ワープロを使用の場合は、1 行を 23 字とし 45 行を 1

ページとして設定する。

　オ　本文中に図・表または写真を掲載する場合は、その相

当分の字数を割愛する。

　カ　原稿は次の順に記載する。

　　　①標題、②執筆者名、③本文、④注記、⑤引用文献、

⑥参考文献、および⑦執筆者名の読みがな・職名

　キ　原稿の表記は、次に従うものとする。

　　①漢字は原則として常用漢字を用い、新かなづかいによ

る。書誌学的な理由などから、特に旧字体を使用する

必要がある場合は、原稿用紙の右欄外にその旨を記す。

　　　また、欧文原稿を除き句読点は「。」「、」を用いる。

　　②数字は、引用文および漢語の一部として漢数字が習慣

的となっている場合を除き、原則としてアラビア数字

を用いる。

　　③引用文献、参考文献の記載方法は、次のとおりとする。

　　　ａ．雑誌論文の場合

　　　　　筆者名“論文標題”『雑誌名』巻（号）、年月、ペ

ージ

　　　ｂ．図書の中の一部引用の場合

　　　　　著者名“論文標題”『書名』（図書の著編者名）出

版地、出版者、出版年、ページ

　　　ｃ．図書の場合

　　　　　著者名『書名』出版地、出版者、出版年

　　　ｄ．欧文の場合は、著者名を転置形として、雑誌名ま

たは書名には『　』を付さずにアンダーラインで

示す（印刷では、イタリック体活字になる）。

　　　［例］Downs, Robert B.“How to start ａ library school.”

ALA Bulletin 52（6），1995.6, pp.32 ‒ 48.

　　　ｅ．インターネット上の文献

　　　　　著者名“文献標題”［参照年月日］（ＵＲＬ）

　　　［例］永沼博道“21 世紀の大学図書館に向けて―伝統

と現代化の相克”［参照 2003.1.20］

　　　　　（URL http://web.lib.kansai-u.ac.jp/library/about/

lib_pub/forum/2002_vol7/2002_01.pdf）

　ク　図・表は、図 1 、図 2 、表 1 、表 2 、fi g. 1 のように

記す。図または表を電算等で出力したものをそのまま使

用するときは、鮮明なものを用いる。写真は出来るかぎ

りモノクロームを用いる。図、表、写真には、その裏に

執筆者名、標題、図 1、図 2、表 1、表 2のように番号

を鉛筆書きのこと。

　ケ　校正は、初校を執筆者に依頼し、再校以降は図書館が

行うことを原則にするが、必要のある場合は、再校以降

についても執筆者の協力を得るものとする。

⑺　掲載した著作物の電子化と公開許諾について

　　本誌に掲載した著作物の著作権は執筆者に帰属するが、

次の事項について執筆者はあらかじめ了解するものとす

る。

　　ア　関西大学図書館ウェブサイトにて公開されること

　　イ 　国立国会図書館が行う電子メディアに収録されるこ

と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上　

 〈平成 21 年 12 月 1 日改正〉
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ＴＥＬ　06－ 6368 － 1157
http://opac.lib.kansai-u.ac.jp/

制　　　作　㈱遊　文　舎
〒 532 ‒ 0012 大阪市淀川区木川東 4 ‒ 17 ‒ 31
ＴＥＬ　06－ 6304 － 9325

編　集　後　記

　作業に取りかかった当初は、初めて取り組む編集作業に四苦八苦しておりましたが、お蔭様で図書館フォーラ

ム第 22 号を無事に刊行することができました。

　ご寄稿いただいた皆さまには、ご多忙の折にも関わらず、快くご執筆いただきましたことに心より感謝申し上

げます。また、刊行にあたりご協力いただいた方々にも改めて御礼申し上げます。

　最近の当館の状況としましては、当巻号でご報告いたしましたとおり、海外の逐次刊行物や電子ジャーナルの

高騰、為替変動の影響等により、新刊書の購入が困難になる等苦しい一面があります。一方で、2 年前に総合図

書館内にオープンしたラーニング・コモンズでは、学生たちが様々な情報資源を活用しながら一層活発に議論を

行っており、満席になることも珍しくありません。

　前号の編集担当者もこの欄で取り上げていたように、大学図書館は今、「アクティブ・ラーニングを取り入れた

学修支援ができる場であること」と「静謐な環境で自身の学習・研究活動に没頭することのできる従来の図書館

機能が維持された場であること」の一見矛盾する2つの「場」を提供することが求められています。こうした「場

としての図書館の二面性」における新たな課題に対して、図書館単独で取り組むことは難しくなってきています。

こうした状況の中、当館では学内の関係部署や教員、他大学図書館等とも連携を図りながら、少しずつ課題に取

り組んでいます。

　1 年後には、新たな取り組みの成果をご報告できればと考えておりますので、今後とも当館をよろしくお願い

いたします。

 （田中）
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一

　

関
西
大
学
所
蔵

「
村
田
春
門
家
集
」（
原
題
『
藤
門
雑
記　

近
代
和
歌
』）

関
西
大
学
図
書
館　

手
紙
を
読
む
会

●
●
●
●し

抄

ぼ
虫

　

今
回
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
と
な
っ
た

「
岩
崎
美
隆
文
庫
」
中
の
「
村
田
春
門
家
集
」（
原
題
『
藤
門
雑
記　

近
代
和
歌
』）
の

翻
刻
文
で
あ
る
。
岩
崎
美
隆
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
生
ま
れ
、
四
十
四
歳
の

若
さ
で
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
亡
く
な
っ
た
河
内
国
花
園
村
（
東
大
阪
市
）
の
国

学
者
、
歌
人
で
あ
る
。
村
田
春
門
（
一
七
六
五
〜
一
八
三
六
）
の
門
人
で
、
生
涯
河
内

か
ら
出
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
人
で
あ
っ
た
が
、
枕
草
子
研
究
や
和
歌
に
特
筆
す
べ
き

成
果
を
あ
げ
、
当
時
一
流
の
国
学
者
で
あ
っ
た
和
歌
山
の
加
納
諸
平
（
一
八
〇
六
〜
五

七
）
と
も
交
流
が
あ
り
、
近
隣
の
中
西
多
豆
伎
、
荒
木
義
蔭
は
、
美
隆
の
門
人
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
師
で
あ
る
村
田
春
門
の
家
集
作
成
の
た
め
に
、
春
門
の
和
歌
を
抜
書
き
し

た
も
の
で
あ
り
、
巻
末
に
「
天
保
四
巳
年
（
一
八
三
三
）
正
月
九
日
写
畢　

美
隆
」
の

記
載
が
あ
る
。
全
七
十
五
丁
に
わ
た
り
細
や
か
で
流
麗
な
文
字
で
筆
写
さ
れ
て
お
り
、

初
句
右
側
部
分
に

の
印
や
、
色
紙
で
付
箋
が
つ
け
ら
れ
た
和
歌
が
散
見
し
、
家
集

作
成
時
に
選
歌
す
べ
き
か
、
校
閲
し
た
跡
が
残
る
。
和
歌
総
数
千
百
七
十
九
首
（
内
十

二
首
は
市
岡
猛
彦
の
和
歌
）
で
あ
る
が
、
今
回
の
翻
刻
は
前
半
部
分
の
四
百
三
十
七
首

で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
詠
作
年
代
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
、後
半
部
分
に
な
る
が
、詞
書
に
「
以

下
丗
首　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
正
月
廿
二
日
夜
詠
」
と
あ
る
三
十
首
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
の
詞
書
中
の
語
句
や
人
名
で
、
詠
作
年
代
が
推
定
さ
れ
る
事
項
を
挙
げ
て
み
た

い
。

「
本
居
大
刀
自
の
八
十
賀
寄
鏡
祝
」
は
、
本
居
宣
長
の
妻
、
勝
子
（
一
七
四
一
〜

一
八
二
一
）
の
八
十
賀
で
、
文
政
三
年
頃
で
あ
る
。

「
市
岡
猛
彦
」（
一
七
八
一
〜
一
八
二
七
）
は
、
尾
張
藩
士
で
春
門
と
鈴
屋
同
門
。

文
政
十
年
没
。

「
中
西
重
孝
」（
一
七
七
八
〜
一
八
二
四
）
は
、
河
内
国
喜
里
川
村
（
東
大
阪
市
）

の
庄
屋
で
春
門
門
人
。
文
政
七
年
没
。

「
去
年
河
内
集
と
い
ふ
も
の
え
ら
ひ
つ
る
に
（
以
下
略
）」
の
「
河
内
集
」
は
、
岩

崎
美
隆
や
中
西
重
孝
等
が
編
集
し
、
文
政
二
〜
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
春
門
社
中
の

歌
集
で
あ
る
。

「
清
水
浜
臣
」（
一
七
七
六
〜
一
八
二
四
）
は
、
江
戸
の
国
学
者
。
文
政
七
年
没
。

「
紫
蓮
尼
」（
一
七
五
七
〜
一
八
二
七
）
は
、
河
内
国
日
下
村
（
東
大
阪
市
）
の
上

田
秋
成
と
交
流
の
あ
っ
た
歌
人
。
紫
蓮
は
号
で
、
通
称
は
、
唯
心
尼
。
文
政
十
年

没
。

　

春
門
が
大
坂
に
住
ん
だ
の
は
、
文
化
十
年
か
ら
文
政
十
一
年
に
か
け
て
で
あ
る
が
、

美
隆
が
春
門
の
門
人
と
な
っ
た
の
は
、
十
六
歳
頃
の
文
政
三
年
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
本

書
の
原
歌
と
な
っ
た
の
は
、
春
門
在
坂
中
、
美
隆
入
門
後
の
文
政
三
年
か
ら
文
政
十
年

前
後
の
詠
歌
と
推
定
さ
れ
る
。
本
書
を
、
美
隆
が
「
近
代
和
歌
」
と
名
付
け
た
所
以
で

あ
る
。「
岩
崎
美
隆
文
庫
」
に
は
、
他
に
も
筆
写
年
不
明
の
「
村
田
春
門
自
撰
集
」「
村

田
春
門
家
集
」（
い
ず
れ
も
、
原
題
『
藤
門
雑
記　

近
代
和
歌
』）
な
ど
が
あ
り
、
対
比

す
る
と
、
さ
ら
に
判
明
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
後
考
を
待
ち
た
い
。

一　

書
誌

書
型　

二
十
三
・
〇
×
十
六
・
三
糎

丁
数　

七
十
五
丁
（
墨
付
七
十
五
丁
）

表
紙
及
び
用
紙　

紺
色
布
目
地

内
題　

藤
門
雜
記　

近
代
和
哥



村田春門家集

二

印
記　
「
岩
崎
美
隆
文
庫
」

請
求
記
号　

LI2/911.204/I2/1

－49
資
料
Ｉ
Ｄ　

001507648

　

関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

森
川　

彰
（
助
言
者
）、
池
尻
孝
子
、
鵜
飼
香
織
、
田
中
純
子
、
中
川
敏
子
、
長
谷

章
子
、
瓢
野
由
美
子
、
福
嶌
真
奈
、
八
尾
奈
緒
美

二　

凡
例

　

翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。

・ 

漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

・ 

仮
名
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め

た
。

・
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

・
破
損
、
虫
害
、
判
読
不
能
は
□
で
示
し
た
。

・
明
ら
か
な
脱
字
に
つ
い
て
は
〔　

〕
を
付
け
て
補
っ
た
。

・
丁
移
り
は
」
で
示
し
、
下
に
丁
数
と
表
（
オ
）、
裏
（
ウ
）
と
明
記
し
た
。

写真①



図書館フォーラム第22号（2017）

三

　
　

藤
門
雑
記

　
　
　
　
　

近
代
和
歌

　
　
　
　

万
歳
楽

は
つ
は
る
の　

よ
こ
と
ほ
き
こ
と　

と
り
〳
〵
に　

う
た
ふ
そ
ら
す
む　

万
世
の
声

 

　

春
門

　
　
　
　

都
霞

か
も
川
や　

か
す
ミ
な
か
れ
て　

う
ち
日
さ
す　

み
や
こ
お
ほ
ち
そ　

は
る
め
き
に
け
る

 

同

は
る
風
の　

ぬ
る
ま
ぬ
ほ
と
は　

九
重
も　

ま
た
ひ
と
へ
な
る　

は
る
か
す
ミ
か
な

 

同

　
　
　
　

江
春
月

水
の
う
へ
に　

あ
そ
ふ
ほ
り
江
の　

み
や
こ
と
り　

声
か
す
む
よ
の　

月
そ
の
と
け
き　

 

同

　
　
　
　

蝶

あ
さ
風
ニ　

か
き
ね
の
小
草　

打
な
ひ
き　

さ
む
る
か
て
ふ
の　

春
の
よ
の
ゆ
め

 
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

早
春
興

梅
の
も
と　

や
な
き
の
か
け
と　

う
か
れ
よ
る　

わ
れ
を
や
い
と
ふ　

春
の
う
く
ひ
す　

 
同

 
1
オ
」

　
　
　
　

郭
公

夢
な
れ
や　

花
ハ
あ
と
な
き　

暁
の　

ま
と
の
若
葉
の　

山
ほ
と
ゝ
き
す

 

同

ほ
と
ゝ
き
す　

わ
か
や
と
ゝ
ひ
ぬ　

う
の
花
の　

月
よ
た
し
と
ハ　

つ
け
ぬ
も
の
か
ら

 

同

　
　
　
　

馬
上
郭
公

あ
り
あ
け
の　

月
け
の
こ
ま
の　

を
の
へ
よ
り　

く
も
に
は
な
れ
て　

鳴
ほ
と
ゝ
き
す

 

同

　
　
　
　

与
女
待
郭
公

ほ
と
ゝ
き
す　

な
れ
も
こ
よ
ひ
ハ　

こ
も
り
つ
ま　

こ
し
ら
へ
か
ね
て　

よ
を
明
す
ら
ん

 

同

　
　
　
　

神
祭

か
み
ま
つ
る　

杜
の
し
め
な
ハ　

夏
か
け
て　

を
り
に
あ
ひ
け
り　

ふ
ち
な
ミ
の
花

 

同

山
さ
と
に　

か
ミ
ま
つ
る
ら
し　

う
の
花
の　

い
ろ
に
た
く
へ
る　

そ
て
の
ゆ
く
見
ゆ

 

同

あ
め
は
る
　ゝ

杜
の
榊
の　

露
ち
り
て　

ゆ
ふ
へ
す
ゝ
し
き　

か
み
ま
つ
り
か
な

 

同

　
　
　
　

春
雨
静

う
ち
か
す
ミ　

あ
め
そ
ほ
ふ
れ
り　

み
よ
し
の
　ゝ

た
の
も
を
い
ま
か　

か
り
の
た
つ

ら
ん 

同

 

1
ウ
」

　
　
　
　

雨
中
苗
代

し
め
は
へ
し　

な
ハ
し
ろ
を
た
の　

さ
し
柳　

そ
れ
も
ミ
と
り
に　

春
さ
め
そ
ふ
る

 

同

　
　
　
　

貴
賤
更
衣

み
そ
の
ふ
ハ　

い
は
し
や
し
つ
か　

袖
か
き
も　

う
の
花
か
さ
ね　

な
つ
き
た
り
け
り　

 

同

　
　
　
　

若
竹

こ
と
し
お
ひ
の　

た
け
の
末
葉
も　

ひ
ろ
こ
り
ぬ　

の
き
の
す
ゝ
め
の　

ふ
し
な
る
ゝ

ま
て 

同

　
　
　
　

薬
玉

た
ま
に
ぬ
く　

た
ち
は
な
あ
や
め　

と
り
〳
〵
に　

ひ
と
に
く
か
ら
す　

か
を
る
そ
て

か
な 

同

　
　
　
　

荊
棘

さ
き
み
ち
し　

つ
ゝ
ミ
の
う
ハ
ら　

花
う
ハ
ら　

あ
さ
ゆ
ふ
つ
ゆ
の　

す
か
る
な
く
な
り

ほ
と
ゝ
き
す

4

4

4

4

4
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四

 

同

　
　
　
　

夏
動
物

あ
か
つ
き
の　

う
ハ
け
の
ほ
し
の　

か
け
見
ゆ
る　

か
の
こ
か
り
す
る　

の
へ
の
萩
原　

 

同

　
　
　
　

家
々
納
涼

門
に
出
て　

こ
と
ゝ
ひ
か
ハ
し　

す
ゝ
む
ら
し　

こ
の
ひ
と
さ
と
の　

夕
く
れ
の
声

 

同

 

2
オ
」

　
　
　
　

江
浮
草

に
ほ
と
り
の　

な
ら
ひ
て
う
か
ふ　

く
さ
か
え
や　

く
さ
の
か
た
か
き　

夏
の
夕
か
せ　

 

同

　
　
　
　

夏
夜
待
風

か
ゝ
り
ひ
も　

や
り
ミ
つ
と
ほ
く　

た
き
す
さ
ひ　

風
ま
ち
わ
た
る　

な
つ
の
よ
は
か
な

 

同

　
　
　
　

河
辺
早
秋

か
り
こ
ろ
も　

た
も
と
す
ゝ
し
も　

こ
ま
と
む
る　

ひ
の
く
ま
河
の　

あ
き
の
は
つ
か
せ

 

同

あ
ま
の
河　

つ
ゆ
の
す
か
ハ
ら　

う
ち
な
ひ
き　

な
き
さ
の
さ
と
に　

秋
か
せ
そ
ふ
く　

 

同

　
　
　
　

月
前
草
花

夕
つ
ゆ
の　

も
の
し
め
や
か
に　

な
り
に
け
り　

月
の
い
ろ
と
る　

あ
き
の
花
そ
の　
　

 

同

　
　
　
　

深
夜
擣
衣

か
ら
こ
ろ
も　

う
ち
お
と
ろ
か
す　

い
め
ひ
と
の　

ふ
し
見
の
さ
と
の　

月
そ
か
た
ふ
く

 

同

　
　
　
　

月
前
竹

つ
ゆ
ち
り
て　

月
を
さ
わ
か
す　

く
れ
た
け
の　

な
か
き
に
こ
ひ
の　

秋
の
よ
あ
ら
し　

 

同

あ
き
の
よ
の

4

4

4

4

4

 

　
　
　
　

名
所
鹿 

2
ウ
」

か
せ
さ
わ
く　

秋
を
う
し
と
や　

尾
花
ち
る　

し
つ
く
の
田
居
に　

鹿
の
鳴
ら
ん

 

同

　
　
　
　

禁
中
菊

さ
か
り
な
る　

き
く
の
か
さ
し
に　

ひ
さ
か
た
の　

ほ
し
の
か
す
そ
ふ　

く
も
の
上
か
な

 

同

　
　
　
　

九
月
十
三
夜
に
よ
め
る

か
り
の
こ
す　

お
く
て
の
つ
ゆ
の　

玉
か
づ
ら　

な
か
き
よ
こ
ろ
も　

あ
か
ぬ
月
哉

 

同

か
そ
へ
こ
し　

い
け
の
も
な
か
の　

月
よ
り
も　

て
り
ま
さ
り
け
り　

き
く
の
上
の
つ
ゆ

 

同

　
　
　
　

ま
た
折
句
十
三
夜

下
も
み
ち　

う
つ
ろ
ふ
月
の　

さ
よ
中
に　

む
ら
く
も
は
る
　ゝ

山
か
け
の
さ
と

 

同

　
　
　
　

河
に
も
み
ち
の
流
る
ゝ
を

も
み
ち
ふ
く　

あ
ら
し
の
ゝ
ち
の　

の
と
せ
河　

の
と
か
に
ミ
づ
の　

秋
そ
な
か
る
ゝ

 

同

　
　
　
　

擣
衣
幽

古
衣　

う
ち
し
く
れ
ゆ
く　

山
さ
と
ハ　

こ
ゑ
か
す
か
に
も　

更
る
月
か
け

 

同

　
　
　
　

田
家
初
冬

刈
は
て
し　

い
な
む
ら
雀　

た
ち
さ
わ
く　

か
と
た
の
さ
と
そ　

し
く
れ
そ
め
け
る

 

同

 

3
オ
」

　
　
　
　

冬
磯

み
さ
こ
ゐ
る　

あ
り
そ
の
松
の　

か
せ
さ
え
て　

こ
ほ
る
か
お
り
の　

あ
ま
の
ぬ
れ
衣

 

同

　
　
　
　

冬
原
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五

し
も
な
か
ら　

や
ま
と
な
て
し
こ　

に
ほ
ふ
也　

か
せ
吹
さ
や
く　

も
ろ
こ
し
か
ハ
ら

 

同

　
　
　
　

あ
ら
れ

玉
あ
ら
れ　

を
さ
ゝ
の
か
け
に　

吹
た
め
て　

し
は
し
は
風
の　

い
ろ
も
見
え
け
り

 

同

　
　
　
　

埋
火

よ
に
し
ら
ぬ　

春
そ
お
ほ
る　

炭
さ
し
て　

ぬ
る
や
こ
の
め
の　

か
を
る
山
さ
と

 

同

　
　
　
　

冬
雨

春
め
き
し　

冬
の
ゝ
ひ
ハ
り　

こ
ゑ
か
れ
て　

く
さ
の
い
ほ
り
に　

そ
ゝ
く
あ
め
か
な

 

同

　
　
　
　

千
鳥

お
き
つ
な
ミ　

ひ
ゝ
き
の
な
た
に　

月
お
ち
て　

か
こ
の
み
な
と
に　

ち
と
り
な
く
也  

 

同

　
　
　
　

枯
野

か
れ
を
花　

日
か
け
み
し
か
き　

ふ
ゆ
の
の
　ゝ

の
ひ
の
け
ふ
り
の　

末
そ
し
く
る
ゝ

 

同

 

3
ウ
」

　
　
　
　

初
雪

く
れ
な
ゐ
の　

お
ち
葉
こ
ろ
も
を　

た
ち
か
さ
ね　

薄
衣
ハ
か
り　

ふ
れ
る
ゆ
き
哉

 

同

　
　
　
　

依
花
待
春

さ
き
て
と
く　

ち
る
つ
れ
な
さ
を　

こ
り
す
ま
た　

花
と
し
い
へ
ハ　

春
そ
ま
た
る
ゝ

 

同

　
　
　
　

神
楽

み
ひ
し
ろ
く　

た
き
す
さ
ひ
た
る　

暁
の　

と
ほ
し
ひ
あ
ね
の　

そ
て
さ
ゆ
る
な
り

 

同

　
　
　
　

近
恋

た
ち
さ
わ
く　

よ
の
あ
た
な
ミ
に　

し
ほ
ふ
ね
の　

な
ら
ふ
と
な
り
も　

中
ハ
絶
け
り　

 

同

　
　
　
　

寄
柴
恋

日
に
そ
へ
て　

や
せ
と
や
せ
ゆ
く　

我
身
こ
そ　

も
ゆ
る
お
も
ひ
の　

ま
し
ハ
な
り
け
れ

 

同

　
　
　
　

寄
糸
恋

か
た
い
と
の　

お
も
ひ
よ
り
て
も　

と
け
か
ぬ
る　

そ
の
ひ
と
ふ
し
ニ　

ま
よ
ふ
こ
ろ

か
な 

同

　
　
　
　

寄
都
祝

い
は
く
ら
の　

山
の
い
は
か
ね　

よ
ろ
つ
よ
を　

つ
み
て
う
こ
か
ぬ　

み
や
こ
成
け
り　

 

同

 

4
オ
」

　
　
　
　

雛ひ
な

す
ゝ
め
の
と
ひ
め
く
る
を

ひ
な
す
ゝ
め　

は
ね
な
ら
ハ
し
に　

と
ふ
も
の
　ゝ

こ
け
の
つ
ゆ
を
も　

み
た
さ
ゝ
り

け
り 

同

　
　
　
　

故
郷
蝉

う
つ
せ
み
の　

世
ハ
つ
ね
な
し
や　

ふ
る
さ
と
の　

松
の
ミ
た
か
き　

ゆ
ふ
く
れ
の
声　

 

同

　
　
　
　

山
中
社
中
女
方
男
方
と
わ
け
て
う
た
合
し
け
る
に
女
か
た
か
ち
け
れ
ハ

月
こ
そ
ハ　

う
ハ
の
そ
ら
な
れ　

あ
め
も
よ
の　

あ
ハ
れ
も
ふ
か
く　

な
く
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
　
　

こ
ハ
女
か
た
ハ
雨
中
の
ほ
と
ゝ
き
す
男
方
ハ
月
前
の
ほ
と
ゝ
き
す
な
り
け
れ
ハ
也

 

同

　
　
　
　

鵜
河

よ
も
す
か
ら　

か
ゝ
り
さ
し
そ
へ　

河
浪
の　

あ
ら
う
の
手
な
は　

く
り
か
へ
す
ら
む　

 

同

　
　
　
　

滝
辺
納
涼

た
き
の
い
と
は　

む
す
ふ
に
か
た
き　

も
の
な
か
ら　

な
つ
ハ
ひ
と
を
も　

ひ
き
と
ゝ

め
け
り 

同
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六

　
　
　
　

山
家
雨

す
み
な
れ
し　

山
さ
と
ひ
と
は　

か
く
は
か
り　

お
も
ひ
い
る
と
も　

見
え
ぬ
あ
め
か
な

 

同

 

4
ウ
」

　
　
　
　

漁
舟
火

海
原
ハ　

つ
き
な
き
よ
は
も　

は
る
〳
〵
と　

ふ
ね
の
か
す
さ
へ　

見
ゆ
る
い
さ
り
火　

 

同

　
　
　
　

秋
草

う
つ
く
し
ミ　

よ
り
て
も
ひ
か
ん　

あ
き
く
さ
の　

花
の
た
も
と
に　

か
ゝ
る
し
ら
つ
ゆ

 

同

　
　
　
　

寄
髪
恋　

わ
た
つ
ミ
の　

雁
を
ふ
か
め
て　

み
る
ふ
さ
の　

い
は
ひ
て
あ
く
る　

い
も
か
く
ろ
か
ミ

 

同

　
　
　
　

老
人
恋

お
い
な
か
ら　

心
ハ
な
ほ
も　

す
き
も
の
と　

ひ
と
の
す
さ
め
ぬ　

こ
の
ミ
な
り
け
り　

 

同

　
　
　
　

夏
興

か
ふ
ち
ね
に 

月
さ
し
い
つ
る 

夕
し
ほ
の 

ひ
か
り
す
ゝ
し
き 

浦
風
そ
吹

 

同

　
　
　
　

白
地
恋

た
つ
ぬ
へ
き　

し
を
り
も
と
め
す　

天
の
と
の　

あ
か
ら
さ
ま
な
る　

我
ち
き
り
か
な　

 

同

　
　
　
　

人
に
梅
の
ミ
を
こ
ふ
と
て

あ
め
は
る
　ゝ

こ
の
下
や
ミ
に　

色
つ
き
し　

う
め
の
ミ
を
こ
そ　

ほ
し
と
い
ふ
な
れ　

 

同

 

5
オ
」

　
　
　
　

遠
夕
立

川
上
の　

夕
立
し
る
く　

す
ゝ
し
さ
も　

こ
ゝ
に
あ
ふ
れ
て　

な
か
れ
き
に
け
り

 

同

　
　
　
　

蓼

か
た
く
え
し　

堰
の
小
河　

こ
し
〳
〵
に　

野
た
て
は
な
さ
く　

ミ
な
つ
き
の
そ
ら

 

同

　
　
　
　

夏
声

松
か
せ
も　

す
ゝ
し
か
ら
す
ハ　

あ
ら
ね
と
も　

い
は
ね
の
ミ
つ
そ　

な
つ
の
声
な
る　

 

同

　
　
　
　

楊
貴
妃

そ
の
い
ろ
の　

い
つ
か
も
り
け
む　

ま
と
ふ
か
く　

お
ひ
さ
き
こ
も
る　

ひ
め
ゆ
り
の
花

 

同

　
　
　
　

寄
剣
恋

つ
る
き
た
ち　

な
の
た
つ
か
ひ
ハ　

な
に
な
れ
や　

み
に
そ
ひ
て
の
ミ　

き
え
ぬ
面
影　

 

同

　
　
　
　

田
家
晩
夏

水
ち
か
き　

あ
か
た
の
さ
と
の　

瓜
つ
く
り　

み
の
や
す
け
に
も　

な
つ
そ
な
か
る
ゝ

 

同

ゆ
ふ
た
ち
も　

ほ
と
よ
く
ふ
り
て　

う
ち
な
ひ
く　

か
と
た
の
さ
と
の　

夏
そ
す
ゝ
し
き

 

同

 

5
ウ
」

　
　
　
　

蛍
火
近
秋

く
れ
ゆ
け
ハ　

ほ
の
め
き
に
け
り　

あ
き
ち
か
き　

か
と
た
の
ほ
た
る　

あ
り
と
ハ
か

り
は 

同

　
　
　
　

水
辺
月
秋
涼

み
な
月
ハ　

な
か
ハ
な
か
ら
に　

小
ふ
ね
こ
く　

浪
の
う
へ
に
は　

あ
き
風
そ
吹

 

同

　
　
　
　

寄
湊
恋

な
ミ
た
河　

な
か
れ
の
末
ハ　

も
ミ
ち
葉
の　

あ
き
の
み
な
と
の　

浪
や
た
ゝ
ま
し

 

同
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七

　
　
　
　

水
無
月
萩
の
さ
き
た
る
を

わ
か
や
と
の　

む
く
ら
の
つ
ゆ
に　

い
そ
か
れ
て　

い
ろ
め
く
く
さ
の　

秋
そ
あ
や
し
き

 

同

　
　
　
　

臨
水
観
魚

い
け
ミ
つ
も　

し
つ
か
に
魚
の　

う
か
ひ
い
て　

あ
き
と
ふ
く
れ
の　

風
そ
す
ゝ
し
き　

 

同

　
　
　
　

み
な
月
ハ
か
り
志
賀
の
山
こ
え
し
て

み
な
月
や　

し
か
の
山
ち
ハ　

谷
川
の　

な
ミ
の
花
こ
そ　

い
ま
さ
か
り
な
れ　
　
　
　

 

同

　
　
　
　

松
風
如
秋

ゆ
ふ
た
ち
の　

く
も
吹
お
く
る　

山
か
せ
の　

松
に
き
せ
た
る　

あ
き
の
ぬ
れ
衣　
　
　

 

同

 

6
オ
」

　
　
　
　

返
事
増
恋

か
き
く
ら
す　

く
も
の
か
へ
し
の　

山
風
に　

ふ
り
そ
ふ
も
の
ハ　
　

な
み
た
な
り
け
り

 

同

　
　
　
　

寄
舟
恋

む
ね
ハ
な
と　

あ
ひ
か
た
か
ら
ん　

よ
ひ
〳
〵
の　

と
ま
り
た
か
へ
ぬ　

あ
ま
の
苫
船　

 
同

　
　
　
　

恋
不
離
身

あ
り
と
た
に　

め
に
ハ
見
え
ね
と　

く
も
り
ひ
の　

か
け
こ
そ
こ
ひ
の　

心
な
り
け
れ　

 

同

　
　
　
　

夕
く
れ
に
雁
の
な
く
を

よ
み
も
あ
へ
す　

か
り
の
た
ま
つ
さ　

か
き
け
ち
て　

お
つ
る
や
い
つ
こ　

夕
く
れ
の
空

 

同

　
　
　
　

深
林
人
不
逢

も
り
陰
に　

こ
け
の
こ
み
ち
ハ　

見
え
な
か
ら　

こ
の
ミ
を
ひ
ろ
ふ　

ひ
と
た
に
も
な
し

 

同

　
　
　
　

八
月
十
五
夜
に
よ
め
る

な
ほ
さ
り
に　

月
ハ
み
せ
し
と　

お
ほ
か
た
の　

人
を
し
つ
め
て　

は
る
ゝ
く
も
か
な　

 

同

　
　
　
　

十
日
菊 

6
ウ
」

き
の
ふ
よ
り　

け
ふ
そ
ま
さ
れ
る　

き
の
ふ
み
て　

け
ふ
み
る
き
く
の　

花
の
匂
ひ
ハ　

 

同

　
　
　
　

霜
風
九
月
空　

わ
ひ
し
ら
に　

ま
し
ら
な
く
也　

暁
の　

松
の
し
も
ふ
く　

ミ
ね
の
あ
き
風

 

同

　
　
　
　

禁
中
月

ひ
さ
か
た
の　

月
の
御
あ
そ
ひ　

い
く
を
れ
か　

そ
て
か
へ
す
ら
む　

あ
き
の
ミ
や
人　

 

同

　
　
　
　

陵
園
妾

と
き
め
き
し　

む
か
し
の
秋
の　

夢
さ
め
て　

ま
く
ら
に
さ
ゆ
る　

東
明
の
月　
　
　
　

 

同

　
　
　
　

渡
雁

萩
見
つ
　ゝ

よ
と
ち
を
ゆ
け
ハ　

か
ら
ろ
お
す　

ふ
ね
よ
り
さ
き
に　

わ
た
る
か
り
か
ね

 

同

　
　
　
　

寄
雨
恨
恋

な
ミ
た
河　

ミ
か
さ
ま
さ
れ
と　

ふ
る
雨
の　

あ
し
も
と
ゝ
め
す　

か
へ
る
関
か
な　
　

 

同

　
　
　
　

折
紅
葉

一
枝
た
に　

も
み
ち
に
あ
け
る　

山
守
と　

お
も
ひ
の
外
に　

ゆ
る
さ
ゝ
り
け
り　
　
　

 

同

　
　
　
　

古
都
秋
風 

7
オ
」

柴
垣
の　

ミ
や
ち
ハ
ふ
り
て　

葛
花
に　

そ
て
の
ゆ
か
り
の　

あ
き
風
そ
吹　

 

同

い
ろ
か
へ
ぬ　

松
ハ
む
か
し
の　

秋
風
も　

ふ
る
き
ミ
や
こ
ハ　

も
の
そ
か
な
し
き　
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八

 

同

　
　
　
　

紅
葉
帯
霜

も
み
ち
葉
の　

い
ろ
を
ハ
色
と　

そ
め
な
か
ら　

あ
や
し
く
し
ら
む　

あ
け
ほ
の
ゝ
霜　

 

同

　
　
　
　

秋
夕
情

草
の
い
ほ
の　

秋
の
夕
を　

か
な
し
と
も　

う
し
と
も
い
か
て　

も
の
ハ
い
ふ
へ
き

 

同

　
　
　
　

秋
良
空

と
こ
よ
も
の　

橘
に
お
く　

つ
ゆ
し
も
　ゝ

い
ろ
め
く
あ
き
の　

風
そ
み
に
し
む　

 

同

た
を
や
め
の　

そ
て
の
か
さ
ね
の　

色
さ
へ
も　

ふ
か
く
な
り
ゆ
く　

秋
の
夕
風

 

同

　
　
　
　

秋
旅
泊

こ
き
は
つ
る　

秋
の
ミ
な
と
の　

舟
の
上
ハ　

な
く
さ
む
か
た
も　

浪
の
う
き
き
り

 

同

　
　
　
　

秋
時
雨

ま
く
す
葉
ハ　

な
に
の
つ
ミ
な
き　

し
く
れ
を
も　

恨
か
ほ
な
る　

山
風
そ
吹

 

同

 
7
ウ
」

　
　
　
　

李
婦
人

み
え
な
か
ら　

こ
と
も
か
ハ
さ
す　

お
も
ひ
の
ミ　

そ
ら
に
き
え
ゆ
く　

ま
ほ
ろ
し
そ

う
き 

同

　
　
　
　

九
月
空

か
き
り
あ
り
と　

み
す
く
す
秋
の　

心
さ
へ　

あ
や
な
く
さ
わ
く　

み
ね
の
う
き
く
も

 

同

　
　
　
　

犬

し
の
ふ
れ
ハ　

よ
そ
の
門
も
る　

い
ぬ
さ
へ
も　

心
お
か
る
　ゝ

よ
は
の
声
か
な

 

同

　
　
　
　

汀
氷

み
き
ハ
に
ハ　

と
り
た
に
も
ゐ
す　

浪
の
音
も　

氷
の
下
の　

冬
こ
も
る
夜
ハ

 

同

　
　
　
　

秋
夕
鐘

入
相
の　

か
ね
の
ひ
ゝ
き
に　

こ
た
へ
つ
　ゝ

ち
る
か
尾
花
か　

そ
て
の
し
ら
つ
ゆ

 

同

　
　
　
　

秋
月

く
さ
の
つ
ゆ　

お
き
て
ゝ
月
を　

見
よ
と
て
や　

い
と
し
も
秋
ハ　

よ
な
か
ゝ
る
ら
む　

 

同

　
　
　
　

懐
旧

ひ
と
の
よ
の　

な
ら
ひ
と
お
も
へ
と　

な
け
か
れ
ぬ　

け
ふ
ハ
き
の
ふ
の　

む
か
し
て

ふ
こ
と 

同

 

8
オ
」

　
　
　
　

秋
神
祇

柳
葉
に　

い
な
ほ
ぬ
き
か
け　

さ
と
ひ
と
も　

匂
ひ
さ
か
ゆ
る　

神
ま
つ
り
か
な

 

同

　
　
　
　

惜
秋

お
い
ぬ
と
て　

せ
め
て
を
し
む
も　

ゆ
く
秋
も　

よ
の
こ
と
わ
り
の　

外
な
ら
し
を
や

 

同

　
　
　
　

寄
関
屋
春
恋

ひ
と
め
も
る　

せ
き
や
に
た
つ
る　

を
車
の　

め
く
る
月
日
も　

か
そ
へ
ら
れ
つ
ゝ

 

同

　
　
　
　

田
上
霧

か
り
の
こ
す　

お
く
て
吹
わ
け　

う
き
霧
を　

は
ら
ひ
も
は
て
ぬ　

秋
の
夕
か
せ

 

同

　
　
　
　

漁
村
秋

う
を
お
と
る　

か
と
の
い
り
江
の　

い
と
す
ゝ
き　

つ
り
ハ
り
と
の
ミ　

三
日
月
の
か
け

 

同
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九

　
　
　
　

秋
夢

み
つ
く
へ
き　

も
の
と
ハ
な
し
に　

長
夜
の　

ゆ
め
に
も
ゆ
め
を　

た
の
ミ
つ
る
か
な  

 

同

　
　
　
　

初
冬
山
家 

8
ウ
」

山
さ
と
ハ　

さ
わ
く
こ
の
葉
の　

お
と
も
な
く　

ゆ
ふ
あ
さ
り
し
て　

と
り
ハ
い
に
け
り

 

同

山
さ
と
に　

か
り
の
こ
し
た
る　

柴
く
り
の　

も
と
あ
ら
ハ
な
る　

風
そ
さ
ひ
し
き　
　

 

同

山
さ
と
の　

ふ
ゆ
そ
さ
ひ
し
き　

も
み
ち
ハ
　ヽ

鳥
居
か
ら
し
て　

そ
の
色
も
な
く　
　

 

同

　
　
　
　

名
所
千
鳥

ぬ
は
た
ま
の　

黒
牛
潟
の　

さ
よ
ち
と
り　

月
を
し
松
の　

か
け
に
鳴
ら
む

 

同

　
　
　
　

時
雨
驚
夢

あ
か
つ
き
の　

あ
ハ
れ
し
れ
と
や　

む
ら
し
く
れ　

恋
せ
ぬ
ひ
と
の　

ま
く
ら
と
ふ
ら
む

 

同

　
　
　
　

互
忍
恋

う
き
な
か
ら　

し
の
ふ
こ
ゝ
ろ
の　

た
か
ハ
ぬ
を　

た
の
ミ
と
こ
ろ
に　

こ
ふ
る
こ
ろ

か
な 
同

　
　
　
　

小
柴
垣
に
菊
の
さ
き
の
こ
り
た
る
を

な
ほ
秋
の　

し
め
の
う
ち
と
も　

見
ゆ
る
か
な　

お
く
れ
て
に
ほ
ふ　

し
ら
き
く
の
花　

 

同

　
　
　
　

初
冬
風

冬
た
て
ハ　

い
と
ゝ
ミ
た
る
　ゝ

し
の
す
ゝ
き　

花
ハ
の
か
せ
の　

吹
つ
く
し
つ
ゝ

 

同

 

9
オ
」

　
　
　
　

初
冬

さ
の
み
な
と　

う
ち
し
く
る
ら
ん　

か
ミ
な
月　

た
ち
し
を
し
ら
ぬ　

ひ
と
ハ
あ
ら
し
を

 

同

し
く
れ
ふ
り　

も
ミ
ち
み
た
れ
て　

な
か
〳
〵
に　

冬
の
は
し
め
は　

さ
ひ
し
け
も
な
し

 

同

　
　
　
　

稀
恋

あ
ふ
こ
と
ハ　

秋
の
七
日
ハ　

い
み
つ
る
を　

い
か
て
あ
え
た
る　

ち
き
り
な
る
ら
む　

 

同

　
　
　
　

雨
中
灯

あ
め
さ
そ
ふ　

た
け
の
あ
ら
し
の　

打
さ
わ
き　

ひ
か
り
さ
た
め
ぬ　

ま
と
の
と
も
し
ひ

 

同

　
　
　
　

残
紅
葉

山
か
け
や　

誰
あ
つ
ら
へ
て　

ひ
と
も
と
ハ　

風
の
よ
き
た
る　

も
み
ち
な
る
ら
む

 

同

　
　
　
　

薄
暮
思
秋

い
ま
さ
ら
に　

お
も
へ
ハ
ゆ
か
し　

色
も
な
く　

か
れ
ふ
る
く
さ
の　

あ
き
の
夕
か
せ

 

同

　
　
　
　

一
鳥
過
寒
水 

9
ウ
」

よ
る
な
ミ
の　

な
か
ハ
こ
ほ
れ
る　

嶋
つ
と
り　

う
た
て
つ
は
さ
を　

し
を
る
河
風

 

同

う
き
妻
を　

な
く
さ
め
兼
て　

を
し
と
り
ハ　

さ
や
く
あ
し
ま
の　

床
は
な
る
ら
む

 

同

　
　
　
　

木
枯

お
ち
葉
さ
へ　

な
ほ
も
ふ
く
な
る　

こ
か
ら
し
の　

風
の
こ
ゝ
ろ
そ　

あ
や
し
か
り
け
る

 

同

　
　
　
　

寄
笠
恋

う
き
こ
と
の　

あ
り
ま
す
か
ゝ
さ　

き
て
も
な
ほ　

な
ミ
た
の
あ
め
ハ　

せ
ん
か
た
も

な
し 

同

　
　
　
　

誂
恋

あ
つ
ら
へ
し　

の
ち
の
こ
ゝ
ろ
の　

わ
り
な
く
て　

お
ほ
つ
か
な
さ
を　

く
り
か
へ
し
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一
〇

つ
ゝ 

同

　
　
　
　

朝
霜

と
ゝ
め
え
す　

わ
か
れ
し
こ
ま
の　

あ
と
見
え
て　

あ
さ
し
も
白
し　

か
と
の
棚
は
し　

 

同

　
　
　
　

時
雨

し
く
れ
ニ
ハ　

き
そ
ひ
お
く
れ
て　

も
み
ち
は
の　

つ
ゆ
に
も
か
さ
す　

わ
か
た
も
と

か
な 

同

　
　
　
　

冬
野

ほ
た
で
の
ミ　

か
つ
〳
〵
見
え
て　

冬
の
ゝ
の　

夕
日
あ
へ
な
く　

か
け
く
れ
に
け
り　

 

同

 

10
オ
」

　
　
　
　

な
き
名

こ
ひ
衣　

か
た
ミ
に
ゆ
る
す　

な
か
な
ら
は　

た
つ
な
も
さ
の
ミ　

な
け
か
さ
ら
ま
し　

 

同

　
　
　
　

と
こ
夏
の
巻
を

あ
ふ
ミ
ち
や　

と
ほ
く
た
つ
ね
し　

い
か
ゝ
さ
き　

い
か
に
か
け
た
る　

た
こ
の
う
ら
波

 

同

　
　
　
　

ほ
た
る
の
巻

な
つ
む
し
の　

ひ
か
り
は
か
り
の　

し
る
へ
に
ハ　

い
と
ゝ
こ
ゝ
ろ
の　

ま
と
ハ
る
ゝ

か
な 
同

　
　
　
　

残
菊

お
ほ
か
た
の　

秋
の
い
ろ
か
ハ　

つ
く
し
わ
た　

か
さ
ね
て
に
ほ
ふ　

し
ら
き
く
の
花　

 

同

か
み
な
月　

い
ま
ひ
と
し
ほ
の　

し
ら
き
く
ハ　

し
く
れ
の
そ
む
る　

い
ろ
に
や
有
ら
ん

 

同

　
　
　
　

野
行
幸

花
と
ち
る　

ミ
ゆ
き
の
つ
ら
の　

す
り
衣　

き
そ
ひ
た
ち
け
り　

の
ち
の
あ
け
ほ
の

 

同

ら
に
4

4

 

大
王
の　

ち
か
き
ま
も
り
の　

駒
並
て　

の
ち
ふ
ミ
あ
ら
し　

い
づ
る
た
か
人

 

同

　
　
　
　

寄
滝
恋 

10
ウ
」

わ
き
か
へ
る　

な
ミ
た
の
滝
の　

水
々
ハ　

我
も
の
か
ら
に　

せ
き
そ
か
ね
つ
る

 

同

世
に
ハ
な
と　

た
き
の
ミ
な
わ
の　

う
き
名
の
ミ　

き
ゆ
と
し
も
な
く　

た
ち
に
た
つ

ら
む 

同

　
　
　
　

冬
衣

山
人
ハ　

こ
の
は
こ
ろ
も
　ゝ

ち
り
の
よ
に　

た
ち
ま
し
ハ
る
と　

炭
や
や
く
ら
む

 

同

そ
て
く
ち
の　

色
を
か
さ
ね
て　

降
雪
の　

あ
た
ゝ
か
け
な
る　

庭
の
松
か
え

 

同

　
　
　
　

冬
鳥

ゆ
き
ふ
か
き　

ミ
山
か
ら
す
の　

う
か
れ
い
て
　ゝ

ゑ
ハ
み
に
あ
か
ぬ　

さ
と
の
ゆ
ふ

く
れ 

同

刈
は
て
し　

岡
田
に
し
め
も　

い
か
る
か
も　

き
ゐ
て
鳴
な
る　

声
の
さ
む
け
さ

 

同

　
　
　
　

冬
の
ゝ
に
雲
雀
の
鳴
を

か
れ
く
さ
を　

や
く
の
ゝ
け
ふ
り　

打
靡　

冬
の
そ
ら
と
も　

な
く
ひ
は
り
か
な

 

同

く
さ
ハ
根
に　

春
ま
つ
の
へ
の　

朝
附
日　

声
を
か
す
め
て　

ひ
は
り
鳴
な
り

 

同

　
　
　
　

紅
葉
の
ち
り
た
る
池
ニ
に
氷
ゐ
た
る

日
を
へ
て
も　

な
ほ
く
ち
は
て
ぬ　

紅
葉
の　

秋
ハ
氷
そ　

へ
た
て
な
り
け
る

 

同

ち
り
う
か
ふ　

秋
の
に
し
き
の　

ひ
も
か
ゝ
ミ　

風
こ
そ
け
さ
ハ　

む
す
ひ
そ
め
け
れ　

 

同

 

11
オ
」
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一
一

　
　
　
　

海
辺
冬

ち
り
か
ひ
し　

あ
し
の
花
さ
へ　

な
に
ハ
か
た　

冬
ハ
か
せ
の
み　

あ
る
ゝ
海
つ
ら

 

同

　
　
　
　

夜
神
楽

御
火
し
ろ
く　

雪
の
花
さ
へ　

打
ち
り
て　

あ
く
と
き
し
ら
ぬ　

か
ミ
あ
そ
ひ
か
な

 

同

赤
紐
の　

あ
か
つ
き
か
け
て　

あ
そ
ふ
ら
し　

杜
と
よ
も
せ
る　

声
の
き
こ
ゆ
る

 

同

　
　
　
　

隔
遠
路
恋

は
る
か
な
る　

人
を
こ
ふ
と
て　

は
ゆ
ま
ち
の　

す
ゝ
ろ
な
る
ね
の　

な
か
れ
つ
る
哉　

 

同

お
な
し
よ
に　

あ
り
と
は
か
り
を　

し
る
へ
ニ
て　

と
ほ
き
こ
し
ち
の　

ゆ
き
や
け
な

か
し 

同

　
　
　
　

独
見
雪

み
つ
ゝ
た
　ゝ

ひ
と
り
に
の
ミ
そ　

か
こ
た
る
　ゝ

椎
の
は
た
れ
の　

ゝ
き
の
白
ゆ
き　

 

同

ひ
と
り
し
て　

ミ
る
に
心
ハ　

な
く
さ
ま
て　

う
も
れ
か
た
く
も　

雪
そ
ふ
り
け
る

 

同

　
　
　
　

寄
苔
祝

い
く
そ
ハ
く　

年
を
か
さ
ね
て　

こ
の
や
と
の　

い
は
ほ
の
こ
け
の　

花
ハ
さ
く
ら
ん　

 

同

 

11
ウ
」

神
の
ま
す　

ミ
山
の
松
の　

さ
か
り
こ
け　

な
か
ゝ
れ
と
の
ミ　

よ
を
ま
も
る
ら
ん

 

同

　
　
　
　

松
延
齢
友

た
ち
な
れ
て　

と
も
と
し
ミ
れ
ハ　

松
か
え
も　

お
の
か
ち
と
せ
を　

た
の
み
か
ほ
也　

 

同

　
　
　
　

山
初
雪

風
交
ニ　

け
さ
そ
ふ
り
く
る　

ミ
や
ま
に
ハ　

め
つ
ら
し
か
ら
ぬ　

庭
の
し
ら
雪

 

同

　
　
　
　

寄
花
懐
旧

も
ゝ
世
へ
し　

そ
の
よ
の
春
に　

色
も
か
も　

を
ち
か
へ
り
て
や　

花
の
咲
ら
む

 

同

　
　
　
　

早
梅

梅
の
花　

な
れ
ハ
か
り
こ
そ　

う
れ
し
け
れ　

ふ
た
ゝ
ひ
春
の　

い
ろ
を
見
す
れ
ハ

 

同

冬
か
け
て　

し
め
つ
る
そ
の
　ゝ

梅
の
花　

こ
ゝ
ろ
は
る
な
る　

色
を
見
せ
け
り

 

同

　
　
　
　

蕪

梓
弓　

は
る
ま
つ
さ
と
に　

ひ
く
も
の
ハ　

ミ
と
り
葉
き
よ
き　

か
ふ
ら
な
り
け
り　
　

 

同

あ
さ
み
と
り　

お
く
し
も
な
か
ら　

う
ち
な
ひ
き　

あ
さ
な
夕
な
に　

と
め
る
さ
と
か
な

 

同

 

12
オ
」

　
　
　
　

立
春

山
か
ら
す　

鳴
て
そ
わ
た
る　

ひ
と
ゝ
せ
の　

も
の
ゝ
は
し
め
の　

春
の
初
声

 

同

あ
さ
ミ
と
り　

水
な
き
そ
ら
も　

と
し
な
ミ
の　

け
さ
た
ち
か
へ
り　

は
る
風
そ
ふ
く

 

同

と
し
へ
て
も　

春
た
つ
け
ふ
の　

う
れ
し
さ
は　

た
と
へ
て
い
は
む　

こ
と
の
は
も
な
し

 

同

　
　
　
　

正
月
二
日
風
い
と
あ
ら
く
雪
折
々
ふ
り
け
れ
ハ

雪
さ
そ
ふ　

松
の
ひ
ゝ
き
も　

け
ふ
と
い
へ
は　

心
か
ら
な
る　

は
る
の
は
つ
か
せ

 

同

　
　
　
　

こ
そ
の
く
れ
に

さ
こ
そ
よ
の　

こ
と
わ
り
な
ら
め　

花
紅
葉　

こ
と
そ
と
も
な
く　

く
る
ゝ
と
し
月
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一
二

 

同

　
　
　
　

除
夜

夜
を
ま
も
る　

ま
て
こ
そ
あ
ら
ね　

厚
氷　

う
ち
と
け
て
し
も　

ね
ら
れ
さ
り
け
り

 

同

　
　
　
　

早
春
雪

さ
ほ
ひ
め
の　

た
つ
や
か
す
ミ
の　

袖
す
り
て　

春
ま
た
さ
む
き　

あ
わ
雪
そ
ふ
る　
　

 

同

　
　
　
　

山
家
早
春 

12
ウ
」

花
鳥
の　

い
ろ
ね
も
お
そ
き　

山
さ
と
に　

は
る
た
つ
こ
と
を　

た
れ
か
つ
く
ら
ん　
　

 

同

　
　
　
　

七
日
の
ひ
よ
め
る

わ
か
ゝ
へ
る　

も
の
か
ハ
あ
や
な　

と
し
こ
と
ニ　

の
へ
の
な
ゝ
く
さ　

つ
ミ
と
つ
め

と
も 

同

　
　
　
　

山
中
家
の
人
々
例
の
こ
と
わ
か
な
お
く
ら
れ
け
る
に

つ
み
は
や
す　

の
へ
の
わ
か
な
ハ　

春
こ
と
に　

う
れ
し
き
色
を　

ひ
と
に
見
せ
け
り

 

同

　
　
　
　

七
日
雪
ふ
り
た
り
六
日
子
の
日
な
れ
ハ

ね
の
日
せ
し　

き
の
ふ
の
ゝ
へ
の　

は
つ
わ
か
な　

ち
よ
を
か
さ
ね
て　

つ
め
る
け
ふ

か
な 

同

　
　
　
　

忠
礼
主
き
の
ふ
住
吉
に
詣
て
松
を
ひ
き
て
き
た
り
と
て

　
　
　
　

け
さ
見
れ
ハ　

う
つ
し
う
ゑ
た
る　

松
の
葉
に　

雪
も
つ
も
り
の　

庭
の

　
　
　
　

お
も
か
な
と
よ
ミ
て
み
せ
ら
れ
け
れ
ハ

う
つ
す
よ
り　

や
か
て
も
雪
の　

つ
も
る
ら
し　

ち
よ
へ
む
松
の　

さ
か
も
し
ら
れ
て

 

同

　
　
　
　

春
雪
晴

さ
ほ
姫
の　

か
す
ミ
の
た
も
と　

お
ふ
ハ
な
む　

は
る
れ
ハ
き
ゆ
る　

春
の
沫
雪

 

同

 

13
オ
」

淡

・・

松
か
え
の　

花
と
ふ
り
つ
る　

あ
わ
雪
ハ　

春
日
し
も
こ
そ　

あ
ら
し
な
り
け
れ

 

同

　
　
　
　

鶯
遅

う
く
ひ
す
の　

も
の
う
き
ほ
と
の　

鳴
音
た
に　

き
か
ハ
や
と
お
も
ふ
を　

さ
ゆ
る
朝
風

 

同

春
霞　

へ
た
て
ハ
い
か
に　

け
ふ
も
猶　

声
も
き
か
せ
ぬ　

た
に
の
う
く
ひ
す

 

同

　
　
　
　

暁
梅

う
め
か
ゝ
に　

あ
や
し
や
心　

さ
の
ミ
な
と　

お
も
ひ
し
む
ら
ん　

あ
か
つ
き
の
そ
ら　

 

同

　
　
　
　

朝
梅

い
さ
と
き
も　

た
れ
ゆ
ゑ
な
ら
す　

月
の
こ
る　

梅
の
こ
す
ゑ
の　

鶯
の
声

 

同

　
　
　
　

早
春
霞

お
き
浪
と　

を
の
へ
の
松
と　

た
ち
な
ら
ひ　

い
つ
れ
か
春
ハ　

ま
つ
か
す
む
ら
む

 

同

ま
た
あ
さ
く　

霞
そ
な
ひ
く　

春
も
猶　

ミ
山
の
雪
の　

ふ
か
さ
し
ら
れ
て

 

同

　
　
　
　

早
春
雪 

13
ウ
」

う
つ
も
れ
ぬ　

声
そ
春
な
る　

あ
わ
雪
に　

松
ハ
い
ろ
な
き　

庭
の
う
く
ひ
す

 

同

雁
ハ
ま
た　

秋
こ
し
か
た
を　

か
へ
り
ミ
る　

心
も
な
し
や　

ミ
ね
の
し
ら
雪

 

同

　
　
　
　

若
菜
知
時

し
も
さ
や
く　

を
き
の
か
れ
ふ
を　

か
き
分
て　

ち
き
し
る
わ
か
な　

け
ふ
や
つ
ま
ゝ
し

 

同

八
千
く
さ
の　

春
て
ふ
こ
と
ハ　

若
菜
こ
そ　

ひ
と
に
つ
ま
れ
て　

ま
つ
ハ
し
る
ら
め
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一
三

 

同

春
の
色
は　

け
ふ
の
わ
か
な
に　

あ
ら
ハ
れ
て　

野
に
も
山
に
も　

う
つ
り
ゆ
く
ら
む

 

同

い
ち
は
や
く　

春
し
る
も
の
ハ　

あ
さ
み
と
り　

の
へ
の
ゆ
き
ま
の　

わ
か
な
也
け
り

 

同

　
　
　
　

霞
遠
聳

吾
さ
と
の　

雪
も
け
な
く
に　

は
る
か
す
ミ　

と
ほ
山
と
ほ
く　

な
ひ
き
そ
め
け
り

 

同

朝
日
か
け　

け
し
き
ハ
か
り
ハ　

か
す
み
け
リ　

雲
よ
り
を
ち
の　

雪
の
と
ほ
や
ま

 

同

春
た
ち
て　

い
く
日
も
あ
ら
ね
ハ　

あ
さ
も
よ
し　

き
の
と
ほ
や
ま
に　

か
す
ミ
た
な

ひ
く 

同

春
の
い
ろ
ハ　

ま
た
ひ
と
へ
な
る　

朝
霞　

八
重
山
と
ほ
く　

か
す
ミ
そ
め
け
り

 

同

　
　
　
　

柳
糸
緑
新 

14
オ
」

春
の
い
ろ　

あ
ら
た
に
な
り
ぬ　

は
し
り
て
の　

塘
に
た
て
る　

青
柳
の
い
と

 

同

あ
さ
み
と
り　

春
を
い
く
春　

く
り
か
へ
し　

柳
の
い
と
ハ　

あ
ら
た
な
る
ら
む

 
同

　
　
　
　

鶯
喩
客

山
さ
と
の　

ゆ
き
ま
の
ミ
ち
も　

見
え
そ
め
て　

ひ
と
な
つ
か
し
く　

鶯
の
な
く

 

同

う
く
い
す
の　

声
す
る
な
へ
に　

柴
の
戸
を　

春
風
な
ら
ぬ　

人
も
と
ひ
け
り　
　
　
　

 

同

　
　
　
　

十
三
日
節
分
な
り
け
れ
ハ

た
め
ら
ひ
て　

こ
と
し
ハ
春
の　

た
ち
か
へ
る　

ミ
そ
ら
の
月
や　

か
す
ミ
そ
む
ら
む　

 

同

　
　
　
　

年
の
始
に
東
の
友
た
ち
の
も
と
へ

あ
し
か
に
の　

な
に
ハ
ほ
り
え
に　

な
ま
り
居
て　

か
ひ
な
け
し
つ
　ゝ

と
ゝ
せ
へ
に

け
り 

同

い
ま
ハ
よ
に　

わ
す
れ
貝
て
ふ　

も
の
も
あ
ら
し　

な
に
ハ
の
あ
ま
の　

あ
さ
り
つ
く

せ
ハ 

同

ふ
し
つ
く
ハ　

か
す
め
る
雪
の　

面
影
ハ　

あ
ら
ぬ
山
に
も　

た
ち
そ
ハ
り
つ
ゝ

 

同

う
ち
な
ひ
く　

色
見
て
し
か
な　

朝
日
か
け　

さ
す
か
た
を
か
に　

も
ゆ
る
春
草

 

同

 

14
ウ
」

む
さ
し
の
や　

か
す
ミ
た
な
ひ
く　

小
松
原　

む
か
し
の
い
ろ
ハ　

い
ま
も
み
え
け
り

 

同

も
ろ
と
も
に　

ふ
ミ
見
し
の
へ
の　

は
る
の
く
さ　

い
と
う
る
ハ
し
き　

色
ハ
わ
す
れ
す

 

同

う
こ
き
な
き　

い
は
ね
の
こ
ま
つ　

立
栄　

い
と
ゝ
陰
こ
そ　

ひ
ろ
く
な
る
ら
め

 

同

お
く
山
の　

正
木
の
か
つ
ら　

く
り
か
へ
し　

く
り
か
へ
し
つ
　ゝ

お
も
ふ
き
ミ
か
な

 

同

と
し
ふ
れ
ハ　

ふ
る
に
つ
け
つ
　ゝ

む
さ
し
の
　ゝ

お
も
ひ
て
く
さ
そ　

し
け
く
成
け
る

 

同

　
　
　
　

氷
解

み
や
こ
と
り　

は
ふ
き
な
く
な
る　

ほ
り
え
河　

ミ
を
の
こ
ほ
り
そ　

と
け
て
流
る
ゝ

 

同

　
　
　
　

早
春
月

な
に
ハ
え
や　

か
れ
ふ
の
あ
し
の　

は
る
の
月　

い
ま
い
く
か
あ
ら
ハ　

か
す
ミ
は
つ

へ
き 

同

は
る
そ
と
ハ　

そ
ら
に
見
え
け
り　

梅
ハ
ま
た　

け
し
き
斗
の　

軒
の
月
か
け

 

同

　
　
　
　

恨
恋
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一
四

う
ら
み
つ
　ゝ

お
も
ひ
か
へ
せ
ハ　

わ
か
身
さ
へ　

あ
さ
ま
し
き
ま
て　

な
り
に
け
る
哉

 

同

　
　
　
　

嶺
早
蕨 

15
オ
」

い
つ
し
か
も　

も
え
に
け
る
か
な　

と
き
し
ら
ぬ　

松
の
か
け
な
る　

ミ
ね
の
さ
わ
ら
ひ

 

同

の
と
か
な
る　

風
や
し
る
ら
む　

柴
人
に　

を
り
の
こ
さ
れ
し　

ミ
ね
の
さ
わ
ら
ひ

 

同

　
　
　
　

寄
都
祝

と
の
つ
く
り　

し
け
き
み
や
こ
ハ　

さ
き
く
さ
の　

ミ
つ
は
よ
つ
は
に　

春
風
そ
吹

 

同

も
の
さ
ハ
に　

ゆ
た
け
か
り
け
り　

東
人
の　

ミ
か
と
を
か
み
に　

つ
と
ふ
ミ
や
こ
は 

 

同

　
　
　
　

水
郷
霞

梅
か
ゝ
は　

そ
ら
に
な
か
れ
て　

た
ま
し
ま
や　

な
ゝ
せ
に
か
す
む　

有
明
の
月

 

同

ミ
な
か
み
の　

雪
け
の
水
の　

う
ち
け
ふ
り　

か
す
む
ゝ
つ
た
の　

柳
原
か
な

 

同

　
　
　
　

幽
居
鶯

軒
ち
か
き　

た
け
に
な
く
な
る　

鶯
ハ　

人
す
め
り
と
も　

お
も
ハ
さ
る
ら
む

 
同

う
く
ひ
す
の　

う
ら
な
き
声
も　

き
か
せ
て
ん　

と
へ
か
し
ひ
と
の　

春
の
山
さ
と

 

同

梅
さ
け
と　

う
た
て
さ
ひ
し
き　

や
と
ゝ
て
や　

う
く
ひ
す
さ
へ
も　

ま
れ
に
鳴
ら
む

 

同

　
　
　
　

曙
霞 

15
ウ
」

ひ
む
か
し
の　

空
ハ
に
ほ
ひ
て　

明
ほ
の
　ゝ

山
か
け
く
ら
く　

た
つ
か
す
ミ
か
な

 

同

　
　
　
　

恋
風

お
ほ
ふ
ね
の　

お
も
ひ
た
ゆ
た
ふ　

ほ
と
そ
う
き　

恋
の
ミ
な
と
に　

か
せ
ま
も
り
し
て

 

同

　
　
　
　

某
の
四
十
賀
に

こ
と
し
よ
り　

老
の
山
口　

わ
け
そ
め
て　

ち
よ
の
し
を
り
ハ　

君
の
こ
さ
な
ん

 

同

　
　
　
　

青
山
正
俊
か
四
十
賀

は
り
ま
の
や　

ミ
ね
に
く
も
ゐ
る　

青
山
の　

松
の
ち
と
せ
ハ　

君
そ
し
ら
ま
し

 

同

　
　
　
　

梅

う
め
の
花　

め
つ
と
ハ
か
り
に　

ゆ
き
過
て　

吾
袖
の
か
に　

お
と
ろ
か
れ
け
り

 

同

　
　
　
　

曙
鶯

あ
け
ほ
の
　ゝ

梅
の
か
を
り
に　

む
せ
ふ
ら
ん　

か
す
ミ
の
を
ち
の　

鶯
の
声          

 

同

　
　
　
　

恋
風

を
り
〳
〵
ハ　

ミ
さ
を
ゝ
ま
も
る　

松
に
さ
へ　

も
の
な
や
ま
し
の　

山
風
そ
吹

 

同

 

16
オ
」

　
　
　
　

毎
年
登
梅

月
の
ミ
か　

は
る
て
ふ
春
に　

う
め
の
花　

め
て
の
つ
も
り
も　

老
と
な
る
ら
む

 

同

い
ろ
も
か
も　

こ
そ
に
か
ハ
ら
ぬ　

梅
の
花　

さ
の
ミ
ハ
な
に
　ゝ

め
つ
る
な
る
ら
む 

 

同

　
　
　
　

春
草
緑

ふ
る
よ
も
き　

根
を
も
絶
す
て　

山
陰
の　

墾
田
の
く
ろ
そ　

わ
か
み
と
り
な
る

 

同

か
ま
と
山　

け
ふ
る
み
と
り
ハ　

春
の
日
に　

も
ゆ
る
み
く
さ
の　

う
つ
る
な
る
ら
む

 

同
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一
五

　
　
　
　

為
君
事
容
飾

あ
さ
毎
に　

わ
か
と
る
ね
や
の　

ま
す
か
ゝ
み　

あ
た
し
ひ
と
に
ハ　

ミ
え
し
と
そ
お

も
ふ 

同

　
　
　
　

梅
さ
か
り
な
る
や
と
に
ま
ら
う
と
き
た
り

も
の
な
へ
て　

ふ
り
ゆ
く
や
と
を　

さ
く
梅
の　

お
も
て
お
こ
し
に　

ひ
と
も
と
ひ
け
り

 

同

ふ
る
さ
と
の　

う
め
の
い
ろ
か
も　

し
る
人
に　

し
ら
る
ゝ
は
る
の　

あ
れ
ハ
あ
り
け
り

 

同

　
　
　
　

梅
香
薫
袖 

16
ウ
」

こ
と
な
ら
ハ　

ち
り
な
ん
の
ち
の　

お
も
ひ
て
ニ　

わ
か
そ
て
か
れ
す　

梅
か
を
ら
な
ん

 

同

　
　
　
　

江
上
春
月

ミ
し
ま
江
や　

浪
の
ま
に
〳
　〵

月
ミ
え
て　

あ
し
の
若
葉
の　

露
そ
か
す
め
る

 

同

　
　
　
　

難
忘
恋

き
ミ
ゆ
ゑ
に　

お
つ
と
お
も
へ
ハ　

明
く
れ
の　

わ
す
れ
か
た
ミ
そ　

涙
な
り
け
る

 

同

　
　
　
　

春
風
夜
芳

春
風
ハ　

そ
ら
に
さ
そ
ひ
て　

梅
か
ゝ
を　

月
の
か
つ
ら
に　

か
さ
ん
と
や
す
る

 
同

い
く
さ
と
の　

梅
の
こ
す
ゑ
を　

過
て
き
て　

枕
と
ふ
ら
ん　

よ
は
の
春
か
せ

 

同

　
　
　
　

山
畑

山
陰
の　

は
た
の
し
ゝ
か
き　

た
か
け
れ
と　

こ
え
て
も
を
ら
ん　

春
の
く
ゝ
た
ち

 

同

　
　
　
　

閨
正
月
子
日

う
く
ひ
す
ハ　

耳
な
ら
し
て
も　

け
ふ
も
猶　

は
つ
ね
の
の
へ
と　

い
ふ
へ
か
り
け
り

 

同

　
　
　
　

余
寒 

17
オ
」

は
る
の
よ
も　

な
ほ
お
く
し
も
に　

う
つ
み
ひ
の　

あ
る
か
な
き
か
に　

き
え
か
へ
り

つ
ゝ 

同

さ
え
か
へ
る　

ゆ
ふ
へ
の
雨
の　

雪
ま
せ
に　

花
の
名
た
て
の　

き
さ
ら
き
の
そ
ら　
　

 

同

　
　
　
　

帰
雁

か
へ
る
か
り　

き
り
た
つ
秋
の　

お
も
か
け
を　

月
に
か
す
め
て　

ミ
ね
こ
ゆ
る
也　
　

 

同

か
へ
る
か
り　

ミ
ち
ゆ
き
ふ
り
に　

鳴
す
て
　ゝ

あ
き
を
た
の
む
の　

声
そ
は
る
け
き 

 

同

　
　
　
　

月
前
柳

ゆ
く
月
ハ　

く
も
り
も
は
て
す　

青
柳
の　

ミ
と
り
に
か
す
む　

春
の
よ
の
そ
ら　
　
　

 

同

う
ち
な
ひ
く　

ミ
と
り
の
い
と
の　

あ
や
見
え
て　

柳
に
か
ゝ
る　

春
の
ゆ
ふ
月        

 

同

　
　
　
　

花
ま
つ
比
あ
め
ち
か
け
な
れ
ハ

あ
め
ち
か
き　

ほ
と
も
し
ら
れ
て　

春
山
ハ　

む
ら
さ
き
た
ち
て　

か
す
む
夕
く
れ　
　

 

同

か
そ
い
ろ
と　

い
ふ
な
る
雨
を　

ま
ち
い
そ
く　

さ
く
ら
か
え
た
も　

か
す
む
は
る
か
な

 

同

花
ゆ
ゑ
ハ　

け
ふ
ハ
ま
た
る
　ゝ

春
雨
の　

い
と
は
る
ゝ
に
や　

わ
り
な
か
る
ら
ん

 

同

 

17
ウ
」

　
　
　
　

春
日
山
行

お
ほ
ゝ
し
く　

よ
も
ハ
か
す
ミ
て　

の
ほ
り
た
ち　

い
さ
み
の
山
は　

こ
と
に
し
有
け
り

 

同

わ
れ
か
と
て　

と
ふ
ら
ハ
ま
し
を　

山
ゆ
け
ハ　

と
こ
ろ
も
わ
か
す　

と
り
そ
よ
ふ
な
る

 

同
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一
六

か
す
ミ
て
ハ　

み
る
め
な
し
て
ふ　

海
ち
か
き　

山
路
な
か
ら
も　

心
ゆ
き
け
り

 

同

　
　
　
　

紫
蓮
尼
の
い
ほ
に
盗
人
い
り
た
り
と
て
歌
よ
み
て
見
せ
ら
れ
け
れ
ハ

し
ら
な
ミ
ハ　

た
ち
や
よ
り
け
む　

と
し
ふ
れ
と　

な
ま
め
か
る
て
ふ　

海
人
の
い
ほ

と
て 

同

　
　
　
　

春
月
朧
々

山
川
の　

き
よ
き
な
か
れ
の　

底
に
さ
へ　

春
の
さ
か
と
て　

月
そ
か
す
め
る 

 

同

　
　
　
　

角
文
法
師
の
花
に
つ
け
て　

は
る
さ
め
に　

そ
ほ
つ
さ
く
ら
の

　
　
　
　

は
な
の
色
を　

み
せ
は
や
き
み
に　

つ
ゆ
な
か
ら
た
に　

と
よ
め
る
か
へ
し

い
た
づ
ら
に　

な
か
め
ハ
す
て
し　

ふ
り
は
へ
て　

こ
て
ふ
に
ゝ
た
る　

は
な
の
へ
の

つ
ゆ 

同

は
る
さ
め
に　

ぬ
れ
き
ぬ
き
せ
て　

あ
た
ら
し
き　

花
の
え
た
を
も　

折
て
け
る
か
な  

 

同

　
　
　
　

蛙

山
川
の　

ミ
く
ま
の
す
け
の　

ね
も
さ
や
に　

か
ハ
つ
な
く
也　

か
す
む
よ
こ
ろ
も

 

同

 

18
オ
」

　
　
　
　

朧
月

春
の
よ
ハ　

あ
ら
し
も
た
え
て　

九
重
の　

と
の
へ
の
月
の　

か
け
そ
か
す
め
る

 
同

　
　
　
　

山
寺
に
や
と
り
た
る
夜

か
た
し
き
の　

ま
く
ら
に
ち
か
き　

た
き
の
い
と
ハ　

ゆ
め
も
む
す
ハ
ぬ　

も
の
に
そ

あ
り
け
る 

同

　
　
　
　

水
辺
落
花

み
か
は
ミ
つ　

さ
そ
ひ
い
て
け
り　

く
も
の
上
の　

く
も
と
き
の
ふ
ハ　

見
え
し
さ
く

ら
も 

同

　
　
　
　

嶋
上
桜

む
れ
つ
と
ふ　

あ
ま
の
さ
へ
づ
り　

の
と
か
な
り　

お
き
の
こ
し
ま
も　

さ
く
ら
さ
く
比

 

同

　
　
　
　

野
亭
桜

か
り
そ
め
の　

の
へ
の
い
ほ
り
と　

見
え
な
か
ら　

ふ
る
き
の
さ
く
ら　

さ
き
を
ゝ
り

け
り 

同

　
　
　
　

杣
山
桜

宮
木
ひ
く　

杣
山
か
づ
ら　

な
か
き
ひ
も　

あ
か
ぬ
さ
く
ら
の　

花
の
い
ろ
か
な

 

同

 

18
ウ
」

　
　
　
　

暮
山
雲

柴
人
の　

か
へ
る
山
ち
ハ　

入
日
さ
し　

と
よ
は
た
く
も
の　

色
そ
く
れ
ゆ
く

 

同

　
　
　
　

も
の
へ
ゆ
き
け
る
道
に
て

ふ
る
さ
と
に　

た
ち
に
し
か
り
の　

な
こ
り
ニ
ハ　

す
ゝ
な
花
さ
く　

さ
と
の
あ
ら
を
た

 

同

　
　
　
　

鶯

さ
か
り
な
る　

木
こ
と
の
花
に　

あ
く
か
れ
て　

と
こ
ろ
さ
た
め
ぬ　

鶯
の
声

 

同

　
　
　
　

夕
春
雨

苗
代
の　

は
る
の
夕
の　

あ
ま
こ
ろ
も　

た
み
の
ゝ
し
ま
は　

か
す
ミ
杲
け
り

 

同

　
　
　
　

遠
尋
山
花

人
こ
そ
ハ　

も
の
ゝ
た
よ
り
と　

い
ふ
め
れ
と　

と
ほ
山
さ
く
ら　

た
つ
ね
て
そ
見
む

 

同

こ
し
か
た
の　

花
ハ
か
す
み
に　

う
つ
も
れ
て　

ま
た
み
ぬ
山
に　

か
を
る
は
る
風

 

同

　
　
　
　

中
春

わ
か
や
と
の　

い
け
の
こ
ゝ
ろ
も　

の
と
か
な
る　

春
の
も
な
か
に　

か
は
つ
な
く
な
り

も

・・
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一
七

 

同

 

19
オ
」

　
　
　
　

田
う
つ

春
こ
と
に　

う
ち
か
へ
し
て
も　

か
へ
し
て
も　

す
ゝ
な
の
古
根　

花
さ
き
に
け
り

 

同

　
　
　
　

水
ぬ
る
め
り

ぬ
る
む
め
り　

井
杭
に
か
ゝ
る　

か
け
ろ
ふ
の　

そ
ら
に
ミ
た
る
　ゝ

春
の
川
水

 

同

　
　
　
　

桂
陰
の
花
見
に
ゆ
き
て
題
を
さ
く
り
て

こ
と
木
々
ハ　

皆
う
つ
も
れ
て　

五
百
本
の　

花
し
つ
か
な
る　

に
は
の
お
も
か
な　
　

 

同

　
　
　
　

花
間
月

ち
り
そ
め
ぬ　

花
を
こ
の
ま
の　

か
け
か
す
む　

月
の
み
や
こ
の　

人
に
ミ
せ
は
や　
　

 

同

春
の
よ
の　

月
の
か
つ
ら
の　

花
衣　

か
へ
す
〳
〵
も　

た
ち
う
か
れ
け
り

 

同

　
　
　
　

女
と
も
の
た
ち
ま
ひ
今
や
う
う
た
ひ
な
と
し
け
れ
ハ

う
ち
ふ
る
や　

あ
ま
つ
を
と
め
の　

そ
て
の
上
に　

花
の
雪
ち
る　

か
つ
ら
か
け
か
な　

 
同

八
重
ひ
と
へ　

さ
か
り
久
し
き　

花
か
け
ハ　

も
の
お
も
ひ
し
ら
ぬ　

所
な
り
け
り　
　

 

同

　
　
　
　

夕
つ
か
た 

19
ウ
」

ゆ
ふ
つ
く
ひ　

ふ
か
く
か
す
ミ
て　

庭
さ
く
ら　

こ
す
ゑ
お
も
け
に　

見
ゆ
る
色
か
な　

 

同

を
り
〳
〵
ハ　

花
の
梢
を
う
こ
か
し
て　

あ
か
し
め
さ
せ
ぬ　

庭
の
は
る
か
せ

 

同

　
　
　
　

ま
た
の
ひ
よ
ろ
こ
ひ
い
ひ
や
る
と
て

さ
か
り
な
る　

庭
の
さ
く
ら
の　

お
も
か
け
ハ　

う
れ
し
き
色
を　

け
ふ
も
み
せ
け
り　

 

同

　
　
　
　

け
ふ
ハ
あ
め
の
ふ
り
け
れ
ハ

こ
ん
春
を　

か
け
て
契
り
て　

ふ
る
あ
め
に　

う
つ
ろ
ふ
花
を　

さ
そ
を
し
む
ら
ん　
　

 

同

　
　
　
　

柴
門
人
不
到

た
れ
な
ら
て　

お
と
す
る
も
の
ハ　

松
か
け
の　

柴
の
戸
か
ろ
き　

か
と
の
朝
風　
　
　

 

同

　
　
　
　

心
静
酌
春
酒

春
の
日
ハ　

む
か
ふ
こ
ゝ
ろ
も　

う
ら
〳
〵
と　

か
す
み
に
ゑ
へ
る　

夕
く
れ
の
空　
　

 

同

は
る
の
風　

し
つ
か
に
ゑ
へ
り　

う
く
ひ
す
の　

ね
く
ら
の
さ
ゝ
と　

す
ゝ
め
や
ハ
せ
し

 

同

　
　
　
　

枕
塵

か
ゝ
み
さ
へ　

ち
り
ゐ
く
も
れ
り　

も
の
う
く
て　

は
ら
ハ
ぬ
ね
や
の　

枕
の
ミ
か
は　

 

同

 

20
オ
」

　
　
　
　

寄
綾
恋

そ
て
く
ち
の　

あ
や
の
い
ろ
め
に　

ま
よ
ふ
か
な　

を
す
の
す
き
た
る　

吾
こ
ゝ
ろ
よ
り

 

同

ひ
と
む
ら
に　

お
も
ひ
さ
た
め
す　

い
ろ
こ
の
む　

ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
の　

あ
や
の
そ
め

き
ぬ 

同

　
　
　
　

名
所
橋

わ
か
れ
こ
し　

み
や
こ
を
と
ほ
ミ　

た
ひ
ゝ
と
の　

そ
て
三
州
ひ
つ
川
の　

は
し
と
い

ふ
ら
む 

同

　
　
　
　

亀
の
う
た

か
め
の
こ
の　

う
ま
こ
の
す
ゑ
の　

末
の
子
の　

す
ゑ
の
よ
は
ひ
も　

き
み
そ
か
そ
へ
む

 

同

　
　
　
　

寿
の
字
を
八
十
四
の
女
の
か
き
た
る
に
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一
八

よ
ね
山
ハ　

ち
よ
の
坂
口　

ほ
と
も
な
く　

わ
け
の
ほ
る
へ
き　

し
を
り
な
る
ら
む

 

同

　
　
　
　

霞
中
花

み
に
き
つ
る　

心
も
し
ら
す　

春
霞　

を
の
へ
の
は
な
を　

た
ち
へ
た
て
け
り

 

同

け
ふ
も
ま
た　

た
ち
て
ゝ
た
と
る　

は
る
霞　

は
な
に
か
ゝ
ら
ぬ　

山
の
は
も
な
し

 

同

 

20
ウ
」

　
　
　
　

春
崎

あ
ま
の
か
る　

ミ
る
め
ハ
い
と
　ゝ

と
ほ
つ
あ
ふ
ミ　

あ
ら
い
そ
さ
き
を　

か
す
み
こ

め
け
り 

同

す
み
よ
し
の　

ミ
さ
き
に
ひ
ろ
ふ　

蛤
の　

か
ひ
あ
る
春
の　

あ
そ
ひ
な
り
け
り

 

同

　
　
　
　

春
橋

い
は
ゝ
し
の　

ま
ち
か
く
み
え
し　

水
上
も　

か
す
み
て
と
ほ
き　

春
の
山
河

 

同

か
き
つ
は
た　

花
さ
く
沢
の　

や
つ
は
し
ハ　

あ
め
の
く
も
て
に　

か
け
わ
た
し
け
り

 

同

　
　
　
　

契
沖
阿
闇
梨
の
真
蹟
に
そ
へ
た
る
う
た

あ
し
の
葉
の　

ち
り
の
ま
か
ひ
も　

見
え
ぬ
か
な　

な
に
ハ
た
か
つ
の　

水
く
き
の
あ
と

 
同

　
　
　
　

山
家
夏
来

山
さ
と
の　

か
き
外
の
柳　

う
く
ひ
す
の　

か
よ
ひ
ち
く
ら
く　

夏
ハ
き
に
け
り

 

同

か
せ
を
ま
つ　

夏
こ
そ
き
つ
れ　

花
ハ
皆　

春
の
た
む
け
の　

山
か
け
の
里

 

同

　
　
　
　

貴
賤
更
衣

よ
の
さ
か
と　

な
か
く
み
し
か
く　

た
ち
か
ふ
る　

そ
て
に
も
な
つ
の　

し
ら
れ
つ
る
哉

 

同

 

21
オ
」

山
さ
と
も　

み
や
こ
も
お
な
し　

夏
衣　

色
こ
そ
か
は
れ　

た
ち
か
へ
り
け
れ

 

同

　
　
　
　

寄
漁
父
恋

ふ
な
は
た
を　

た
ゝ
き
て
う
た
ふ　

ひ
と
ふ
し
ニ　

う
ら
み
て
け
ふ
も　

か
へ
り
つ
る
哉

 

同

お
く
あ
み
の　

う
き
に
た
え
ね
ハ　

い
ま
ハ
わ
か　

み
を
う
み
わ
た
る　

海
士
と
来
て　

 

同

　
　
　
　

杜
若

夏
も
や
　ゝ

ち
か
き
と
な
り
の　

か
き
つ
は
た　

す
ゝ
し
き
い
ろ
に　

咲
そ
め
に
け
り　

 

同

　
　
　
　

春
の
く
れ
に
山
路
を
ゆ
く

わ
か
葉
さ
す　

た
に
を
へ
た
て
　ゝ

い
は
ゝ
し
の　

ま
ち
か
き
夏
を　

と
り
や
よ
ふ
ら
ん

 

同

春
の
ゆ
く　

か
た
や
い
つ
ら
と　

ふ
ち
な
ミ
の　

か
ゝ
る
山
ち
に　

ま
よ
ふ
こ
ろ
か
な　

 

同

　
　
　
　

す
を
へ
た
て
ゝ
か
た
る

た
そ
か
れ
の　

も
の
ゝ
ま
き
れ
を　

た
の
ミ
て
そ　

い
よ
す
の
そ
よ
と　

こ
と
か
は
し

け
る 

同

と
し
を
へ
し　

こ
ひ
の
し
る
し
ニ　

お
な
し
く
ハ　

を
す
の
う
ち
を
も　

け
ふ
ゆ
る
さ

な
ん 

同

 

21
ウ
」

　
　
　
　

暮
春
夕

日
を
ふ
れ
ハ　

か
す
ミ
も
い
ま
ハ　

う
す
ゝ
ミ
の　

ゆ
ふ
く
れ
お
そ
き　

春
の
山
の
は　

 

同

　
　
　
　

雨
中
藤

い
ろ
見
え
て　

お
の
つ
か
ら
に
も　

藤
並
の　

花
の
つ
ゆ
ち
る　

あ
め
そ
し
つ
け
き　
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一
九

 

同

　
　
　
　

古
井
蛙

お
ふ
な
〳
　〵

春
ハ
し
れ
と
も　

う
も
れ
ゐ
の　

ミ
つ
か
ら
う
し
と　

な
く
蛙
哉

 

同

こ
ゝ
を
せ
と　

よ
の
春
し
ら
て　

と
し
月
を　

ふ
る
井
の
蛙　

声
つ
く
す
ら
ん

 

同

　
　
　
　

寄
武
士
恋

は
か
な
し
や　

こ
ひ
の
や
つ
こ
に　

せ
め
ら
れ
て　

た
む
か
ふ
わ
さ
も　

な
き
心
ち
せ
り

 

同

ひ
た
り
て
の　

わ
か
お
く
の
て
に　

と
る
者
の　

つ
か
の
ま
た
に
も　

あ
ふ
よ
し
も
か
な

 

同

つ
ま
こ
も
る　

や
と
に
そ
ま
よ
ふ　

も
の
ゝ
ふ
の　

道
を
わ
り
な
く　

ふ
ミ
た
か
へ
て
ハ

 

同

　
　
　
　

嶺
郭
公

ほ
と
ゝ
き
す　

ミ
ね
の
こ
た
ま
に　

な
く
声
も　

二
む
ら
山
の　

明
か
た
の
空

 

同

 

22
オ
」

さ
つ
き
や
ミ　

を
く
ら
の
ミ
ね
ハ　

雨
雲
の　

た
ち
ま
よ
ひ
つ
　ゝ

な
く
ほ
と
ゝ
き
す

 
同

　
　
　
　

さ
ハ
る
こ
と
あ
り
て
久
し
う
を
と
こ
の
お
と
つ
れ
さ
り
け
れ
ハ

い
た
づ
ら
ニ　

お
も
ひ
そ
わ
た
る　

浪
さ
わ
く　

そ
て
の
み
な
と
ハ　

ふ
ね
も
よ
り
こ
す

 

同

ゆ
め
ち
に
ハ　

な
に
の
さ
ハ
り
の　

あ
れ
ハ
か
ハ　

か
へ
す
こ
ろ
も
の　

し
る
し
な
か

ら
ん 

同

　
　
　
　

す
た
れ
を
へ
た
て
ゝ
か
た
る

よ
し
す
た
れ　

は
か
な
く
か
く
る　

ひ
と
こ
と
も　

あ
ハ
れ
み
に
し
む　

夕
風
そ
吹

 

同

　
　
　
　

と
な
り
に
こ
と
ひ
く

あ
し
か
き
の　

ひ
と
へ
ハ
か
り
の　

へ
た
て
に
も　

心
つ
く
し
の　

ね
そ
な
か
れ
け
る

 

同

　
　
　
　

庭
草
滋

た
か
た
め
に　

よ
も
き
か
も
と
の　

み
ち
分
て　

つ
ゆ
は
ら
ふ
ら
む　

に
は
の
朝
風　
　

 

同

し
け
り
あ
ふ　

に
は
の
よ
も
き
の　

う
も
れ
水　

ひ
と
か
け
さ
へ
も　

み
え
ぬ
い
ほ
哉

 

同

　
　
　
　

あ
め
の
ゝ
ち
ほ
と
ゝ
き
〔
す
〕
を
き
く

あ
め
は
る
　ゝ

た
ミ
の
ゝ
し
ま
の　

ほ
と
ゝ
き
す　

あ
し
の
下
ね
に　

鳴
て
す
く
也

 

同

 

22
ウ
」

た
ち
は
な
の　

つ
ゆ
う
ち
は
ふ
き　

ほ
と
ゝ
き
す　

あ
ま
ゝ
を
よ
み
と　

け
ふ
や
鳴
ら
ん

 

同

　
　
　
　

た
か
う
な　

お
ひ
そ
ひ
て　

お
や
に
そ
む
か
ぬ　

た
け
の
こ
ハ　

お
の
つ
か
ら
に
や　

ち
よ
も
た
る

ら
ん 

同

　
　
　
　

閏
月
を
い
む
恋

あ
ふ
こ
と
ハ　

さ
ら
て
も
と
ほ
き　

な
け
き
さ
へ　

い
と
ゝ
く
は
ゝ
る　

月
そ
く
る
し
き

 

同

　
　
　
　

隣
泉

か
き
ち
か
き　

い
つ
ミ
吹
こ
す　

ゆ
ふ
風
ハ　

あ
き
の
と
な
り
と　

お
も
ほ
ゆ
る
か
な

 

同

わ
き
か
へ
る　

と
な
り
の
い
つ
ミ　

あ
ま
り
有
て　

か
き
ほ
す
ゝ
し
き　

夕
風
そ
吹

 

同

　
　
　
　

夏
衣

か
ろ
ら
か
に　

こ
し
の
を
と
め
か　

お
る
布
の　

に
ほ
ひ
す
ゝ
し
き　

夕
風
そ
吹

 

同

　
　
　
　

山
丹

口

・・は
た
4

4
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二
〇

垣
ま
み
に　

お
と
ろ
か
れ
け
り　

は
し
た
な
く　

あ
れ
た
る
や
と
の　

姫
百
合
の
花

 

同

　
　
　
　

採
早
苗 

23
オ
」

松
か
け
に　

ふ
ね
さ
し
す
て
　ゝ

あ
ま
を
と
め　

さ
な
へ
と
る
ら
ん　

あ
の
ゝ
ミ
な
と
田

 

同

　
　
　
　

早
苗

入
日
さ
す　

す
そ
わ
の
を
た
の　

若
苗
に　

吹
つ
た
へ
け
り　

ミ
ね
の
ま
つ
か
せ　
　
　

 

同

　
　
　
　

夏
眺
望

お
ほ
よ
と
の　

う
ら
の
ミ
る
め
の　

す
ゝ
し
さ
に　

い
せ
を
の
あ
ま
と　

な
ら
む
と
そ

お
も
ふ 

同

　
　
　
　

庭
樹
結
葉

に
は
の
お
も
に　

月
ハ
も
ら
ね
と　

ほ
と
ゝ
き
す　

こ
て
ふ
に
ゝ
た
る　

な
つ
こ
た
ち

か
な 

同

　
　
　
　

五
月
雨
晴

さ
ミ
た
れ
の　

あ
ま
か
な
り
つ
る　

も
の
う
さ
も　

は
れ
て
た
ゝ
さ
す　

あ
さ
ひ
か
け

か
な 

同

　
　
　
　

寄
池
恋

さ
し
て
し
る　

よ
し
も
な
ミ
た
の　

水
た
ま
る　

い
け
の
こ
ゝ
ろ
の　

ふ
か
さ
あ
さ
ゝ
を

 
同

　
　
　
　

庭
夏
月 

23
ウ
」

水
そ
ゝ
く　

に
は
の
を
く
さ
の　

つ
ゆ
の
ま
に　

あ
く
る
す
ゝ
し
き　

夏
の
よ
の
月

 

同

　
　
　
　

楝
如
雲

花
あ
ふ
ち　

く
も
と
見
そ
め
し　

あ
し
た
よ
り　

は
れ
ま
も
お
か
ぬ　

さ
ミ
た
れ
の
そ
ら

 

同

つ
れ
〳
〵
の　

な
か
め
は
れ
ゆ
く　

吾
か
と
ニ　

ゆ
ふ
ゐ
る
く
も
ハ　

あ
ふ
ち
な
り
け
り

 

同

の

・・

成

・・

　
　
　
　

洲
芦
夜
雨

ふ
り
過
る　

す
さ
き
の
あ
し
の　

む
ら
雨
に　

月
の
や
と
り
の　

つ
ゆ
そ
ミ
ら
る
ゝ

 

同

　
　
　
　

納
涼

あ
し
か
け
や　

す
ゝ
み
か
て
ら
に　

ふ
ね
よ
せ
て　

あ
く
時
し
ら
す　

つ
り
を
し
そ
す
る

 

同

ミ
つ
き
よ
き　

岸
に
お
り
ゐ
て　

か
り
衣　

ひ
も
た
に
さ
ゝ
て　

あ
そ
ふ
す
ゝ
し
さ

 

同

　
　
　
　

六
月
祓

わ
か
国
の　

な
ほ
き
て
ふ
り
そ　

し
ら
れ
け
る　

青
ミ
な
月
の　

け
ふ
の
ミ
そ
き
に

 

同

な
に
ハ
の
海　

な
み
に
た
ゝ
よ
ふ　

青
菅
の　

す
か
〳
〵
し
く
も　

は
ら
ふ
け
ふ
か
な

 

同

　
　
　
　

夏
動
物 

24
オ
」

さ
と
わ
た
の　

ち
ま
ち
い
ほ
町　

す
き
ハ
て
　ゝ

牛
は
な
ち
か
ふ　

夏
く
さ
の
ハ
ら

 

同

夏
の
ゝ
の　

く
さ
の
し
け
ミ
に　

ふ
す
し
か
の　

た
ゝ
ひ
と
つ
こ
そ　

あ
ハ
れ
也
け
る

 

同

　
　
　
　

野
郭
公

ほ
と
ゝ
き
す　

け
ふ
り
も
た
か
し　

き
み
か
よ
の　

と
ふ
ひ
の
ゝ
ヘ
に　

い
ま
そ
鳴
な
る

 

同

山
と
ほ
き　

あ
ら
の
ゝ
ハ
ら
の　

ほ
と
ゝ
き
す　

ま
よ
ふ
か
く
も
の　

ち
ま
た
に
そ
鳴　

 

同

　
　
　
　

夏
河

た
か
ミ
そ
き　

せ
ゝ
に
た
て
た
る　

夕
浪
の　

よ
る
へ
す
ゝ
し
き　

河
や
し
ろ
か
な　
　

 

同

吹
か
せ
ハ　

さ
す
か
に
す
ゝ
し　

あ
つ
き
ひ
に　

さ
ゝ
れ
ふ
ミ
わ
た
る　

夏
の
山
河　
　

 

同

き
み
か
よ
ハ

4

4

4

4

4

 

え
て
4

4

 

ほ
と
ゝ
き
す

4

4

4

4

4
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二
一

　
　
　
　

夏
夕

あ
き
つ
は
の　

う
す
き
そ
て
さ
へ　

も
の
う
さ
に　

ぬ
き
て
か
せ
ま
つ　

夏
の
夕
く
れ　

 

同

夏
の
日
に　

な
え
ふ
す
く
さ
も　

し
ら
つ
ゆ
の　

お
き
か
へ
り
つ
　ゝ

な
ひ
く
夕
か
せ　

 

同

　
　
　
　

蓮 

24
ウ
」

ゆ
り
こ
ほ
す　

ひ
ろ
は
の
つ
ゆ
の　

玉
は
ち
す　

い
け
の
こ
ゝ
ろ
も　

き
よ
く
見
え
け
り

 

同

朝
日
さ
す　

お
ま
へ
の
い
け
の　

は
な
は
ち
す　

う
す
く
れ
な
ゐ
の　

い
ろ
そ
た
ゝ
よ
ふ

 

同

　
　
　
　

葵

を
く
る
ま
の　

を
す
の
す
き
か
け　

な
つ
か
し
く　

か
け
な
ら
へ
た
る　

あ
ふ
ひ
く
さ

か
な 

同

　
　
　
　

夏
朝

む
ら
雨
の　

す
き
ゆ
く
の
き
の　

朝
し
め
り　

な
ほ
い
ふ
せ
く
も　

の
こ
る
か
や
り
火　

 

同

う
ち
な
ひ
く　

萩
の
わ
か
え
の　

た
わ
〳
〵
に　

朝
つ
ゆ
お
び
て　

あ
き
を
ま
つ
ら
ん　

 

同

　
　
　
　

夕
顔

は
し
た
な
く　

み
ゆ
る
も
の
か
ら　

す
ゝ
た
れ
ぬ　

し
つ
か
わ
ら
や
の　

花
の
ゆ
ふ
か
ほ

 

同

ゆ
ふ
か
ほ
の　

は
な
の
に
ほ
ひ
ハ　

そ
れ
な
か
ら　

を
り
に
た
ち
よ
る　

ひ
と
か
け
も

な
し 

同

　
　
　
　

氷
室

あ
ま
つ
た
ふ　

ひ
む
ろ
の
山
の　

松
か
け
ハ　

ゆ
く
て
の
そ
て
も　

す
ゝ
し
か
り
け
り　

 

同

　
　
　
　

夏
の
よ
月
お
も
し
ろ
し 

25
オ
」

月
き
よ
み　

を
り
て
か
さ
せ
と　

う
つ
ろ
ハ
ぬ　

し
も
の
は
な
さ
く　

庭
の
夏
草

と

・・

 

同

　
　
　
　

新
竹

よ
き
ほ
と
に　

葉
も
ほ
こ
ろ
ふ
る　

わ
か
た
け
の　

か
け
こ
そ
夏
の　

ふ
し
と
こ
ろ
な
れ

 

同

　
　
　
　

舟
に
の
り
て
も
の
へ
ゆ
く

わ
か
ふ
ね
を　

き
し
こ
き
ゆ
け
ハ　

松
原
の　

う
こ
く
と
み
え
て　

と
ほ
さ
か
り
け
り　

 

同

　
　
　
　

林
中
蝉

た
ゆ
み
な
く　

声
を
あ
は
せ
て　

谷
河
の　

水
も
は
や
し
に　

せ
み
そ
な
く
な
る

 

同

な
く
せ
ミ
の　

声
そ
す
ゝ
し
き　

む
ら
さ
め
の　

く
も
の
は
や
し
の　

つ
ゆ
に
む
せ
ひ
て

 

同

日
を
さ
ふ
る　

は
や
し
の
か
け
の　

こ
け
む
し
ろ　

と
つ
く
し
よ
し
と　

せ
ミ
の
鳴
な
り

 

同

　
　
　
　

夏
想

い
も
か
ひ
く　

を
け
の
夏
そ
の　

あ
さ
ま
し
く　

お
も
は
ぬ
ひ
と
を　

ミ
た
れ
て
そ
お

も
ふ 

同

吾
心　

や
み
に
ま
よ
ふ
を　

し
ま
つ
と
り　

う
た
て
も
ひ
と
の　

あ
ら
ひ
ゆ
く
ら
む

 

同

　
　
　
　

ち
か
く
て
と
ほ
き
も
の 

25
ウ
」

む
か
ひ
て
ハ　

ち
か
の
し
ほ
か
ま　

ち
か
な
か
ら　

お
も
へ
ハ
と
ほ
き　

ミ
ち
の
お
く

か
な 

同

あ
ま
の
河　

も
ミ
ち
の
は
し
ハ　

か
け
な
か
ら　

と
し
の
わ
た
り
そ　

は
る
け
か
り
け
る

 

同

み
き
ひ
た
り　

ち
か
き
ま
も
り
と　

い
ふ
め
れ
と　

あ
ふ
け
ハ
た
か
き　

日
の
み
か
け

か
な 

同

し
き
た
へ
の　

ま
く
ら
の
ゆ
め
の　

お
も
か
け
ハ　

た
ゝ
そ
れ
な
か
ら　

明
る
よ
は
か
な

 

同
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二
二

山
さ
と
ハ　

ち
か
き
と
な
り
も　

朝
夕
に　

く
も
の
や
へ
か
き　

立
へ
た
て
け
り

 

同

め
に
ち
か
き　

よ
の
こ
と
を
さ
へ　

わ
か
ミ
ヽ
ハ　

お
ほ
ろ
の
し
ミ
つ　

く
み
ま
よ
ひ

け
り 

同

し
ら
く
も
の　

こ
た
ふ
る
声
そ　

は
る
か
な
る　

吾
ゐ
る
て
ら
の　

入
相
の
か
ね

 

同

　
　
　
　

八
重
山
吹

い
は
ぬ
い
ろ
に　

や
へ
さ
き
に
ほ
ふ　

山
吹
も　

わ
れ
と
ひ
と
し
き　

春
や
か
さ
ね
し　

 

市
岡
猛
彦

　
　
　
　

恋

も
の
ゝ
ふ
の　

た
け
き
わ
か
み
と　

お
も
ひ
し
ハ　

こ
ひ
せ
ぬ
ほ
と
の　

こ
ゝ
ろ
な
り

け
り 

同

　
　
　
　

神
祇

御
剣
を　

い
つ
く
あ
つ
た
の　

み
や
は
し
ら　

よ
に
ぬ
け
い
て
　ゝ

た
か
く
た
ふ
と
し　

 

同

 

26
オ
」

　
　
　
　

蚊
遣
火

み
や
ま
に
と　

お
も
ひ
た
つ
ま
て　

か
や
り
火
の　

け
ふ
り
い
ふ
せ
き　

よ
に
こ
そ
ふ

け
つ
ゝ 

同

　
　
　
　

月
前
水
鳥

お
の
か
名
の　

を
し
と
お
も
ふ
よ
の　

月
か
け
ニ　

ね
て
ハ
あ
か
さ
ぬ　

声
そ
き
こ
ゆ
る

 

同

　
　
　
　

野
月

夕
き
り
を　

は
ら
ふ
ゐ
な
の
に　

す
む
月
も　

や
と
こ
そ
な
け
れ　

つ
ゆ
の
秋
風

 

同

　
　
　
　

立
秋
暁

み
に
し
ミ
て　

お
と
ろ
か
れ
ぬ
る　

あ
か
つ
き
の　

か
ね
の
ひ
ゝ
き
や　

あ
き
の
は
つ
風

 

同

　
　
　
　

春
虫

は
ふ
む
し
の　

も
と
の
つ
ら
さ　

と
ふ
て
ふ
ハ　

は
る
や
む
か
し
の　

ゆ
め
に
な
す
ら
む

 

同

　
　
　
　

余
寒

梅
か
え
ハ　

風
の
ミ
さ
え
て　

た
き
も
の
　ゝ

か
こ
そ
と
に
ほ
ふ　

春
の
う
つ
ミ
火　
　

 

同

 

26
ウ
」

　
　
　
　

な
て
し
こ

く
れ
か
け
て　

た
れ
を
ま
つ
と
も　

し
ら
つ
ゆ
の　

た
ま
し
く
や
と
の　

と
こ
夏
の
花　

 

同

　
　
　
　

河
内
国
人
岩
本
周
道
か
は
し
め
て
と
ふ
ら
ひ
き
て　

た
つ
ね
こ
し

　
　
　
　

 

さ
つ
き
の
そ
ら
の　

あ
ま
く
も
に　

は
つ
ね
き
か
せ
よ　

山
ほ
と
ゝ
き
す　

と
よ
め
る
か
へ
し

た
つ
ね
こ
し　

か
ひ
も
な
こ
や
の　

さ
と
ひ
た
る　

声
を
き
く
ら
ん　

山
ほ
と
ゝ
き
す　

 

同

　
　
　
　

 

又　

わ
か
そ
て
に　

な
れ
て
を
と
め
ん　

橘
の　

き
ゝ
し
に
ま
さ
る　

や
と

の
に
ほ
ひ
を　

と
よ
め
る
か
へ
し

こ
と
の
は
の　

は
な
の
に
ほ
ひ
ハ　

と
き
し
く
の　

か
く
の
こ
の
み
に　

あ
ま
る
う
れ

し
さ 

同

　
　
　
　

堤

水
き
よ
き　

川
そ
ひ
つ
ゝ
み　

す
ゝ
し
さ
に　

ゆ
き
か
ふ
ひ
と
の　

あ
し
そ
よ
と
め
る

 

春
門

　
　
　
　

し
か
ら
ミ

い
か
は
か
り　

な
ミ
の
し
か
ら
み　

よ
せ
か
け
て　

か
く
し
も
そ
て
の　

す
ゝ
し
か
る

ら
ん 

同

　
　
　
　

水
風
涼

う
ち
な
ひ
き　

ミ
く
さ
花
さ
く　

河
曲
ハ　

秋
を
う
た
か
ふ　

ゆ
ふ
風
そ
吹

 

同

本
ノ
マ
ヽ
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二
三

 

27
オ
」

　
　
　
　

夏
の
よ
む
し
な
く

あ
き
の
よ
の　

な
か
き
お
も
ひ
を　

夏
く
さ
の　

し
た
ね
に
む
し
の　

い
ま
よ
り
そ
な
く

 

同

　
　
　
　

蓮

は
す
の
い
と
ハ　

む
す
ひ
も
と
め
す　

ひ
ろ
は
よ
り　

ひ
ろ
葉
に
つ
ゆ
の　

た
ま
う
つ

し
け
り 

同

　
　
　
　

初
秋
薄

我
か
と
の　

秋
の
し
る
し
の　

は
た
す
ゝ
き　

た
か
く
さ
し
て
　ゝ

ま
ね
き
つ
る
か
な

 

同

　
　
　
　

七
月
立
秋

み
な
月
ハ　

な
か
れ
も
は
て
す　

ミ
そ
き
河　

は
や
く
あ
き
た
つ　

浪
の
白
木
綿

 

同

　
　
　
　

夏
の
は
て

お
ほ
ぬ
さ
の　

よ
る
せ
も
見
え
て　

夏
の
日
の　

な
か
れ
よ
と
ま
ぬ　

河
や
し
ろ
か
な

 

同

　
　
　
　

行
客
船
己
遠

わ
か
れ
て
ハ　

ふ
ね
の
う
へ
ニ
も　

か
へ
り
ミ
る　

や
ま
と
し
ま
ね
や　

は
る
け
か
る

ら
ん 
同

　
　
　
　

夏
暁 
27
ウ
」

あ
か
つ
き
ハ　

ミ
ね
の
ほ
く
し
を　

さ
し
す
て
　ゝ

く
た
る
か
さ
わ
く　

む
さ
ゝ
ひ
の
声

 

同

　
　
　
　

河
水
流
清

月
も
日
も　

と
ゝ
こ
ほ
り
な
く　

な
か
れ
ゆ
く　

水
の
心
の　

き
よ
き
山
河

 

同

　
　
　
　

水
草
の
花
さ
け
り

は
し
ハ
あ
れ
と　

お
り
て
わ
た
ら
ん　

打
な
ひ
き　

こ
な
き
花
咲　

さ
と
の
中
河

 

同

夏
の
ひ
ハ　

を
た
の
な
か
ゝ
は　

せ
き
分
て　

ミ
つ
も
あ
さ
ゝ
の　

花
さ
き
に
け
り

 

同

　
　
　
　

夏
の
よ
む
し
な
く

こ
の
よ
こ
ろ　

庭
の
を
く
さ
に　

つ
ゆ
か
ひ
て　

我
ま
つ
む
し
の　

声
そ
き
こ
ゆ
る

 

同

　
　
　
　

晩
蝉

吹
お
ろ
す　

う
ら
て
の
山
の　

夕
風
に　

す
ま
ふ
か
せ
ミ
の　

も
ろ
声
に
な
く

 

同

　
　
　
　

す
ま
の
う
ら
に
秋
の
月
き
よ
く
す
み
わ
た
り
た
る

秋
の
よ
の　

月
の
よ
こ
ろ
の　

松
風
を　

い
か
に
き
く
ら
む　

す
ま
の
浦
人

 

同

 

28
オ
」

　
　
　
　

湖
水
連
雲

と
も
に
た
つ　

も
の
な
れ
ハ
に
や　

水
う
ミ
の　

く
も
と
な
ミ
と
は　

つ
ゝ
き
た
る
ら
む

 

同

　
　
　
　

内
心
如
夜
刃

ゆ
る
さ
れ
ぬ　

を
と
め
の
笑
の　

ま
ゆ
な
れ
や　

お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の　

ほ
と
を
し
ら
ね
ハ

 

同

　
　
　
　

荻
風

風
ふ
け
ハ　

む
し
も
し
は
し
は　

声
や
め
て　

人
を
う
た
か
ふ　

庭
の
荻
原

 

同

　
　
　
　

聞
虫

ゆ
ふ
月
夜　

け
し
き
そ
へ
け
り　

な
く
む
し
の　

声
も
さ
か
り
の　

つ
ゆ
の
く
さ
む
ら　

 

同

　
　
　
　

新
月

く
も
は
る
　ゝ

八
重
の
山
な
ミ　

あ
さ
や
か
に　

か
す
よ
む
ハ
か
り　

て
れ
る
月
か
け　

 

同

　
　
　
　

風
生
竹
夜
窓
間
臥
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二
四

く
れ
た
け
の　

よ
ゝ
し
月
よ
し　

風
も
よ
し　

こ
よ
ひ
は
□
□　

ふ
し
よ
か
る
へ
し

 

同

 

28
ウ
」

　
　
　
　

し
の
ひ
て
た
ゝ
く

し
の
ひ
つ
　ゝ

た
ゝ
く
い
た
と
を　

き
ゝ
し
り
て　

あ
な
か
ま
と
た
に　

い
ふ
ひ
と
も

な
し 

同

く
ひ
な
に
も　

お
と
る
吾
身
の　

ち
き
り
に
て　

た
ゝ
き
り
□
□
□　

い
も
か
ゝ
と
か
な

 

同

　
　
　
　

山
さ
と
に
き
り
た
て
り

し
ゝ
か
き
に　

き
り
の
ま
か
き
を　

ゆ
ひ
そ
へ
て　

た
ち
い
て
ん
そ
ら
も　

わ
か
ぬ
山
里

 

同

　
　
　
　

朝
霧

あ
り
明
の　

松
に
こ
も
れ
る　

秋
き
り
の　

た
え
ま
も
見
え
て　

朝
風
そ
吹

 

同

　
　
　
　

夢
中
逢
恋

ゆ
め
ち
に
ハ　

さ
は
る
と
も
な
き　

あ
ふ
坂
の　

せ
き
を
う
つ
ゝ
に　

ゆ
る
さ
ゝ
る
ら
む

 

同

　
　
　
　

初
秋
薄

井
の
上
よ
り　

あ
き
こ
そ
ハ
く
れ　

ミ
つ
ひ
き
の　

い
と
う
ち
な
ひ
く　

し
の
ゝ
小
薄

 
同

　
　
　
　

春
草

よ
き
ほ
と
に　

な
ひ
き
そ
め
け
り　

わ
か
や
と
の　

て
ふ
の
し
を
り
の　

庭
の
わ
か
草

 

同

　
　
　
　

水
辺
稲
妻 

29
オ
」

み
な
そ
こ
に　

い
る
か
と
見
え
て　

い
な
妻
の　

ひ
か
り
な
か
る
　ゝ

よ
は
の
川
つ
ら

 

同

　
　
　
　

秋
夜
増
恋

ひ
と
り
ね
の　

秋
は
た
さ
む
き　

つ
ゆ
な
ら
て　

よ
ひ
〳
〵
こ
と
に　

ま
さ
る
吾
恋

 

同

　
　
　
　

風
い
た
く
ふ
く
夜

吾
夢
を　

よ
は
の
ま
く
ら
の　

山
風
の　

さ
そ
ふ
ハ
な
に
の　

か
ひ
か
あ
る
ら
む

 

同

　
　
　
　

雨
中
聞
鹿

さ
を
し
か
の　

声
さ
へ
あ
め
の　

し
め
や
か
に　

ふ
る
よ
は
こ
と
に　

秋
そ
か
な
し
き

 

同

　
　
　
　

初
秋

つ
ゆ
む
す
ふ　

し
つ
か
わ
さ
た
の　

は
し
り
ほ
の　

ほ
の
へ
よ
り
こ
そ　

秋
ハ
き
に
け
れ

 

同

　
　
　
　

山
家
眺
望

を
り
〳
〵
ハ　

山
の
い
ほ
り
を　

た
ち
い
て
て　

め
を
も
く
も
ゐ
の　

よ
そ
に
や
る
哉

 

同

ま
れ
に
こ
し　

ひ
と
を
お
く
る
と　

山
ち
よ
り　

海
の
み
る
め
も　

け
ふ
□
か
り
け
り

 

同

　
　
　
　

親
鸞
上
人
五
百
五
十
回
忌 

29
ウ
」

は
ち
す
葉
の　

ひ
ろ
き
み
い
け
の　

心
よ
り　

よ
に
た
ち
い
て
　ゝ

に
ほ
ふ
花
か
な

 

同

　
　
　
　

月
照
海
辺

よ
ふ
ね
こ
く　

い
せ
を
の
海
人
の　

そ
て
さ
へ
も　

さ
や
か
に
て
ら
す　

秋
の
月
か
な

 

同

く
た
け
ち
る　

い
そ
わ
の
浪
の　

し
ら
た
ま
ハ　

ミ
な
か
ら
月
の　

光
な
り
け
り

 

同

　
　
　
　

深
山
月

お
く
や
ま
の　

ま
き
の
い
た
と
も　

秋
ハ
た
　ゝ

さ
ゝ
て
月
ま
つ　

よ
を
か
さ
ね
け
り

 

同

そ
ゝ
ろ
な
る　

そ
て
の
つ
ゆ
か
な　

お
く
山
の　

ま
き
の
葉
に
ほ
ふ　

秋
の
よ
の
月

 

同
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二
五

　
　
　
　

八
月
十
四
日
夜

い
つ
し
か
と　

と
し
の
ひ
と
ゝ
せ　

ま
つ
よ
ひ
の　

お
も
て
ふ
せ
な
る　

そ
ら
の
う
き

く
も 

同

あ
ま
く
も
ハ　

ふ
か
け
な
か
ら
に　

さ
す
か
な
る　

月
の
よ
こ
ろ
の　

そ
ら
そ
い
ふ
せ
き

 

同

　
　
　
　

仲
秋
無
月

ほ
の
か
に
ハ　

つ
ゆ
も
に
ほ
ひ
て　

あ
め
は
れ
ぬ　

く
も
の
う
へ
ゆ
く　

秋
の
よ
の
月

 

同

か
り
か
ね
ハ　

さ
や
に
き
こ
え
て　

秋
の
よ
の　

心
つ
き
な
く　

は
れ
ぬ
そ
ら
か
な

 

同

 

30
オ
」
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